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        第一章　編入生


　桜の蕾つぼみが綻ほころぶ季節を迎えるのは、虹乃原学園にじのはらがくえんに入学してもう三度目だ。この春休みが明ければいよいよ最終学年となる。

　木和田きわだ　薫子かおるこは胸のあたりまである長い黒髪をなびかせて自宅前の階段を駆けおりた。

　勢い余って下へずれそうになった眼鏡を右手でほんの少しだけ押し上げてから歩きだす。濃い灰色のプリーツスカートがひらひらと翻る。

　春はどうしてこう無条件にわくわくするのだろう。暖かな風が吹くだけで清々しい気分になる。大きく息を吸い込めば、白いセーラー服の胸元が膨らむ。そうしてどこからともなく花の香りがした。

　なにをするにも快適な季節だからか、新しいことに挑戦したくなる。といっても、具体的になにかしたいことがあるわけではないが。

　薫子は学校へ向かっていた。この河川敷は通学路だ。土手に広がる菜の花畑を眺めながら意気揚々と歩く。

　向かう先には桜並木があった。そこを抜ければ虹乃原学園はもう目の前である。

　うららかな陽射しと、菜の花の甘い香りに包まれて進んでいると、急に強い風が吹いた。

　左側を流れている川の水面みなもが、風に煽あおられたように波を打つ。同時に、前方にあった桜の花びらが舞い散った。

　風に流される花びらを目で追う。そうして薫子は、土手の下方でうつ伏せに倒れている女の子を見つけた。

「えっ……」

　薫子は足を止めたあとで、土手を上って女の子に近づいた。

　救急車を呼ぶべきだろうか。いや、ひとまず声をかけてみよう。

「だ、大丈夫ですか!?」

　すると女の子はピクッと肩を揺らした。

　――よかった、意識はあるみたい。

　女の子はごろんと寝返りを打って仰向けになった。薄桃色の花びらがふたりのあいだを吹き抜ける。

　年齢はきっと同じくらいだ。意志の強そうな薄茶色の大きな瞳が印象的だった。顔色は、どう見ても悪くない。鼻が土で汚れているのは彼女がうつ伏せで寝ていたからだろう。

　女の子は起き上がると、きょとんとしたようすでぱちぱちと何度も瞬きをした。彼女のセミロングの茶髪が春風にひらひらと揺れる。

　――うん。普通に元気そう。

　声を掛けたのが恥ずかしくなってしまう。かあっと、頬が熱くなるのを感じた。

　女の子は薫子が「大丈夫ですか!?」と声をかけたのに対してようやく――一呼吸以上置いてから――「大丈夫です」と答えた。

　――それにしても、こんなとこでなにしてたの？

　いくら気持ちのよい春だからといって、土手でうつ伏せに寝るのはどうかと思う。女の子が着ている白いパーカーも、ところどころ土で汚れていた。

「鼻……汚れてるよ」

　薫子はプリーツスカートのポケットからハンカチを取りだして渡す。女の子はハンカチを受け取るとすぐに鼻を拭いた。それから「きれいになった？」と言わんばかりに窺うかがうような視線を寄越してくるので、薫子はこくりと頷いた。

　女の子はハンカチをじいっと見つめている。なにやら不思議な雰囲気というか、マイペースというか。

　――それに、どこかで会ったことがあるような……。

　しかしどれだけ記憶の糸を辿っても、いま目の前にいる女の子とは知り合いではない。それはきっと彼女も同じだ。

「洗って返します、カオルコさん」

　ハンカチの端にローマ字で刺繍していた名前をそのまま呼んだらしかった。

「いいよ、そのままで」

　洗って返してもらうことを想定して貸したのではない。薫子はハンカチを返してもらうべく右手を出す。

　ところが女の子は、ハンカチを持った右手を薫子の手からかわすように胸元へと持っていって、両手で握りしめた。

「ううん、洗って返します。絶対また会えるから」

「え……？」

　――またこの土手で会えるってこと？

　それならば会う約束を取りつけておいたほうがよいのではないかと思った。ところが女の子はそれよりも早く「それじゃあまた」と言って駆けだしてしまった。

　薫子はなにも言えずその場に立ち尽くす。

　――なんか、変わった子だったな……。

　そんなことを考えながら土手を下って元の道に戻り、桜並木を抜けて学校へ急ぐ。

　虹乃原学園の校舎は一見するとオフィスビル群のように見える。近代的な造りの学校だ。

　いまは春休み期間中ではあるが、グラウンドには部活動に励む女子学生がたくさんいる。

　かくいう薫子もまた学校へは部活動のために来た。

　校舎の三階、北東に面した場所に百合文芸部の部室がある。鍵は部長である薫子が管理している。

　薫子は部室の鍵を開けるなりエアコンのスイッチを入れた。小さな部屋なのですぐに冷える。

　びっしりと本が詰められた棚の前を通って椅子に座る。この百合文芸部ができたのは十年ほど前だそうで、それ以来、毎年少しずつ本が増えていき、いまは壁の一面を覆うほどになっている。

　春休み中の部活動内容はこれといって決まっていないので、部員たちは思い思いに過ごす。

　本の虫である薫子は、肩に掛けていたスクールバッグから読みかけの百合文芸書を取りだして開いた。

　読書も立派な部活動である。というのも、百合文芸部のふだんの活動内容は『女の子同士の交流や恋愛を描いた物語を読み、感想をブログやＳＮＳで発信すること』だからだ。

　そんな百合文芸部の一大イベントはなんといっても学園祭。そのときには、部員が書いたショートストーリーを小冊子にして配布する。作文にはインプットが欠かせない。読書はその最たるものだ。

「おはよう、薫子」

　読書に夢中になっていた薫子は、部室の扉が開いたことにまったく気がついていなかった。

　いつの間にか、同級生の滝浦たきうら　千紗ちさがすぐそばに立っていた。千紗は三つ編みのおさげをうっとおしそうに払いながら「今日も暑いわね」とぼやいて、薫子の向かいに座った。そこは代々、副部長の席である。

「すみませーん、遅くなりました！」

　部室のドアがガラガラと大きな音を立てながら開かれる。さすがに今度は、だれが来たのかすぐにわかった。

　今春、二年生となる大森おおもり　亜衣奈あいなはここまで走ってきたらしく、セーラー服のタイが乱れていた。

「また遅刻ね。それにタイが曲がってるわ。せっかく新しい色なのに」

　千紗は息をつくと、座ったばかりの椅子を後にして亜衣奈の前に立った。曲がってしまっている赤色のタイを直している。

　セーラー服の三角タイの色は学年別で、三年生は青、二年生は赤、一年生は緑と決まっている。

　薫子は自身の青色のタイが曲がっていないかをこっそり確認した。

　春休み中なのでまだ厳密には三年生ではないが、この時期には次年度の学年で使うタイをつけてくるのが慣例だ。

　真新しい青い布端を引っ張っることで、薫子は三角タイの形を整えた。




　土手で女の子と出会って三日が経った。あれから一度も、あの女の子とは遭遇していない。

　――結局、ハンカチは持っていかれちゃったまま……。

　自分の名前を刺繍するほどには気に入っていたのだが、仕方がない。同じものを買ってきてまた刺繍すればよいと思うことにして薫子は残念な気持ちをやり過ごした。

　そうして四月となり、最終学年が始まる。

　昼休みのこと。主任教諭から校内放送で呼びだされた薫子は、新学期早々なにかやらかしてしまったのだろうかとドキドキしながら職員室へ向かった。

「失礼します、三年の木和田です。お呼びだしがあったので参りました」

　定型句を述べながら職員室へ入ると、扉のすぐそばに女の子が立っていた。赤色の三角タイが結ばれたセーラー服を着ている。

「あ、あなた……」

「カオルコさん！」

　土手でハンカチを貸した女の子は、薫子を見るなり破顔した。

「カオルコさんっていう名前がこの学校の三年生にひとりでよかったです。そうじゃなかったら何人もカオルコさんに来てもらわなくちゃいけなくなるところでした」

　女の子は「ハンカチを返さなければならないから」という理由で、先生に頼んで校内放送をかけてもらったそうだ。

　薫子が三年生だということは、土手で会ったときタイの色で判別したのだろう。

「よかったわね、土屋つちやさん。木和田さん、ついでと言ってはあれだけど、編入生の土屋さんに学園の案内をしてもらえないかしら？」

　椅子に座ったまま主任教諭が言った。薫子は「はい、わかりました」と即答する。なにかお咎めがあるかもしれないと思って職員室まで来たので、そうではなく学園の案内ということならお安い御用だ。

　薫子は女の子とふたりで職員室を出た。廊下を歩きながら薫子は自己紹介をする。

「えっと……あらためまして、木和田　薫子です」

「父の仕事の都合で、二年に編入してきた土屋　莉緒りおです。よろしくお願いします。それで……これ、ありがとうございました」

　莉緒が足を止めたので薫子もその場に立ち止まる。

　手渡されたのはハンカチと、それから水玉模様の小さな包みだ。中が透けて見えているので、クッキーだとわかる。

「わあ、ありがとう。お菓子まで」

「いえ。手作りなのでたいしたものじゃないですけど」

「そんな、たいしたものだよ。私、甘いもの大好きなの」

　薫子がふたたび「ありがとう」と付け足すと、莉緒はどこか安心したように顔をほころばせた。

「薫子さんが虹乃原学園の制服を着ていたから、また絶対に会えるって思ったんです」

　――それならそうと言ってくれたらよかったのに。

　薫子の心の言葉に答えるように莉緒が言う。

「どうして絶対にまた会えるのか、先に言っちゃったら面白くないかなって思って黙ってました。すみません」

　莉緒はまるでいたずらっ子のように笑っている。そんな笑みを見てしまったら責める気にはならない。

　なにより、先ほどからクッキーの甘い匂いが食欲をそそるように漂ってきているせいか「まあいいか」と思えた。

「それじゃあ一階から順番に案内するね。昇降口はもうわかるよね。二年生の教室は二階だよ」

　廊下を突き当りまで歩き、階段を上って二階に到着する。

「ここがトイレと階段ね。端から順に一組、二組、三組……って並んでるよ。三階が三年生の教室。組の並び順は二階も三階も一緒」

「なるほど。私は二年一組なんですけど、薫子さんは？」

「三年一組」と答えると、莉緒は嬉しそうに笑った。

「階段を上ったらすぐ薫子さんがいる教室に行けるんですね。嬉しい」

「う、うん」

　莉緒は人懐っこい性格のようだ。

　ふたりは渡り廊下を通って北棟へ行く。

「北側の棟には理科室とか家庭科室とかがあるよ。ほかには文化系の部室かな。運動部はグラウンドのそばに部室がある」

「文化系の部室ですか。この学校で部活はどんなのがあるんですか？」

「ほかの学校とそう変わらないと思うよ。美術部とか茶道部とか」

「ちなみに薫子さんは何部ですか？」

「百合文芸部」と薫子が即答すると、莉緒は驚いたような顔になった。

「私、百合文芸部に入ります」と莉緒が口早に言うので、今度は薫子のほうが面食らう。

「えっ？　待って待って、まずは見学してからのほうが」

　どういう活動内容か知った上で入部を決めるべきだと思った。

　部長としては部員は多いに越したことはないが、莉緒があとから「思っていたのと違った」となっては困る。

　もっとも、虹乃原学園の部活動においては最低部員数というようなものはなく、活動計画と記録を提出すれば部として成立する。

「でも私、絶対に入ります」

「それは……部長としては嬉しいけど」

「薫子さんが部長なんですか？　じゃあなおさらです」

「ええと、うん……わかった。でもひとまずは体験入部ってことで。放課後、部室に来てくれる？　場所はいまから案内するね」

　莉緒を百合文芸部の部室に案内したあとは、二年生の教室へと送っていってから別れた。

　その日の放課後、莉緒はいちばんに百合文芸部の部室に来ていた。

「ごめんね、お待たせ」

「いえ、いま来たところなので」

　鍵を開けて中へ入る。

「百合文芸部の活動を簡単に紹介させてもらってもいいかな。……と、その前に」

　薫子はわざとらしく「コホン」と咳払いする。

「そもそも『百合』って、なんのことかわかる？」

「はい。女の子同士の恋愛でしょ？」

「そ、そう」

　――ちゃんとわかってて、入部を希望したのね。

　莉緒がなにもわかっておらず――そんな部活動だなんて思わなかった、絶対に入りませんと――言われたらどうしようと一瞬思ってしまったので、安心した。

「それじゃあ改めて、百合文芸部について紹介するね。毎日の活動としては、百合文芸書を読んでその感想をこのノートパソコンからブログにアップすること」

　学校から貸与されているノートパソコンを指し示すと、莉緒は「ふむふむ」という具合に頷いた。

「ブログの投稿は当番制。ほかにもＳＮＳで呟つぶやいたりとか」

「なるほど。本を読むだけじゃなくて情報発信もしてるわけですね」

「そうだね。それから百合文芸部にとって年間でいちばん大きな行事は学園祭かな。夏休み明けの学園祭では小冊子を作って配るの。それは部員みんなに寄稿してもらうことになってる」

「百合小説を書くってことですか？」

「うん。……といっても、みんなで作るものだからひとりひとりの文量はそんなに多くないよ。ええと、作文は平気？」

「わりと好きなほうです」

「じゃあ大丈夫だね」

　そこへ千紗がやってくる。莉緒を見ると、一瞬だけ怪訝けげんな顔をした。

「こんにちは。……見学の子？」

「見学というか、体験入部することになった土屋　莉緒さん。今日、この学校に編入してきたばっかりなの」

　説明すると、千紗は「副部長の滝浦です」と名乗った。

「編入初日から百合文芸部に体験入部……なんて、珍しいわね。薫子とは知り合い？」

「えっと……」

　薫子が言いよどんでいると、莉緒が「そうです」ときっぱり肯定こうていした。

　――まあたしかに、河川敷の土手で会ってるわけだし。知り合いといえばそうかな。

　千紗は「ふうん」と言い、莉緒を見つめる。

「遅くなりましたーっ」

　例のごとく遅れてやってきた亜衣奈が、莉緒を見て「あれ、新入部員さんですか？」と尋ねた。それには千紗が「まだ体験入部よ」と答える。

「二年生に編入した土屋　莉緒さん」と、薫子は千紗に言ったのと同じように莉緒を紹介した。

「そうなんですか」

　亜衣奈は莉緒のほうを向いてほほえむ。

「大森　亜衣奈、二年二組です。莉緒ちゃんは何組？」

「一組だよ」

「じゃあ隣のクラスだね。よろしくね」

　莉緒は「こちらこそ、よろしく」と返したあとで薫子のほうに向き直る。

「ところで薫子さん、ライムの連絡先を教えてください」

　ロッカーの中に鞄を掛けようとしていた千紗が莉緒のほうを振り返って、眉間に小さな皺しわを寄せた。そのようすを亜衣奈がじいっと見つめる。

　いっぽう薫子は制服のポケットを探ってスマートフォンを手に取った。

「うん、いいよ。ええと、じゃあいったん私と土屋さんが『友だち』になって、そこから百合文芸部のグループに招待しよっか」

「ありがとうございます。あの……薫子さん。私のこと、莉緒って呼んもらえませんか？」

　莉緒にずいっと迫られた薫子はきょとんとする。

「う、うん。莉緒……ちゃん？」

　とたんに莉緒は満面の笑みになった。その傍らで千紗は眉根を寄せて唇を尖らせる。そんな千紗を、亜衣奈は横目で見ていた。




　三年連続図書委員の薫子は三組の千紗と廊下で待ち合わせて図書室へ向かっていた。

「ねえ、土屋さんとはどういう知り合い？　昔からの友達って感じじゃないわよね」

「そうだね。知り合いっていっても、ほんとについ最近出会ったの」

　どういう出会い方をしたのかは、千紗に話すのはためらわれたので言葉を濁す。

　――だって、倒れてると勘違いして声を掛けた、なんて……ちょっと恥ずかしい。

　おせっかいも甚はなはだしいと思われるかもしれないので黙っておこう。ところが千紗は追及してくる。

「出会ったって、どんなふうに？」

「えっ、えぇ、ええと……」

　しどろもどろになっている薫子を見て、千紗は目を細めて訝いぶかしむ。

「あ、ほら。もう図書室に着いたよ。委員会が始まっちゃう」

　これ幸いとばかりに薫子はそそくさと図書室へ入る。そこで莉緒の姿を見つけた。

「莉緒ちゃん、図書委員会に入ったんだね」

「はい。図書委員には薫子さんがいるかなっと思って。アタリでした」

　莉緒は屈託のない笑みを浮かべている。

　図書委員会の開始時刻間近になると、亜衣奈がやってきた。

「あれっ、百合文芸部員が勢ぞろいですね」

　四人で図書室のテーブルを囲めば、部室にいるのと変わらない構図になった。

　司書の先生がカウンターから「それでは委員会を始めます」と、開始宣言をする。

　通常、委員会の進行は委員長が担うが、今年度最初の委員会のためまだ委員長が決まっていない。

　司書の先生の進行のもと、三年生の中から委員長を選出することになった。先生が候補者を募るが、皆は視線を泳がせるばかりだ。

「あの、私でよければ」

　薫子が手を挙げる。慣例的に、百合文芸部の部長が図書委員長を兼任することが多い。薫子が一年生のときからずっとそうだった。

　だがそういった理由だけでなく、図書委員の仕事が好きだということもあり薫子は委員長に立候補した。

「ほかに立候補者はいませんか」と司書の先生が皆に声をかける。手を挙げる人はいなかった。

「では拍手をもって承認を」と先生が言うと、すぐに全員がパチパチと拍手をする。そうして薫子は図書委員長に就任した。

　そこからの司会進行は薫子が担い、副委員長や書記などほかのメンバーを決めていった。

　副委員長には千紗が買って出てくれる。書記は亜衣奈とそれから莉緒が引き受けてくれた。結局のところ百合文芸部の全員で図書委員会の運営も行うことになる。

　次の委員会までに年間計画を立てなければならないが、役員が百合文芸部で構成されているので部活動中にできる。これほど都合のよいことはないと薫子は思った。

　委員会は、図書室のカウンターに座る委員――図書の管理をする――のローテーションを決めて解散となった。

　次の日。薫子は放課後、図書室のカウンターに莉緒と一緒に入る。学生に本を貸し出したり返却の確認をしたりする仕事だ。

　薫子は莉緒の強い希望でカウンター業務のペアになった。

　莉緒は二年生だが、前の学校では放送委員をしており、図書委員は未経験だそうだ。薫子は図書室での仕事を丁寧に教えた。

「薫子さんってほんと優しくて親切ですよね」

　莉緒が顔を覗のぞき込んでくる。河川敷でのことも含めてそう言っているのだろう。

「おせっかいとも言うけどね」と薫子が謙遜けんそんすると、莉緒はすぐに「そんなことないです」と言葉を返した。

「もっといろいろ教えてください、薫子さん」

　じいっと見つめられたせいか、ドクンと胸が鳴る。

「一から十まで教えてもらうのでは、土屋さん自身が成長できないと思うけど」

　いつの間にそこにいたのか、千紗が割って入ってきた。千紗はいつになく仏頂面だ。

　――千紗ったら、どうしたんだろ。そういうこと、普段は言わないのに……。

　たまたま機嫌が悪かったのだろうか。

「そ、そうだね。ええと……莉緒ちゃんの積極性が失われないように、教えるよ」

　薫子は苦笑いして千紗の顔色を窺う。

「べつに薫子のことを責めてるわけじゃ……」

　千紗は眉根を寄せると、それ以上はなにも言わずに踵を返して図書室を出ていった。




　薫子は早足で百合文芸部へ向かう。

　今日は部室へ行くのが遅くなるとあらかじめわかっていた――次の図書委員会で使う資料を司書の先生に見せなければならなかった――ので、鍵は千紗に預けていた。

　部室には千紗がひとりでいた。莉緒と亜衣奈はまだ来ていない。莉緒は掃除当番かなにかかもしれない。亜衣奈は、いつも遅れてくるのであまり気にしていない。

「ねえ、薫子。知ってる？」

　もったいぶったようすで千紗が問いかけてくる。

「なにを？」

「土屋さんのこと。前の学校で問題を起こしたから編入してきたらしいの」

「え……でも、お父さんの仕事の都合で……って言ってたよ」

「それは建前じゃない？」

「うーん、けど……問題って具体的にどんな？」

「そこまでは知らない」

　直後、部室の扉が開いて莉緒が入ってくる。

　――もしかしていまの話、聞かれた？

　莉緒は「お疲れ様です」と言い、鞄をロッカーにしまっている。ふだんどおりに見えるが、タイミングからして聞かれていてもおかしくない。

　薫子はもやもやとした気持ちを抱えたまま部活動を終え、校門を出た。

　千紗と亜衣奈は反対方向なのですぐに別れた。莉緒の家はというと、薫子の家の近所だった。莉緒の父親の会社が借り上げているマンションだそうだ。

「滝浦先輩が言ってた話ですけど」

　道路端を歩いていた莉緒が唐突に話を切りだす。

　――や、やっぱり聞かれてたんだ。

　莉緒にとって気持ちのよい話ではない。薫子はすぐに謝罪する。

「ごめんね、莉緒ちゃんのいないところでうわさ話なんかして」

「いえ、それはいいんです。ほんとのことなので」

　思わず立ち止まる。

「そ、そうなの？」

「はい。弁論大会で女性同士の恋愛について熱く語ったら学校で浮きまくっちゃって。前の学校では寮に入ってたんですけど、ちょうど父が転勤することになったので学校も変えたほうがいいだろうって両親が」

「そっか……」

　薫子はふたたび歩きだしたものの、すぐにまた足を止めた。いてもたってもいられなくなり、莉緒のほうに向き直って両手を掴つかむ。

「百合文芸部で熱く語っていいからね！」

　弁論大会とは自由な発言の場だ。虹乃原学園には以前から百合文芸部があり、周囲にもそれが受け入れられてきたので、この学園でなら女性同士の恋愛を語ってもそう浮くことはないだろう。

　――まったく偏見がないかっていえば、たぶんそうじゃないけど……。少なくとも私の周りの人たちはみんな優しい。

　充分に理解があるとは言い難がたいが、許容してくれている節がある。

　――けどそれはきっと、世間一般の感覚とはズレてる。

　他所よその学校となればたしかに、風当たりが強くてもおかしくない。

　莉緒の心労を慮おもんぱかり、薫子は握る手に力を込めた。

　いっぽう莉緒は薫子が急に手を握ったことに驚いたらしく、しばらくぽかんとしていた。

「はぁ……好き」

　莉緒が何事かぼそりと言った。あまりに小さな声だったので聞き取れなかった。

「いまなんて？」

「なんでもないです。ねぇ、薫子さんは女の子が恋愛対象ってことでいいんですよね？」

「えっ？」

　一方的に掴んでいたはずの両手が、気がつけば指を絡め合わせる状態になっていた。

「え、ええっと……」

「だって百合が好きなんですよね？」

「それは、そうなんだけど……」

　女性同士の恋愛を描いた物語が好きなのには違いないが、いままで現実の女の子を好きになったことはないのでよくわからない。薫子はそのことを正直に莉緒に話した。

　莉緒は薫子と両手を繋ぎ合わせたまま考え込む。そうしてなにか答えが出たように「じゃあ」と切りだした。

「私と本物の恋愛をしましょう」

　答えを迫るように見上げられたものの、すぐには言葉を返せずきょとんとする。

「………………えっ？」

「私、甘いものが好きなんです」

　――待って待って、なんの話？

「薫子さんって、甘くておいしそう」

　そう言うなり莉緒は目を細くして舌なめずりをした。なにか、よくわからない感情が背筋を刺激する。

「わっ、私は甘くないよ」

「まぁたしかに厳しい面もあるかも。図書委員長だし？　百合文芸部の部長だし」

「あの、そういうことじゃなくて」

「でも……頑なな薫子さんが喘いでるとこ想像すると、ゾクゾクします」

「あ、あえっ、ぁっ……!?」

　ふだんは聞きなれない、まして口にも出したことのないような言葉を莉緒が平然と言うので、薫子はひどく慌てた。

　莉緒はさも面白いものを見るように、にんまりと口の端を上げている。

　混乱しすぎていたせいか思わず叫ぶ。

「あっ、喘ぎません！」

「どうでしょうか。いまだってほら、真っ赤になっちゃって」

「～～～～っ！」

　顔が赤くなっている自覚はあった。長風呂をしすぎてのぼせたときのように頬が熱い。

「ねぇ……私とお試しエッチしてみません？」

　無邪気な顔で莉緒がそんなことを言うので眩暈めまいがしてくる。言葉に詰まり、ふるふると首を左右に振るだけになる。

「あと私、匂いフェチなんです」

　聞いてもいないのに暴露され、返す言葉に詰まる。

「薫子さんって、すっごくいい匂いがするんですよね……私好みの」

　莉緒は薫子の首筋に鼻を近づけて「すんすん」と匂いを嗅ぐ。薫子はとたんに震え上がった。

　匂いを嗅がれて、嫌だと思ったわけではない。ただ、経験したことのない感覚に見舞われて戸惑う。

「ボディソープはミナヅキミルクを使ってるよ!?」

　後ずさりながらボディソープのメーカーを口にして離れようとするも、莉緒は手を放してくれない。

「たぶんボディソープの香りじゃないです。薫子さん自身の、匂いが……好きです」

「そっ、なっ……ええっ？」

「ゆっくりでいいから、私との仲を深めてくれませんか？」

　――仲を深める、って……友達以上になるってこと!?

　出会って日が浅いのだ。友人としてだって、莉緒のことをまだよく知らない。

　――けど、「まずは友達から」なんて言ったら……。

　それよりもさらに進展する可能性を示しているようで、気が引けた。

「ええと、仲良くは……なりたいと、思ってるよ」

　薫子が言葉を濁すと、莉緒はいささか不満そうに唇を尖らせながらも「ありがとうございます」と言った。




　放課後になり、百合文芸部の部室へ行く。茶は当番制で淹れており、今日は莉緒の担当だった。

「あの、これ。よかったら紅茶と一緒にどうぞ」

　莉緒は紅茶が入ったティーカップを四人分並べたあと、皿の上にクッキーを置いた。

「わぁ！　ありがとう、莉緒ちゃん」

　薫子はさっそくクッキーをつまむ。亜衣奈も同じで、嬉しそうにクッキーを手に取った。ところが千紗だけは眉間に皺を寄せている。

「せっかく作ってきてくれたものだからいただくけど、当番だからってこんなふうに気を遣わなくてもいいのよ？　それにあなたがこういうことをしたら、他の人も気を遣うじゃない。当番のときにはなにか持ってきたほうがいいのかなって思っちゃうでしょ。そうならないように、部では皆でお金を出し合ってお菓子を買っているのに」

　いやに棘とげのある言い方だ。薫子はおろおろするばかりでなにも発言できない。

「そうですね、申し訳ございません。でも今回はご挨拶もかねて、です。体験入部が終わって正式に部に所属することになった新人ですので」

　莉緒は貼りつけたような笑みになって千紗を見つめた。

　いっぽう千紗は、相変わらず不機嫌そうな顔で莉緒から視線を逸らし、クッキーを掴むと無言でかじった。

　部活終了後、校門を出てからのこと。

「ちょっと河川敷を歩きませんか」と莉緒に提案される。

「うん、いいよ」

　ふたりで土手を下り、河川敷を歩く。

　川面かわもに射す夕陽が美しい。二人でたわいのない話をしながらしばらく歩き、橋の下に来たときだった。

「はい、薫子さん」

　かわいらしくラッピングされた袋を目の前に差しだされる。

「え、なあに？」

「カップケーキです。薫子さんのためだけに、想いを込めて作ったんですよ」

　どこか挑発的に見つめられ、たじろぐ。

「ひときわいい匂いがするでしょ？　食べてみてもらえません？」

　包みを開けると、焼き菓子のよい香りが漂ってきた。食欲を刺激される。

「ありがとう。それじゃ遠慮なく、いただきます」

　スクールバッグを叢くさむらの上に置いてその場に体操座りをして食べる。莉緒はというと、薫子のすぐそばに腰を下ろした。

　甘く、ほどよくしっとりとしたカップケーキだ。店で売られているものとなんら遜色そんしょくない。

「すっごく美味しい！　莉緒ちゃんてほんとお菓子作りが上手だね」

　薫子は満面の笑みになってどんどん食べ進め、あっという間に完食した。莉緒はそのあいだずっとにこにことしてこちらを見ていた。

「……それ、媚薬びやく入りだったんですよ」

　そして笑顔のままそんなことを言うので、薫子は口元を拭いながら「えっ？」と声を上げる。

「び、びやくって……」

　莉緒の言葉をたどたどしくおうむ返ししながら、その意味を熟考する。

　媚薬とは、性的興奮を引き起こすもの。以前、読んだ本にこの単語が出てきたので辞書で調べたことがあった。辞書の一文が頭に浮かび、薫子は赤面する。

「ま、まさかそんな……」

「ほら、エッチな気分になってきません？」

　莉緒はおもむろに自身のセーラー服の裾を捲めくって下着を見せつけてくる。

　ブラジャーのカップ部分は淡いピンク色で、その下には白いフリルレースがあしらわれたものだ。なんともかわいらしい。

　――って、そんなこと考えてる場合じゃない！

「なななっ、なにやってるのこんなところで！　だれかに見られたら……っ」

「べつにいいですよ」

　きょろきょろとあたりを見まわす。幸いどこにも人の姿はなかった。莉緒もそれがわかっていてこんなことをしているのかもしれないが、いつだれがやってくるともわからない。

　薫子は「よくないよっ」と声を荒らげる。

「心配してくれてるんですか？　薫子さんってやっぱり優しい」

　莉緒は笑みを深めて詰め寄ってくる。

「じゃあ、こうやってぴったりくっついて……薫子さんが私を隠してくれればいいと思います」

　両肩をがしりと掴まれ、身動きが取れなくなる。セーラー服の上から胸を押しつけられた。

「薫子さんのおっぱい、大きいから……私のちっちゃい胸にもグイグイ当たる。きもちぃ。……ねぇ、乳首どこですか？」

　感じ入ったようすで肩を揺する莉緒を、薫子は見ていることしかできない。

「このへん？　はぁ……薫子さんの匂い、何度嗅いでもやっぱりいい。ずっとだって嗅いでいたいくらい」

　耳の下のあたりに莉緒の鼻がある。大きく息を吸い込んでいる。

　――うぅ、すっごく恥ずかしい！

　匂いを嗅がれるだけでもそうだというのに、肌が触れ合いそうなほど莉緒の顔がすぐそばにあるのがいたたまれなかった。

　いままで、だれかとこれほど密着したことなんてない。胸はドクドクと高鳴り、冷や汗まで出てきた。

「……媚薬、効いてきました？」

「ひぇっ!?」

　そうなのだろうか。いや、そもそもなにを混ぜてそんなものを作ったのだろう。

　――媚薬なんて……ふつう売ってないよね？

　仮に売られていたとして、高額なのではないか。

　次から次に疑問が湧いてくる。

　薫子はますます混乱した。いまなにを第一に考えるべきなのか、まったくわからなくなってくる。

　河川敷にいると春の緑が目に美しい。新しいことに挑戦するにはうってつけの季節だと実感する。しかしこれは、いくらなんでも挑みすぎだ。

　屋外で後輩と胸同士を突き合わせるなんて、あってはならないことだ。

「りっ、莉緒ちゃん。もう、だめ。こんなところで……っ」

「こんなところじゃなかったら、いいんですか？　じゃあ私の家に来ます？」

「そ、そういう問題じゃない」

　ああ、体がおかしい。どこもかしこも熱い。

　――本当に媚薬の効果なの!?

「とにっ、とにかく、こういうのってほんとに……まずいよ。公然なんとか罪になっちゃう！」

　すると莉緒は「ぷっ」と吹きだした。

「薫子さん、なんとか罪ってなんですか？」

「それは、ええと、ええとっ……」

　よく考えればわかるはずなのに、混乱しているせいで思考が上手く働かない。

「でも……わかりました。そうですね、なんとか罪で捕まりたくないし」

　ようやくセーラー服の裾を引き下ろした莉緒を見て、胸を撫で下ろす。

「でも……薫子さん。次はおうちの中でしましょう？」

「なに、言ってるの。今後もそんな……こんなこと、しませんっ」

「ふふ、真っ赤ですね」

　莉緒は面白そうににやにやと笑っている。これではいったいどちらが年上なのかわからない。出会ったときからそうだったが、莉緒は本当にマイペースだ。

　薫子は大げさに「コホンッ」と咳払いをして立ち、土手を上る。

　莉緒が住んでいるマンションに着く。

「ここって、十年くらい前にも住んでたマンションなんです。まあそのとき私は小さかったんで、まったく覚えてないんですけどね。でも薫子さんのお家の近所でラッキーでした。いつでも遊びにきてくださいね。もちろん私も、遊びにいきたいです」

　その言葉のあとすぐ莉緒はずいっと身を乗りだした。

「家の中でだったら、いろいろできますよね？」

「～～っ!!」

　夏の陽光を直接当てたように頬が熱くなる。

「家の中でだって、いろいろなんてしません！」と声高こわだかに宣言し、薫子は「また明日！」と言い捨てて家へと走った。
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        第二章　バトル


　土屋　莉緒は鼻歌を歌いながら卵白を泡立て、メレンゲを作っていた。今日はシフォンケーキを作っている。菓子は作るのも食べるのも好きだ。

　菓子を作るときはさまざまな甘い匂いがするからいい。たまらない。そうして思い浮かべたのは薫子だ。

　薫子があまりにも美味しそうにカップケーキを食べてくれるので、つい箍たがが外れて、降って湧いた欲を抑えきれずに暴走してしまった。

　拒絶されたらどうしようと、少しも思わなかったわけではない。

　――でも、そんなに『嫌』って感じじゃ……なかったよね。

　薫子は戸惑ってはいたが、嫌悪感は抱いだかれなかったように思う。勘違いでなければの話だが。

　莉緒はシフォンケーキの生地を型に入れるとオーブンへ運んだ。

　焼いているあいだに器具の片付けをする。両親は土日も出勤していることが多いため、たいてい家でひとりだ。

　歳の離れた姉はすでに自立していて一人暮らしをしているが、実家へはふらりと帰ってくることもある。

　莉緒はシフォンケーキが焼き上がるのを待ちながら薫子と出会った日のことを思い起こす。

　あのときは河川敷で土の匂いを嗅きながらまどろんでいた。すると、焦燥感のある声音で「大丈夫ですか!?」と声をかけられた。

　いったい何事だろうと思って寝返りを打てば、そこには黒い真っすぐな髪の女の子がいて、こちらを覗き込んでいた。

　――大丈夫……って、私がってこと？

　初めこそ心配そうに眉根を寄せていた彼女だったが、何事もないのだとわかったらしく、みるみるうちに頬を赤く染めて俯うつむき加減になった。

　そのあとで莉緒は「大丈夫」と答えた。

　――真っ赤になっちゃって、かわいい。

　それが、薫子に対する第一印象。

　――私だったら、土手で寝てる女の子に声なんてかけない。まして「大丈夫ですか」だなんて……薫子さんはお人よしだ。

　ハンカチだって絶対に貸さないし、もし貸したとしても「洗って返す」なんて言う人のことは信用しない。その場で絶対に取り返そうとする。

　薫子には、出会った瞬間からきっと惹かれていた。彼女のすべてに興味をそそられる。

　――でも、どうしてだろ……薫子さんって、なんか懐かしい感じがするんだよね。

　もうずっと前から知っているような気がするのだ。彼女がお人よしすぎて親しみやすいので、そう感じるのかもしれない。

　――媚薬なんて盛ってないのに、真っ赤になって慌ててたっけ……。

　思いだして「ふふっ」と笑う。年上をからかってはいけないとわかっていながらも、薫子がかわいらしく反応してくれるので、つい調子に乗ってしまった。

　――転校することになってちょっと不安だったけど……よかった。

　薫子と出会えたおかげで楽しい学校生活になりそうだ。むしろ、転校したことで彼女と出会えた。運命すら感じる。

　莉緒はオーブンの中を覗き込み、焼き具合を確認した。

　――うん、順調。

　これからじっくりと薫子との仲を深めていきたい。

　いまは一方的だが、いつか想いを返してもらえたら嬉しい。そのためにはなにをすればよいだろう。

　――あんまりごりごり迫っても引かれちゃいそうだし……かといって私が引きすぎても進展しないし。

　だれかを好きになったのは初めてなので、やり方がよくわからない。

　――恋ってどうやって進展させればいいの？

　焼き上がったシフォンケーキの粗熱が取れるのを待ちながら、莉緒は「う～ん」と唸うなった。




　翌朝、莉緒は早くからマンション前で薫子を待った。「一緒に登校しよう」と約束したわけではない。薫子がいつも何時に家を出ているのかも、聞いていないのでわからない。

　朝はだれだって忙しい。待ち合わせの約束を取りつけるのでは薫子の負担になるのではと思い、連絡はしなかった。

　――でも薫子さんと一緒に登校したい。

　それは自分のわがまま。かれこれ三十分はここでこうして薫子を待っているが、苦にはならない。

　――でも、こうして薫子さんが来るのを張り込んでるのって……ちょっとストーカーっぽい？

　薫子の家のあるほうから彼女が歩いてくるのが小さく見えた。

　莉緒はいったんマンションのエントランスへと引っ込んで、薫子が前を通りかかるのを見計らって外へ出た。

　――うん、私……やっぱりストーカーかも。

　自覚しても、薫子のことが好きすぎて自分を止められない。

　一緒に行くことを嫌がられたら無理強いはするまい……と、心の中でこっそり決意して莉緒は挨拶をする。

「薫子さん、おはようございます」

「あれ、莉緒ちゃん。偶然だね。おはよう」

「あの……よかったら一緒に行きませんか？」

「うん。莉緒ちゃんもいつもこの時間に家を出てるの？」

「はい」と、莉緒は白々しく答える。

「私もなの。課外がある日はもっと早いけど」

「三年生の課外っていつあってるんですか？」

「水曜から金曜までだよ」

「そうなんですか。じゃあ月曜と火曜は……一緒に行ってもらえませんか？」

「いいよ」

　莉緒は心の中で「やった！」と叫ぶ。ごく自然に、一緒に登校する約束を取りつけることができた。いや、作為的ではあるが。

　ともあれ登下校中は、ふたりきりで過ごせる貴重な時間だ。大切にしたい。

　――だって部室では滝浦先輩がべったりだし。

　千紗は、薫子に対して自分と同じ感情を抱いているのではないかと思うのだ。そうでなければあれほど敵視されないはずだ。

　――滝浦先輩には単純に嫌われてるだけかもしれないけど……。ううん、滝浦先輩は絶対、薫子さんのことが好き。

　薫子はどこをとっても魅力的だから気持ちはよくわかる。同性であっても惹かれるのは無理もない。

　――でもだからって……滝浦先輩が年上だからって、遠慮なんてしない。

　薫子は女性同士で恋愛したことがないと言っていた。すなわち恋人はいないということ。

　――それに滝浦先輩だって、私が薫子さんを好きだってわかってて嫌味言ってくるんだろうし。

　いわばこれは、薫子を巡る千紗との戦争バトルなのだ。




　一日の授業が終わり百合文芸部へ行くと、薫子がブログの投稿の仕方を丁寧に教えてくれた。

　――薫子さんってほんと真面目。私みたいな変わり者にもこんなに親身になってくれて。

　だがそんな彼女の乱れた姿を見てみたいと渇望している自分がいる。

　いままで、ほかのだれかにこんな感情を抱いたことはなかった。自分でも不思議だが、薫子には強烈に惹かれる。

　その翌日は図書室のカウンター業務だった。

　図書委員になるのは初めてで、よくわからないからという理由で薫子とペアを組ませてもらっているのだが、毎回といっていいほど千紗が図書室にやってくる。

　千紗は学習机で勉強しながらも薫子のようすをちらりちらりと盗み見ている。いっぽう薫子は、見られていることにまったく気がついていないようすだ。

　――薫子さんって鈍感。

　それがまたよいのには違いないが、あまりにもそうなので心配になってくる。

「来月には体育祭だね。莉緒ちゃん、運動は得意？」

「苦手ではないです」

「イメージだけど、走るの速そう」

「どうですかね」と言葉を濁しながらも、百メートル走のタイムはいつも上位だからきっと『速い』ほうだ。

「薫子さんは？　走るのとかって好きですか？」

「う……」

　薫子はとたんに困り顔になる。

「好きでは、ないかな……」

　運動は苦手のようだ。

　――見たいな、薫子さんが走ってるとこ。

　大きな胸を揺らしながら走るところを見てみたい。いや、この目に焼きつけたい。

「体育祭、すごく楽しみになってきました」

「えっ、急にどうしたの？」

　正直に「薫子さんがおっぱいを揺らしながら走っているところが見たいから」と言うべきか迷う。

　――でも薫子さんは走るの苦手そうだし、そんなこと言ったらさすがに気分悪くなるよね。

「薫子さんと一緒のイベントはなんだって楽しみになるんです」

「そ、そう？」

　薫子は困惑顔だったが、どことなく嬉しそうだった。




　放課後、待ちに待った部活動の時間。百合文芸部の部室へ行くと、ノートパソコンの前で薫子と千紗が険しい表情で何事か話し合っていた。

「どうかしたんですか？」

「あ、莉緒ちゃん。それが……これ」

　薫子がノートパソコンを指さすので画面を覗き込めば、そこには百合文芸部のブログ記事があった。

　――滝浦先輩が書いた記事だ。

「コメント欄のところよ」と千紗が言う。莉緒はマウスのホイールをころころと動かしてブログ記事の下部に目を通した。

「え……なにこれ、ひどい」

　記事に対して辛辣しんらつな言葉が綴つづられていた。それも、千紗が書いた記事ばかりだ。匿名で書かれている上に、コメント欄へはログインせずとも書き込みができるので個人を特定できない。

「こんなこといままでなかったのに……。そう、土屋さんが入部してくるまでは」

　千紗から、じとりと冷ややかな視線を向けられる。

　――もしかして疑われてる？

「ブログのコメントは書き込みができないようにクローズしよう」

　薫子が提案したが、千紗はふるふると首を横に振った。

「もう少しようすを見てもいいんじゃない？　いまのところ荒れてるのは私の記事だけだし。私に個人的な恨みがあるだれかの仕業かもしれないわ」

　またもじっと見つめられた。

「私じゃありません」

　きっぱりと言うと、千紗は眉根を寄せた。いっぽう薫子は、もともと大きな目をさらに見開いて「莉緒ちゃんだなんてだれも思ってないよ！」と擁護ようごしてくれた。

　学校を出て自宅マンションに戻ったあと、莉緒はスマートフォンで百合文芸部のブログを開いた。日付を遡さかのぼって、匿名のコメントを細かくチェックしていく。

「ん……？」

　莉緒はスマートフォンの画面をスライドさせるのをやめて顔を顰しかめる。

『本を読んでクッキーを食べておしゃべりしているだけの部』というコメントにひどく違和感を覚えた。

　――この日って、私がお茶当番で……クッキーを焼いていった日だ。

　あとからわかったことだが、百合文芸部ではめったにクッキーを食べない。皆でお金を出し合って買う菓子というのは、煎餅せんべいとチョコレートと決まっているのだ。

　そのことだって百合文芸部員以外は知っているかどうかわからない。それなのに、このコメントでは「クッキーを食べて」と具体的に書かれている。

　――そういえばあのとき「手作りクッキーなんて」って滝浦先輩が突っかかってきたっけ。

　導きだされた答えはひとつ。千紗のコメント欄が荒らされているのは、彼女の自作自演ではないか。

　――って、薫子さんなら絶対こんな考え方しないだろうけど。

　しかし自分は薫子ほど清らかな質たちではない。

　翌日の昼休み、莉緒は三年生の教室へ行き千紗を廊下の端に呼びだした。

「あのブログコメントですけど。滝浦先輩が自分で書き込んだんじゃないですか？」

　まわりくどい言い方はせず直球で尋ねる。すると千紗は瞬時に顔を強張こわばらせた。疑われて憤っているというよりも「なぜわかったのだろう」と焦っているように見えた。

　莉緒はさらに畳み掛ける。

「なんでそんなことするんですか？」

　千紗はしばらく肯定も否定もせず黙り込んでいたが、やがて観念したように息をついた。

「……薫子のことが好きだからよ」

「好きならなおさら、そんなことやめるべきだと思います。そのコメント見て、薫子さんはきっと傷ついてます」

「土屋さんには関係ないでしょ！」

　そう言い捨てて走り去る千紗を、莉緒は追わなかった。

　放課後になり百合文芸部へ行く。千紗の姿はない。遅れて亜衣奈がやってくる。

「千紗だけどね、用事があってしばらく部には来られないって」

　薫子が皆に話すと、亜衣奈はあからさまに落胆したようすで「ええーっ」と不満の声を上げた。




　千紗が百合文芸部に顔を出さなくなってから数日。莉緒は自宅のマンションでふたたび部のブログを開いた。

　――コメントが全部、消えてる。

　部員のだれかが管理者権限で消したのか、あるいは千紗本人が自主的に削除したのか、どちらかだろう。

　翌週のはじめ、授業の後に廊下の掃除をしていると「土屋さん」と声をかけられた。

　顔を上げて、呼びかけてきた人を見る。一瞬、だれだかわからなかった。

「髪、ばっさり切ったんですね」

　トレードマークだった三つ編みおさげはそこにはない。肩につくかつかないくらいのセミロングヘアだ。

　千紗は莉緒の言うことには答えず口を開く。

「ちょっと、話があるんだけど」

「……わかりました」

　箒ほうきを持ったまま北階段まで移動する。千紗はまわりに人がいないのを確認して話しだす。

「自作自演は悪かったって……反省してる。薫子から連絡があったの。これからは私が皆を守るから、って……。あのコメント、薫子が消してくれたみたい。落ち着いたらまた部においでって……言ってたわ」

　千紗は苦々しい顔をしていた。自分のしたことで薫子の気を煩わずらわせてしまったことが辛いのかもしれない。

「もうまわりくどいのはやめる。秘めてばかりじゃ伝わらないから、薫子にちゃんとアピールしようって思ってる。言っておくけど、私と薫子のほうが土屋さんの何十倍も長い時間を過ごしてきたんだからね！」

　莉緒はきょとんとして千紗を凝視する。

　――すっかり元気になったみたい。

「だからなんだっていうんですか？　親密になるのに、時間なんて関係ないです」

　挑発的にほほえんでみせれば、千紗は唇を引きつらせて眉根を寄せながら「相変わらず生意気ね」と悪態をついた。




　今日は心待ちにしていた体育祭である。莉緒は二年生のテント内からずっと薫子の姿を追っていた。

　――次、薫子さんだ！

　学年別の徒競走で、ようやく薫子のばんがまわってきた。

　――すっごく真剣な顔。

　走るのは苦手だと薫子は言っていたが、それでも精いっぱいやろうとするところがじつに彼女らしい。

　走りだした薫子の姿はけなげで、それでいて非常に官能を刺激された。大きな胸が、ぶるんぶるんと四方に暴れまわっているのだ。

　――はあぁ……たまらない。

　あの揺れる乳房を掴んで揉みくちゃにしたい、などと変態的なことを考えてしまう。

　――私、こんなんじゃなかったのに。

　薫子のせいだ。彼女のことになるとどうも肉欲が先に立つ。

　雲ひとつない晴天の下、プログラムは順調に進み学年対抗の借り物競争が始まる。

　スタートラインに立つと、隣に千紗がいた。千紗もまた学年代表のひとりだったらしい。

　――ぜっっったい負けられない！

　莉緒はとたんにめらめらと闘志を燃やす。スタートの笛とともに全力で走りだし、地面に置かれた『お題カード』を取る。

　――私のお題は……『好きな人』か。

　傍らの千紗のお題カードをちらりと盗み見る。『大切な人』と書かれていた。千紗は、テントにいる薫子のほうへ視線を向けるものの、ためらうような素振りを見せた。そんな彼女を尻目に莉緒は薫子のもとへと一直線に駆けだす。

「薫子さんっ、一緒に来てください！」

「へっ!?　う、うん」

　薫子の手を取り、なかば強引に走りはじめる。薫子は遅れまいと一所懸命に走ってくれる。それがいじらしくて、愛しさが募る。

　薫子が頑張ってくれたのと、迷いなく彼女のもとへ駆けたのが功を奏したらしく、いちばんにゴールすることができた。いっぽう千紗はというと二着だった。母親を連れてきたようだった。

　グラウンドに体操座りをして借り物競走が終わるのを待つあいだ、莉緒は千紗に話しかける。

「滝浦先輩のお題ってなんだったんですか？」

　お題カードは盗み見たので知っていたが、訊きいてみた。

「……大切な人」

「そうなんですか。私は『好きな人』です。薫子さんが一緒に走ってくれてすごく嬉しかったです」

「……っ。ほんっとあなたって図太いわね！」

「ありがとうございます。よく言われます」

　笑顔を貼りつけてグラウンドから退場し、学年別のテントに戻る。椅子に座ってミネラルウォーターを飲んでいると、亜衣奈がやってきた。

「土屋さん、さっきはすごかったね、薫子先輩と一緒に一位で、すっごい目立ってたよ」

　これは褒め言葉と取ってよいだろう。莉緒は「ありがとう」と返す。

「ところでなんの借り物だったの？」

「好きな人、だよ」

　亜衣奈は驚いたように目を見開く。

「そ、そっか。それで薫子先輩と……。すごいね、土屋さん。私も自分に正直になりたい」

　そう言うなり亜衣奈は三年生のテントを見つめた。その視線の先にいるのは千紗だ。そういえば亜衣奈は部活動中もよく千紗を見ている。

「大森さんって滝浦先輩のことが好きなの？」

「……っ!!」

　亜衣奈の頬が瞬く間に朱を帯びる。そうかと思えばきょろきょろとあたりを見まわした。

「ちょ、ちょっと……こっち」

　亜衣奈に腕を引っ張られ、テントを離れて校舎のほうへ移動する。

「どうしてわかったの？　その……私が、千紗先輩を好きだって」

「それはまあ、見てれば」

「えっ、どうしよう！　それじゃあ千紗先輩にも気づかれてるかな!?」

「それはないと思う。滝浦先輩は薫子さんしか見てない」

「そ……そうだよね……」

　亜衣奈は落胆しきったようすでがくりと項垂うなだれた。明るい髪色のポニーテールが亜衣奈の頬に垂れる。

「薫子先輩が相手じゃ、私に勝ち目なんてないもん」

　亜衣奈はどうやら莉緒が薫子を好きなのだとすっかり忘れてしまっている。

「ちょっと待って。私は滝浦先輩と薫子さんの仲を応援するつもりなんて毛頭ないよ。むしろ薫子さんは絶対に渡さないって思ってる」

　薫子は自分のものではないのに「渡さない」とはずいぶん驕おごった考えだが、口だけでもそう言いたかった。もっとも、薫子のことは近いうちに本当に自分のものにするつもりでいる。

「ほんと、すごいね……土屋さん。積極的」

「まあね。あ……そうだ。私と薫子さんが付き合えるように応援してもらえないかな」

「応援って……具体的にどういうことをすればいいの？」

「大森さんが、もっと滝浦先輩にアプローチしてくれたらそれが私にとっては応援になる。大森さんも、滝浦先輩と仲良くなれて一石二鳥じゃない？」

「そっか……なるほど！」

　亜衣奈はどうも流されやすい性格のようだ。

　――でもラッキーだ。

　亜衣奈まで薫子のことを好きでなくてよかった。ライバルは少ないほうがいいに決まっている。

　亜衣奈には大いに頑張ってもらい、千紗の首根っこを捕まえていてほしい。

「一緒に頑張ろう、大森さん」

　莉緒が言うと、亜衣奈は両手にこぶしを作って「うんっ」と答えた。

　二年生のテントに戻る。薫子は綱引きに参加していた。彼女は紅組で敵なので、心の中で応援する。

　薫子はひたむきに綱を引っ張っている。その胸元はやはり大きく揺れている。

　――あぁ、眼福。

　あの大きな胸に顔を埋うずめて眠りたい。そんな願望がふつふつと湧いた。

　体育祭は紅組の勝利で幕が下りた。白組だった莉緒は負けてしまったわけだが、薫子の懸命な姿をたくさん見ることができたので満足だ。

　薫子と一緒に家路につく。あれほど晴れていたというのに、突然雨が降りだした。

「折り畳み傘あるよ。入って」

　薫子はスクールバッグから水玉模様の折り畳み傘を取りだす。これ幸いとばかりに「ありがとうございます」と言い、莉緒はそそくさと傘に入った。

　雨に濡れるのは別段どうということはないが、薫子と密着するまたとない機会だ。逃すわけにはいかない。莉緒は薫子にぴたりと寄り添う。

「傘は薫子さん側にさしてもらってて大丈夫ですよ」

　自分のせいで薫子の肩が濡れてしまうのは嫌だ。

「気にしないで？　少しくらい平気だから」

「私が平気じゃないです。薫子さんが濡れないように、もっとくっついていいですか？」

　返事を待たずに薫子の腕に抱きつく。

「えっ、あっ……う、うん。雨に濡れないように、ね」

　しばしの沈黙が訪れる。先に口を開いたのは薫子だ。

「ねえ……借り物競争のあと、校舎のところで亜衣奈ちゃんとなにか話してなかった？」

「はい、ちょっと」

「なにを話してたの？」

「……気になりますか？　もしかしてヤキモチ？」

「ちっ、違うよ、たぶん……」

「たぶん？」

「絶対、違う！」

「なんだ、残念です。妬いてくださっていいのに。……そうだ。明日、チーズケーキを焼こうと思ってるんですけど、私の家に食べにいらっしゃいませんか？」

「うん、行く」と、薫子は即答するので驚いてしまう。

　――あ、ぜんぜん警戒しないんだ。

　なにか性的なことを仕掛けられるのではと、気にならないのだろうか。

「チーズケーキ、すごく好きなの」

　そして「楽しみ～」と笑う薫子を見て、なるほどチーズケーキにつられたのかと納得する。

「……私も楽しみです」

　莉緒は薫子の顔を眺めながら笑みを深めた。




　明くる日――体育祭の代休日――莉緒は自宅のキッチンでチーズケーキを焼いたあと、マンションのエントランスで薫子を待った。

　薫子は約束していたよりも五分ほど早くやってきた。黒と白のチェック柄のワンピースで、丸い襟の中央にレースのリボンがついている。もともと清楚な雰囲気の薫子だ。よく似合っている。

「いらっしゃい、薫子さん。どうぞ、こっちです」

　エレベーターに乗り、部屋へと案内する。

「私……このマンションに来たことあるかも？　なんとなく見覚えがある」

　きょろきょろとあたりを見まわしながら薫子が呟いた。

　――このマンションって薫子さんの家から近いから、子どもの頃にだれかの家に遊びにきたことがあったとか？

　いったいだれの家に行っていたのだろう。幼少期の話とはいえ妬ける。

　――でも今日は私が薫子さんを独占するんだから！

　邪魔な千紗はいない。薫子と親密になるチャンスだ。

　――一緒に過ごした時間は、滝浦先輩のほうが長いのは仕方ない。

　先日、千紗に言われたことをじつはかなり気にしていた。流れた月日にはどうあがいたって勝てない。だから、少し焦っているのかもしれない。

「いま家にはだれもいないので、どうぞ気兼ねなく過ごしてくださいね」

「そうなの？　お邪魔します」

　ふたりは玄関から中へと入る。

　――はぁ……薫子さんが家うちにいる。

　それだけで嬉しくて、舞い上がってしまう。

　薫子にはダイニングの椅子に座ってもらい、チーズケーキを皿によそった。

「そうそう、アイスティーを作ってきたんだけど」

　薫子はハンドバッグからタンブラーを取りだす。

「わぁ、ありがとうございます！」

　タンブラーを受け取り、中のアイスティーをグラスに注ぐ。

　チーズケーキが載った皿とアイスティーが入ったグラスを並べてテーブルに置き、薫子と向かい合って座る。

「いただきます」とふたりともが手を合わせて食べはじめる。

　薫子はうきうきとしたようすでフォークを手に取ると、チーズケーキの端を丁寧に切って口へ運んだ。幸せそうに噛みしめたあとで「美味しい！」と叫び、頬に手を当てている。

「お口に合ってよかったです」

　莉緒はチーズケーキよりも先に、薫子が持ってきてくれたアイスティーを飲んだ。

「んん、冷たくて美味しい。最高です」

「それはよかった」と薫子は笑う。

　――ああ、幸せ。

　薫子が作ってきてくれたというだけで、いままで飲んだどんなアイスティーよりも特別だ。

　――薫子さんも、そういうふうに思ってくれてたら嬉しいけど……。

　手作りのチーズケーキを、同じ気持ちで食べてくれたら……と思う。いや、それはいくらなんでも高望みだ。

　――でもきっと薫子さんは私のこと、後輩としか思ってないよね。

　だがいまは、それでもいい。これからどんどん距離を詰めるつもりでいるので、問題ない。

　チーズケーキを食べ終わると、莉緒は薫子を自分の部屋へと誘った。

　ピンクと白を基調にした部屋を見まわした薫子が「かわいいお部屋だね」と言う。

「そうですか？　薫子さんのほうがかわいいですよ」

「……！　も、もう……莉緒ちゃんはすぐそういうこと言うんだから」

　照れたようすでカーペットの上に座る薫子の隣に座り、じいっと見つめる。

「かおるこさん、薫子さん、カオルコさ～ん」

「な、なに？」

「いや、いい名前だなぁと思って。薫子さんの名前を呼ぶと、こう……胸がきゅっと締めつけられるんですよね」

　薫子はとたんに赤くなる。やはりかわいい。

「ねえ、眼鏡してないとこも見たいです。ちょっと外してみてくれません？」

「や、やだ」

「そこをなんとか、お願いします。ね？」

「～～～～っ」

　しつこく迫った甲斐かいあって、薫子は眼鏡を外してみせてくれる。睫毛まつげは長く、瞳はきらきらとしていて大きい。頬は薔薇色に染まり、肌には輝かんばかりの艶つやがあった。

「薫子さんってほんと、美味しそうですよね……」

　いけない、つい本音が漏れてしまった。莉緒はコホンと咳払いをする。

「ところで薫子さんはどうして百合が好きなんですか？」

「うーん、それは……よくわからない。物心ついたときにはそうだったから」

　薫子はなにか言うのをためらっているような素振りだ。顎に手を当てて、ちらりちらりとこちらを見ている。

「どうされました？」

「あ、うん。えっと……そういう莉緒ちゃんは、どうなの？」

「私は……そうですね、姉の影響かなぁ」

「お姉さんがいるんだね」

「はい。だいぶ歳が離れてる姉がひとり。虹乃原学園の卒業生です」

「そうなんだ。似てる？　莉緒ちゃんと」

「どうでしょうか」

　――お姉ちゃんには、会わせたくないな。

　姉が薫子のことを気に入ったら困るし、その逆もまた然りだ。

　――なんたって私のお姉ちゃんだもん。薫子さんのこと、気に入るかもしれない。

　姉は家を出ているので、薫子が会うことはないだろうと思いながらも、そういう状況はなんとしても回避しなければと思う。

「お姉さんとは何歳くらい離れてるの？」

「十歳です」

　――これは話題を変えたほうがよさそうだ。

「あの、折り入ってご相談があるのですが」

「どうしたの？」

　薫子は身構えたようすで顔を強張らせる。

「薫子さんの胸に顔を埋めたいです」

「………………え？」

「埋めたいんです。私の顔を、薫子さんの胸に」

　先ほど言ったのとは順番を変えて、とにかく顔を埋めたいのだと訴えかける。

　――いきなりすぎたかな。

　姉の話から逸らすためとはいえ、あまりに唐突だった。つい願望が前面に出てしまった。

　莉緒は薫子に窺うような視線を送る。薫子は耳まで真っ赤になっている。

「だだっ、だめに決まってるでしょ！」

「どうしてですか？」

　心に秘めていた切なる願いを言葉にしてしまうと、そうしたいという思いがいっそう強くなる。莉緒は懸命に食い下がる。

「体育祭のときからもう……ずっと我慢してたんですよ」

「なっ、なに考えてたの、体育祭なのに！」

「薫子さんのことしか考えてません。いつだってそうですよ。私はいつも薫子さんのことだけ考えてます」

　座ったまま、じりじりと薫子に詰め寄る。

「どうしたら、もっと近づけますか？」

　できることなら身も心も、もっと寄り添いたい。

「ち、近づいてきてるじゃない」

　口元を押さえ、俯きかげんに薫子が言った。

「私が近づくの、嫌ですか？」

「嫌……とかじゃ、ないけど」

「一度でいいから、埋めさせてください。ここに」

　莉緒は薫子の胸を指し示す。すると薫子は両手で胸を押さえ、恥ずかしそうに身をくねらせた。

「そんな……」と、否定するような言葉を口にしながらも、拒絶感は薄れてきたように思う。

　――もうひと押し。

「お願いします、薫子さん。ちょっとでもいいんです。だからどうか！」

　瞳に涙を溜めて必死の形相で迫る。それが最後の一押しとなった。

「わ、わかったから……！」

　――ほんと、薫子さんってお人よし。……好き。

　恥ずかしそうに視線をさまよわせながらも薫子は小さな声で「どうぞ」と言った。

　――でもこんなに恥ずかしがってるってことは、けっこう意識してもらえてるのかも？

　なんでもない顔をされるよりはいい。それに、この恥じらっている感じがたまらない。

　莉緒は「それでは遠慮なく」と前置きして身を屈め、薫子の両腕をやんわりと掴んでその中心に突っ伏す。

　大きな胸はふるっと揺れながら莉緒の顔を受け止める。

「ふあぁ……」

　感動のあまりそんな声が口から勝手に出てしまった。柔らかくて、温かくて、いい匂いがする。

　服の上からでもこの気持ちよさだ。じかに顔を押しつけることができたらどれほどのものだろう。興奮しすぎて鼻血が出るかもしれない。

　莉緒は深呼吸しながら顔を横に振ることで、薫子の胸の柔らかさを堪能する。それがくすぐったかったのか、薫子が叫ぶ。

「も、もういいでしょ!?」

「んん、まだです」

「ちょっとだけでいいって、さっき」

「ちょっとで、も、いい、って言いました。だから、ちょっとじゃなくても……いいでしょ？」

　我ながらむちゃくちゃな言い分だと思いながらも、離れがたかった。

「う、う……でも、そんな……顔、動かすの……だめ」

　薫子が切れ切れに言葉を紡ぐので、よけいに肉欲を揺さぶられる。

「無理です」

　薫子の背に腕をまわして、ぎゅっと抱きついてさらに顔を押しつける。あまりに強くそうしたので息苦しくなったが、それよりも心地よさのほうが圧倒的に勝まさっていた。

「薫子さん……好きです」

　つい本音が漏れる。いっぽう薫子はなにも言わない。ふと上を見れば、瞳を潤ませて顔を真っ赤にしていた。

「困らせちゃってます、ね」

　そっと離れる。離れたくなかったが、泣かせるわけにはいかない。

　莉緒はしゅんと頭こうべを垂れて反省する。

「あ、あの、莉緒ちゃん？」

「……はい」

　力なく答えると、薫子はますます困惑した顔になった。

「ええと……その、私……嫌だったとかじゃ、ないから」

「えっ？　泣きそうになるほど嫌だったのかと思ったんですが……」

「ち、違うの。嫌なわけじゃなくて、どうすればいいのかわからなくて、すごく混乱してて……。ごめんね」

　――薫子さんが謝る必要なんて少しもないのに。

　たまらなく愛おしくなって抱きつく。

「ちょ、ちょっと」

「だって、嫌じゃないんですよね？　じゃあもう少しだけ……くっつかせてください」

　それから莉緒は薫子に「もういいでしょ？」と言われるまで、彼女の温もりを満喫した。

　薫子を家まで送り、マンションの私室に戻ると、どういうわけか寂しさに襲われた。

　――普段は家にひとりでいても寂しいって思わないのに……。

　先ほどまで薫子がいた場所に座り込む。彼女の温もりはもう残っていない。

「会いたいなぁ……」

　いま別れたばかりだというのにもう恋しくなっている。

　薫子の優しさに甘えている自覚はある。彼女の胸に顔を埋めたのだって、薫子は嫌ではなかったかもしれないが困惑はしていた。だから瞳に涙を溜めていたのだと思う。

　心にしても体にしても、急に距離を縮められるものではないと頭ではわかっている。

　きっと時間をかけてゆっくりと、信頼や愛情を培っていくものなのだ。

　――わかってるけど……欲しくてたまらない。

　薫子の心も体も、すべて自分のものにしたくて、どうしようもなくなる。

　莉緒は薫子の柔らかな胸を思い起こす。しだいにいてもたってもいられなくなって、着ていたシャツの裾を捲り上げる。

　ふと、スタンドミラーに自分の姿が映り込んでいるのが見えた。莉緒はそれを見ながら、ブラジャーのホックを外して胸を晒さらす。

　鏡に映る自分の胸は、薫子に比べてずいぶん控えめなので恥ずかしい。そう思うのに、薫子に見てもらいたい気持ちもあるので複雑だ。

　――だって、薫子さんに見られてるってだけできっと……興奮する。

　想像しただけでも性欲を刺激される。

　莉緒はスタンドミラーを見ながら両手を胸の先端まで持ってきて、指で乳頭をつまんだ。

「んっ……」

　指で乳首を捏こねはじめる。

「ぁふ、あぁっ……あ、ぁん」

　こんなふうにまだ明るい時間からオナニーをするのは初めてだ。するときはいつも陽が落ちて、寝る前にベッドの中でしていた。

　――夜までなんて待てない。

　薫子の顔を思い浮べるだけで疼きは大きくなる。乳首を弄いじる指に力がこもる。

「はふぅ」

　息をつき、下を向いて自分の乳首を見る。胸の蕾はすっかり硬くなって、指を弾いている。親指と人差し指で強く押し潰してみる。

　――薫子さんに、こんなふうに弄ってもらいたい。私も……弄りたい、薫子さんの乳首を。

「あぁんっ……！」

　乳首を弄り合っているところを想像すると、足の付け根がむずむずしてきた。

　――そうだ。玩具があったはず。

　そのことを思いだした莉緒は胸を曝さらけだしたまま学習机の引きだしを漁り、ピンク色のローターをひとつ取りだした。

　履いていたショートパンツを中の下着ごとずらして秘所を露わにしたあと、ローターの電源を入れて乳首にあてがった。

　ヴヴヴヴ……と機械音を立てながら、ローターが乳頭を揺さぶりはじめる。

「あぁあ……ふぁっ、はぁぁうっ！」

　喘ぎながら足を左右に開き、ローターを持っていない右手で脚の付け根の肉粒をつまんで引っ張り上げる。

　莉緒はとろんとした目つきで頬を上気させる。

　薫子がもしここをつままれたらどんな顔をするだろう。彼女のそういう顔を見てみたい。
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        第三章　デート


　百合文芸部では部員同士の親睦を深めるために、五月の終わりの日曜日には全員で出掛けている。場所は毎年まちまちだ。

「今年の『おでかけ』はどこにしよっか」

　部活動中、薫子は皆に問いかけた。向かいに座っていた莉緒だけは「おでかけ？」とおうむ返しして首を傾げる。

「五月の最終日曜日に、百合文芸部の全員で遊びにいくのが習わしなのよ。土屋さんの都合が悪いのなら欠席してもらってもかまわないけど？」

　隣にいる千紗がそう言うと、莉緒は「特に予定はないのでぜひご一緒させていただきます」と口早に答えた。

「去年は水族館だったから……今年は遊園地なんてどうですか？」

　亜衣奈が提案すると、千紗が「いいんじゃない」と同調する。莉緒が「この街の遊園地は行ったことがない」と呟いたので、薫子は「じゃあ今年は遊園地にしようか」と行き先を決めた。

　校門を出て、莉緒と一緒に帰る。

「遊園地なんて子どものとき以来だから、楽しみです」

　莉緒は喜々としたようすで隣を歩いている。薫子は傍らを歩く莉緒をちらりと見る。

　先日、莉緒の家へ遊びにいったときのことだ。莉緒が「胸に顔を埋めたい」などと言うのでひどくうろたえてしまった。

　――嫌だとは、少しも思わなかった。でも……すっごく恥ずかしかった！

　胸に顔を突っ伏した莉緒が左右に首を振るたびにくすぐったくて、いままでに感じたことのない妙な気分になった。そうしてどうにもいたたまれず、瞳に涙が浮かんだ。

　莉緒と触れ合っている箇所はどうしてか、すべてが熱を持つ。

　全身を羽根でくすぐられているような感覚というのがいちばん近いと思う。両手両足に力を込めていなければ自分を保っていられなくなるのだ。

　――でも莉緒ちゃん、なんでそんなに私のこと……好き、なんだろ？

　いったいどこを好きになってくれたのだろう。考えてもわからない。思いきって莉緒に訊いてみるべきだろうか。

「ちょっと公園にでも寄っていきません？」

「え？　あ、うん」

　莉緒のマンションと薫子の家のあいだには小さな公園がある。遊具はブランコと鉄棒くらいだ。

　もう陽が沈みかけていてあたりは薄暗い。そのせいか、公園で遊ぶ子どもの姿はなかった。

　薫子と莉緒は夕闇に包まれはじめた公園のブランコに並んで座る。

　莉緒が地面を蹴り、ブランコを漕ぎはじめる。キイ、キイッと、錆びた金属音がした。

　――いま、チャンスじゃない？　それとなく自然に、私のいったいどこが好きなのか尋ねてみよう！

「あ、あの……莉緒ちゃん」

「はい？」

　右隣を見れば、莉緒は柔らかくほほえんでいた。

　トクンと胸が高鳴る。その理由がわからずに焦り、自分がなにを尋ねようとしていたのか、わからなくなってしまう。

「学校にはもう慣れた？」

　結局、考えていたのとはまったく違うことを質問してしまった。

「はい、もうすっかり。薫子さんが虹乃原学園にいてくださって本当によかったです。おかげさまで毎日すごく楽しい」

　莉緒はブランコを漕ぎながらもこちらを見つめてくる。

「ありがとうございます、薫子さん」

「そんな、私はなにも……」

「なにもしてなくないですよ。薫子さんはいつも私に優しく接してくれて……。なんにでも一所懸命で。薫子さんって、相手の気持ちにすごく寄り添ってくれますよね。そういう……なんていうのかな、情に厚いところ？　……すっごく好きです」

「……っ」

　薫子はなにも言えずに俯き、照れ隠しにブランコを漕いだ。

　思いがけず『好きな理由』が聞けて嬉しい反面、率直に褒められて顔が熱を持ってしまったので、ブランコを漕ぐことで風に当てて冷ましたかった。

「あと、すぐ顔が赤くなるところも好き。かわいい」

　莉緒のほうはいつの間にかブランコを漕ぐのをやめていた。熱い視線を向けられる。

「もうっ……。莉緒ちゃんってじつは一言多い？」

「そうかもしれません」

　――私だって莉緒ちゃんのことは好きだけど……。

　ブランコを漕ぎ続けながら考える。

　この感情が莉緒と同じものなのかと問われれば、首を捻らずにはいられない。

　周囲にいる友人にだって好きだと思ったり嫌いだと思ったりする。きっとこれは性格が合うか合わないかの『好き』『嫌い』なのだ。

　莉緒のことは苦手だとは思わない。一緒にいて楽しい。

　――でもそれは友達にも思うわけで。

　莉緒が望んでいる関係はそれ以上なのだとわかっているだけに、軽はずみに「好き」とは言えない。




　月末の日曜日。百合文芸部の皆とは駅前で待ち合わせている。

「あれっ、莉緒ちゃん。早かったね」

　集合時間よりも十五分ほど早く駅前に到着したというのに、先に莉緒の姿を見つけた。

　莉緒は淡いピンク色のフリルレースがふんだんに飾られた詰め襟のブラウスに、クラシカルな花柄のラップスカートを穿はいている。薄茶色の髪は後れ毛を残して頭の高い位置で一纏ひとまとめにしてあった。

　――性格はサバサバしてるのに……ギャップがある。

　自然と顔がほころぶ。

　そういえば彼女の部屋も少女趣味だったし、菓子作りが得意なのもじつに『女の子』らしい。

「おはようございます。薫子さんこそ早いですね？」

「あ……うん」

　薫子は上の空で莉緒の顔や服、バッグなど全身を見まわしていた。

「もしかして私に見とれてます？」

　莉緒がいたずらっぽく尋ねてきた。

「やっ、その……かわいいなって」

　正直に答えると、莉緒の頬がほんのりと赤くなった。薫子は目を合わせていられなくなって顔を背ける。

　――かっ、かわいい！

　いましがた莉緒に向けて言った言葉をつい心の中でも繰り返してしまう。莉緒にはいつも翻弄されてばかりだからなのか、異様なまでに彼女がかわいらしく思えた。

　横目で莉緒を見る。頬の赤みはもう消えていた。

　――もったいないことをしちゃったかも。

　莉緒が頬を赤らめるのは珍しいから、もっとよく目に焼きつけておけばよかった。

「ねえ、薫子さん。私のどのあたりが『かわいい』って思ったんですか？」

　赤面していたのが嘘のように、莉緒は平然と近づいてくる。焼き菓子のような甘い匂いがした。朝からなにか作ったのだろうか。

「え、ええと、その……服、よく似合ってるよ」

「かわいいのって、服だけ？」

「そっ……」

　薫子はすぐには言葉を返せない。もちろん、かわいいと思ったのは莉緒のすべてだ。制服だろうと私服だろうと関係ない。莉緒は愛らしい顔をしているし、体つきも華奢だ。

　――性格だって、ちょっと強引なところはあるけど、嫌味なんかじゃないし。

　かわいい後輩だ。だがきっと、莉緒が求めているのはそういう『かわいさ』ではない。

　言いよどんでいるところへ千紗と亜衣奈がやってきた。

「すみません、お待たせしてしまいましたか？」と亜衣奈が謝る。

「ううん、大丈夫」と薫子が答えると、亜衣奈の隣にいた千紗が眉根を寄せた。

「ふたりでなんの話をしてたの？　やけに距離が近かったみたいだけど」

　薫子がなにか言う前に「内緒です」と莉緒が答えてしまう。薫子としても「なんの話なのか」は説明しづらい。莉緒をかわいく思ったことを話さなければならなくなる。

「皆そろったし、行こう」

　薫子の先導で電車に乗る。目的地へは一駅なのですぐに着く。

　街で唯一の遊園地、ハナランド。正面ゲートには白やピンクのツツジが咲き乱れている。ハナランドというだけあって花と緑が多い。遠くに、大小ふたつの観覧車が見えた。

　正面ゲート前でフリーパスを買って入園すると、ハナランドのマスコットキャラクター『ハナちゃん』が両手を上げてあたたかく迎えてくれた。小さな子どもはハナちゃんと一緒に写真を撮っていた。

　莉緒はきょろきょろとあたりを見まわしている。

「莉緒ちゃん、どうしたの？」

「あ、いえ……私、もしかしたらここに来たことがあるかもしれません」

「そうなの？」

「はい。なんとなくですけど、見覚えがあるんです。あ、でも……遊園地なんてどこも似たようなものですもんね」

「そうよ、気のせいじゃない？　だって土屋さんはついこのあいだこの街に来たばっかりなんだから。新参者に他ならないわ」と、千紗が割って入る。

　――千紗ってばまた棘のある言い方……。

　見ているほうがはらはらしてしまう。だが莉緒はさほど気にしていないようすだ。

「そうですね、新参者です。だから薫子さんに手取り足取り教えてもらうんです」

　莉緒はそう言い返すなり笑顔で薫子に抱きついた。胸がどきりと音を立てる。千紗はというと、むっとして唇を尖らせた。

「み、皆さん行きましょうよ！」

　亜衣奈の声かけで、全員が歩きだす。

　天気は快晴だ。家族連れが目につく。まだ朝早い時間だからかアトラクションはそれほど混んでいない。

「まずはあそこに行きません？」

　莉緒が指さしているのはお化け屋敷だ。

「新参者が行き先を決めるわけ？」

　千紗がまたも難癖をつける。

「お化け屋敷、好きなんです。ああ、でも滝浦先輩が怖いんならやめておきましょうか」

「だっ、だれも怖いだなんて言ってないじゃない！　ねっ、亜衣奈」

　千紗が慌てたようすで答えた。同意を求められた亜衣奈は反射的に「はいっ、平気です！」と言う。

「薫子さんも、平気ですか？　お化け屋敷」

「うん、大丈夫」

　――ほんとはあんまり大丈夫じゃないけど！

　お化け屋敷はまったくもって不得意だが、莉緒が行きたいのならば尊重したい。

　薫子が精いっぱいほほえむと、莉緒は「では行きましょう」と言い薫子の手を取った。

　そのままお化け屋敷のほうへとどんどん歩いていく。少し遅れて千紗と亜衣奈がついてくる。お化け屋敷の中に入っても歩く順序は変わらなかった。

　通路が狭いので四人並んで歩くわけにはいかない。薫子と莉緒、千紗と亜衣奈がそれぞれ二人ずつ対ついになって薄暗い通路を進んでいく。

　――ここは先輩らしく毅然きぜんとしていなくちゃ。

『水面みなもの恐怖館』というお化け屋敷の名にふさわしく『ぴちゃぴちゃ』だとか『ぐちゅぐちゅ』という、いかにも気味の悪い水音で溢あふれている。

「なんか、興奮しちゃう音が聞こえてきません？」

　莉緒の潜めた声は後ろの二人には聞こえていないだろう。薫子もまた小声で話す。

「興奮なんてしないよ」

　それよりも怖くてたまらない、という言葉は呑み込んで必死にあたりを見まわす。

　――どこからなにが出てきても驚かないようにしなくちゃ。

　そのためにはいち早く危険を察知しなければならない。

　ただのお化け屋敷だというのに薫子は未開の地を歩く心地で歩みを進めた。

　暗闇の中に突然浮かび上がった髪の長い白装束の女性。

　シュッと音を立てながら、壁から突如吹き出す風。

　それらの仕掛けに、薫子は「きゃっ！」だとか「ひぁっ！」と叫びながら進む。危険予知は、まったくできていない。

「薫子さんの驚いてる声、イイですね」

　莉緒は少しも動じず、のほほんとしている。ぴちゃん、ぴちゃんという、どこからともなく響く水音が恐怖心に拍車をかける。

「私、水の音って妙に興奮しちゃうんです。なんかこう……卑猥ひわいじゃないですか？」

「そそっ、そ、そんなことない！　……と、思う」

　しかしながら、しだいにそんなふうに聞こえてきてしまう。艶なまめかしい音のような気がしてくるのだ。

　ぴちゃんっと、水が落ちるような音がひときわ大きく聞こえたとたん背筋がぞくりと震えた。だが恐怖とは少し違う。どこか焦がれるような――甘くくすぐったい――感覚が湧き起こった。

　いまさら気がついたが、莉緒とはもうずっと手を繋いだままだ。その手に、力がこもったような気がした。

　――ううん、私が無意識に強く握っちゃってる……？

　これでは「怖い」と言っているようなものだ。

　――それに、汗かいちゃってるかも……。

　恥ずかしいので手を放そうとしたが、できない。莉緒の手にはそれほど力は入っていないものの、解ほどくことはできなかった。

「私、いますっごく怖いので手は繋いだままでお願いします」

　まったくそんなふうには見えないが、莉緒がそう言うのなら従うまでだ。

　――でも……莉緒ちゃんと手を繋いでると心強い。

　心強さの中にはドキドキとした落ち着かないものもあるが、この手を放したくないという気持ちが確かにあった。

　莉緒の手を意識していると、周囲への恐怖心が薄れる。苦手としていたお化け屋敷も難なく出口まで辿りつくことができたのだった。

　お化け屋敷を出たあとはジェットコースターの列に並ぶことになった。

　短い行列だったのですぐに順番がまわってくる。花が描かれたメルヘンチックなジェットコースターの座席に莉緒と並んで座る。莉緒の表情はどことなく硬い。

「……莉緒ちゃん、もしかしてジェットコースターは苦手？」

「いえ、そんなことないですよ。薫子さんの隣に座れたから、嬉しくて震えちゃうんです」

　よく見れば、胸の前で安全バーを持つ莉緒の両手は、彼女の言葉どおりかすかに震えていた。

　――絶対、無理してる！

　いつも余裕綽々よゆうしゃくしゃくなのに、こんな弱点があったのかと、少しおかしくなってしまう。

　――なんか、嬉しいな……。莉緒ちゃんのこと、もっと知りたい。

　ところが莉緒は顔面蒼白だ。しだいに不憫ふびんになってきた。面白がっている場合ではない。

　薫子はためらいがちに莉緒の手に自分の手を重ねた。莉緒は驚いたような顔になる。

「私……ジェットコースターが怖いから、こうしててもいい？」

　おどおどしながらも言うと、莉緒は安心したようにふわりと笑った。

「仕方ないですね」

　莉緒の震えが止まる。薫子はこっそりと安堵の息をついた。

　その後も、ミラーハウスやコーヒーカップなど、四人でアトラクションを楽しんだ。

　太陽が真上に昇る頃、フードコートのテラス席で昼食をとる。ハンバーガーにポテトとジュースだ。デザートがあればと思っていたところに、莉緒がリュックからカップケーキを取りだして、丸いテーブルの上に置いた。

「食後のデザートにいかがですか？　お茶当番のときじゃないから、べつにいいですよね。滝浦先輩」

「……ええ、まあ」

　亜衣奈が「わぁい、美味しそう！」と言いながら皆にカップケーキを配る。

　すぐ隣に座っていた莉緒が身を寄せてくる。

「安心してください。ちゃんと普通のカップケーキですから」

　耳打ちされた薫子はぎくりと体を強張らせる。そのようすを見て向かいにいる亜衣奈は不思議そうに小首を傾げた。千紗はというと、鋭い目つきで莉緒を睨にらんだ。

「い、いただきます」

　気を取り直してカップケーキに食らいつく。オレンジピールが練り込まれた爽やかな味わいだった。

　満腹になった一行は観覧車を目指す。

　ハナランドには観覧車がふたつある。昼過ぎということもあって四人乗りの大観覧車には長蛇の列ができていた。

　いっぽうで定員が二人の小観覧車は空すいている。四人は話し合って、二人ずつに分かれて小観覧車に乗ることにした。

「だれと乗るかはグーとパーで決めませんか？」と亜衣奈が提案する。

　このとき亜衣奈が莉緒に目配せをしたような気がした。薫子は首を傾げる。

「ええ、そうね。そうしましょう」

　意気込んだようすで千紗が答える。四人で輪になって「グーとパーでわかれましょ」と口を揃えて右手を出す。

　薫子と莉緒がグー、千紗と亜衣奈がパーだった。

「決まりですね。滝浦先輩、大森さん、どうぞお先に」

　莉緒に促されるまま千紗と亜衣奈が先に観覧車に乗った。薫子と莉緒もすぐに次のゴンドラに乗る。莉緒と向かい合って座る。

　――莉緒ちゃん、ジェットコースターは怖そうだったけど観覧車は平気なのかな？

　窓の外を見つつ莉緒のようすを窺えば、怖がっているふうではなかった。薫子は一安心して景色を眺める。

　ふと莉緒に見つめられていることに気がついた。

「薫子さんって本当、素敵ですね」

　陶然とうぜんとした眼差しで唐突にそんなことを言われてどぎまぎする。

「あ、え……っと、そういえば莉緒ちゃん、どうして私だけ名前に『さん』付け？」

　莉緒は千紗のことを「滝浦先輩」と呼んでいるし、亜衣奈に対しても名字呼びだ。

「だって、そのほうが親密な感じがしません？」

　にいっと笑って、莉緒は言葉を継ぐ。

「それに、薫子さんって呼ぶほうがなんかエッチじゃないですか？」

「なっ、エッ……な、なんでっ!?」

　沈黙に包まれる。少しもずれることなく視線を据えられているせいか、気まずい。

『来月はハナちゃんの誕生月です！　みなさん、ハナちゃんのお祝いにまたいらしてくださいね～！』という軽快な園内放送が、ゴンドラの中にまで漏れ聞こえてきた。

　これ幸いとばかりに薫子はそれを話題にする。

「莉緒ちゃんの誕生日っていつ？」

「私ですか？　八月十四日です。薫子さんは？」

「私は一月三日」

「……ってことは、二人とも休みのあいだに誕生日がきちゃうんですね」

　莉緒は夏休み、薫子は冬休みのあいだに誕生日を迎えることになる。莉緒は何事か言いたげだ。

「どうかした？」と薫子が問えば莉緒は口を開けたが、続く言葉はなく唇を引き結んでしまった。

「いえ……なんでもありません」

　目を伏せる莉緒を、今度は薫子が見つめる。

　――なんだろう、気になる。

　しかし無理に聞きだそうとするのはよくないだろう。

　――なにか別の話題を振らなくちゃ！

　薫子はゴンドラの中から外に目を向けながら必死に考えを巡らせた。




　百合文芸部の皆で遊園地に行った翌週。部活を終えての帰り道で莉緒が「姉から貰ったのですが」と言って水族館のペアチケットを掲かかげた。

「薫子さんがよければ、一緒に行ってもらいたいんですけど……でもたしか、水族館は去年、百合文芸部のみんなで行かれたんですよね？」

「うん。でも、私でよければ一緒に行くよ？」

「いいんですか!?」

　それまでどこか不安そうにしていた莉緒だが、とたんに表情を変えて満面の笑みになる。

「ふふ……デートですね」

「デ、デート!?」

「だってふたりきりだし」

「それなら、遊園地でだって……ふたりきりに……」

「じゃああのときのもデートにカウントしていいですか？」

　薫子は返す言葉に詰まる。そうこうしているあいだに莉緒のマンションに着いた。

「水族館へは次の土曜日で大丈夫ですか？」

「土曜日ね。わかった」

「週末がすっごく楽しみになりました。また明日、薫子さん」

「またね」

　莉緒が手を振るので、薫子も同じように手を振り返した。そのあとは、莉緒がマンションへ入るのを見送ってから歩きだす。

　――どうしよう、私もすっごく楽しみだ。




　待ちに待った土曜日。友人と出かけるのはいつだって楽しい。

　――でも今日は、先週よりもずっと浮かれてる。

　莉緒とふたりきり。そう思うとどういうわけか、くすぐったくなる。皆で遊園地へ行ったときとはなにかが違う。

　水族館へはバスで行く。待ち合わせ場所は莉緒のマンション前のバス停だ。遊園地のときと同じで、すでに莉緒の姿がある。

「おはよう、莉緒ちゃん。ごめんね、また待たせちゃったね」

「気にしないでください。薫子さんを待つのは楽しいので」

　莉緒は笑みを深めて「行きましょう」と言った。

　バスに乗り、三十分ほどすると海が見えてきた。そうして水族館に到着する。入館口で、莉緒がハンドバッグからチケットを取りだすのを薫子は斜め後ろから見ていた。

　――莉緒ちゃんのお姉さんはどうしてペアチケットをくれたんだろう？

「ねえ、もしかして莉緒ちゃんのお姉さんは、莉緒ちゃんと一緒に水族館に来るつもりだったんじゃない？」

　急に薫子が言ったからか、莉緒はきょとんとしていた。

「違いますよ」

「でも、じゃあどうしてお姉さんはペアチケットを莉緒ちゃんに？」

「私が、すごくお世話になってる先輩がいるって言ったら、お礼も兼ねて一緒に行ってきなさいってお姉ちゃんが」

　――お姉さんに私のこと話したんだ。

　話題に上のぼったと思うとなんだかむずがゆい。恥ずかしいような嬉しいような心地だ。

「だからなにも気にせず楽しんでくださいね、薫子さん」

「そ、そっか……じゃあお言葉に甘えて。ありがとう」

　ふたりで並んで歩き、水族館の中へ入る。エントランスホールには大きな滝のようなオブジェがある。

「ちょうどイルカショーが始まる時間だね」

　案内掲示に従ってイルカのプールへ向かう。放射線状の座席――下から三番目の列――に座ってショーが始まるのを待っていると、突如「薫子！」と呼びかけられた。

　顔を上げれば、中学生だった頃の友人たちがいた。

「久しぶり、元気だった？　あ、隣いーい？」

「うん、いいよ。ほんと久しぶりだね」

　友人たち三人はぞろぞろと薫子の隣に座る。

「えっと、そちらは？　同じ学校の子？」

　尋ねられ、薫子が「そう」と答えるなり莉緒が「こんにちは」と言いながらにっこりと笑った。その完璧な笑顔を見て胸騒ぎを覚える。どうしてか、心からの笑顔だとは思えなかった。

　友人たちはしきりに薫子に話しかけてくる。それはイルカショーが始まってもずっと続いた。

　ショーが終わると、中学の友人たちとはすぐに別れた。「一緒にまわろう」と言われたが、断った。莉緒が、それを望んでいないような気がしたからだ。

「莉緒ちゃん、ごめんね。気を遣わせちゃったよね？」

　すると莉緒は驚いたような顔になった。

「そんな……大丈夫、ですよ」

　莉緒は笑っているが、どこか元気がない。つい莉緒の手を取ってしまう。

　元気になってほしくて――いつものように笑ってほしくて――莉緒の手を握り、彼女の顔を覗き込む。莉緒は口を半開きにして、ぱちぱちと目を瞬かせている。

「……もう、薫子さんには敵わないな」

　困ったような笑みだ。でも、作られたものではないとわかる。きちんと感情が伴った笑顔なのだと、根拠もないのにそう思った。

　莉緒と並んで館内を歩く。クラゲの水槽の前で急に莉緒が立ち止まった。

　クラゲたちは触手が絡まって離れられなくなり、一緒に泳いでいるように見えた。あるいは、足を引っ張り合っている。莉緒はそれを、薫子と手を繋いだままじいっと眺めていた。

「……私もこんなふうになりたいな」

「クラゲみたいにふわふわ漂いたいってこと？」

　冗談めかして尋ねる。莉緒はすでにそんな感じだ。マイペースで、つかみどころがない。

「違います。薫子さんとずっと絡まっていたいってこと……」

　それまでクラゲの水槽を見ていた莉緒が顔をくるりと横に向ける。目が合うと、胸がドキンと音を立てた。

「絡まって、がんじがらめになって……ずっと離れられなくなったらいいのに」

　莉緒は目を伏せて、物憂げな表情をする。繋いでいる手に力がこもる。心臓はもうずっとドキドキと高鳴っている。

　それまで、握っているだけだった手の指を絡ませる。五指をしっかりと絡みつける。嬉しそうに――けれどどこか困ったようすで――莉緒がほほえむ。

　それから、水族館に併設されているレストランで名物の海洋カレーを食べて、ふたたび展示室へ行った。

　無数の銀色がきらきらと光る、イワシの群れ。見るのは初めてではないのに、莉緒が隣にいるというだけで特別なものに思えてくる。

　昼を過ぎると館内が混んできた。どちらからともなく手を繋いで、はぐれないようにして歩いた。

　バスに揺られ、莉緒のマンション前まで戻ってくる。

「まだ……離れたくないんです」

　視線を道端に落として、まるで拗すねた子どものように莉緒が言った。

「薫子さん、私の家に泊まっていきません？」

「いくらなんでもそこまでお世話になれないよ。今日は本当にありがとう。……あっ、お姉さんにくれぐれもよろしくお伝えください」

　水族館のチケットを貰っただけでも充分、世話になっているのに莉緒の家に宿泊までするのはさすがに気が引ける。

　ところが莉緒は不満そうだ。

「んー……。じゃあ、少しだけ寄っていってもらえませんか？　昨日、焼いたクッキーがあるんです」

　くい、くいっとカットソーの裾を引っ張られる。クッキーにつられて薫子は莉緒の自宅へ行く。

「お茶の準備、私も手伝うよ」

　世話になりっぱなしでは申し訳ないのでそう言うと、莉緒は「ありがとうございます」と笑った。

　香り立つアーモンドクッキーと紅茶を、莉緒の私室で満喫する。

　ふと莉緒にじいっと見つめられた。

「薫子さんって……お友達が多いですよね」

　水族館で会った中学の友人のことを言っているのだろうか。薫子はクッキーを頬張りながら「そうかな」と答える。

「百合文芸部でだって、図書委員会でだってみんなに慕われてる」

　そう言われても、実感が湧かないのでやはり「そうかな？」と返す。

「でも私は、薫子さんと友達になりたいわけじゃないです」

　真剣な眼差しだった。薫子は自身の脈拍がにわかに速くなるのを感じながら紅茶を飲み干し、莉緒と向き合った。いいかげんな態度で莉緒に向き合っていてはいけないと思った。

　莉緒はごく真面目な面持ちをしている。

「……正直に言いますね。私、このあいだここで薫子さんのことを思いだしながらオナニーしてました」

「～～!?」

　なんという爆弾発言だろう。真剣に聞かなければと思った矢先の出来事だけに、思考がフリーズしてしまう。

　薫子は絶句したまま莉緒の瞳を見つめ返す。

　――でも、莉緒ちゃんだって真剣だ。

　冗談やからかいの類たぐいで言っているのではないとわかる。

　――けど、どう答えればいいの!?

　あれこれと考えた結果、思ったことをそのまま伝えることにする。

「り、莉緒ちゃんって……すごく、正直だよね」

　薫子が言うと、莉緒は目を細めた。莉緒の口角が緩やかに上がる。そうして、薫子が座っている場所までにじり寄る。

「ね、薫子さん……」

　いやに艶めかしい声だった。莉緒は自身のワンピースの裾をつまんで捲りはじめる。太ももと、それから白いショーツが露わになる。次は臍へそ。そして、白いブラジャー。

　見てはいけないと思うのに、莉緒の胸元から目が離せない。

「今日は屋外じゃないから……乳首、出してもいいですよね？」

「えっ……？」

　戸惑う薫子をよそに莉緒はブラジャーの下端を両手の指でつまんで引っ張り上げた。露わになった莉緒の乳首は、はっとするくらい鮮やかな薄桃色をしていた。つんっと尖って上を向いている。

「ムラムラしてきたから、オナニーしてもいいですか？　薫子さんに、見ててもらいたいです」

　いましがた莉緒がなにを言ったのか、理解できるはずなのに、できない。

　薫子は唇を薄く開いたまま、小ぶりの乳房を見下ろしていた。

「ふ……」

　莉緒が小さく息をつく。彼女の両手がおもむろに動きだす。白く細い指先が、ひどく緩慢な動きで膨らみの稜線りょうせんを辿って上昇する。

　莉緒の乳房が彼女の指先によってわずかに沈んでいる。指はすぐに薄桃色の部分へと差しかかる。

　――私……なんで？

　莉緒が触れているのは彼女自身の胸だ。それなのに、自分の胸元に莉緒の指が這はっているような錯覚に陥っている。

　身につけているブラジャーの奥で、自分の胸の先が尖っているのが感覚でわかる。触れてもいないのに――莉緒の乳首と同じように――尖って硬くなっている。

「んっ……ふぅ、う」

　莉緒の指先が薄桃色の棘を押し上げる。とたんに薫子の胸にも快い刺激が走った。莉緒が自ら乳首を嬲なぶるたび、まるで自分がされているような心地になって気持ちがよくなる。

　そのことが衝撃的で、恥ずかしくて、莉緒から目を背けたくなる。

「はぅ、あぁ……薫子さんが、見てる……うぅ」

　ところが、そんなふうに言われては目を逸らすことができなくなってしまう。

　――莉緒ちゃん、私に見られて……喜んでるんだ。

　その事実に、目を瞑つむれなくなる。ここで目を逸らしたらきっと莉緒は悲しむ。莉緒を悲しませたくない。

　莉緒の、乳頭を弄る指の動きが素早さを増し、呼吸が荒くなる。上下する胸と、不規則に揺らめく薄茶色の髪。すべてが鮮烈だった。

「ぁん、あっ……ちくび、こうしてると……きもちぃんです……薫子さぁん……っ」

　名を呼ばれれば頬が熱くなる。同時に下腹部が疼いた。他人には見せない足の付け根の奥が、きゅうっと締まる。

「莉緒、ちゃん」

　意味もなく呼びかけた。この状況で、世間話をしようなどとはまったく思っていない。それでも、呼びかけずにはいられなかった。

　――だって、莉緒ちゃんが私を呼ぶから。

　応えたいと思った。

　――見ていることしかできないけど……。

　莉緒の気持ちをないがしろにしたくない。

「はぁっ……！」

　莉緒は大きく息をつくと、乳首をつまみ上げて激しく揺さぶった。カーペットの上に投げだしていた両脚をビクッ、ビクッと震わせたあとで、倒れ込むように薫子へとしなだれかかる。

　莉緒は荒く息をしながら「イッちゃいました」と呟いた。

　薫子は莉緒の背に両腕をまわして抱き留めた。両手はかすかに震えていた。心臓はバクバクと大きな音を立てている。

　莉緒の体は温かく、柔らかかった。

「こんな……変態で、ごめんなさい。薫子さん」

　耳元で、吐息たっぷりに言葉を紡がれるとくすぐったい。

「軽蔑けいべつしましたか？」

「しないよ……軽蔑なんて」

　自分でも驚くほど早く、莉緒の言葉を否定していた。

　自慰じいはだれだってするものだ。おかしなことではないと自分に言い聞かせる。ただし人前です、る、ことが常軌を逸しているのだとは気づかない。いや、気がつかないふりをする。

「……よかった。薫子さんに嫌われたら、私……生きていけません」

　莉緒は薫子の肩に顔を埋めたまま目を閉じる。彼女の吐息が首筋にかかると、どういうわけか脇腹のあたりがぞくりと戦慄わなないた。




「もうすぐ夏休みね」

　薫子は図書室のカウンターで千紗と一緒だった。貸し出しと返却の受付業務をしながら話す。

「そうだね。でも私たちは休みのあいだもあんまり変わらないかも？」

　夏休みのあいだも図書室は開いているのでカウンター業務をしなければならないし、百合文芸部の活動も、お盆期間中を除いて週に二、三回は行う予定だ。

「そう……。変わらないと、いいけど」

　どこか憔悴しょうすいしたような、それでいて凪いだ声音に驚いて隣を見る。

　それまで前を――図書を借りたり返したりしにくる学生のほうを――見ていたはずの千紗が、いつの間にかこちらを向いていた。まっすぐに見つめられる。

「今日……少し、時間ある？」

「う、うん」

「じゃあ一緒に帰りましょう」

　図書室での委員会業務を終え、千紗とふたりで学校を出る。行き先は学校の近くの公園だった。公園に遊具はなく、外灯の側にベンチがひとつあるだけだ。薫子と千紗はその茶色いベンチに並んで座る。

　太陽はもう目の高さにある。あと数分で沈んでしまうだろう。

　――なにか話があったんじゃないのかな……？

　隣に座っている千紗を盗み見る。千紗は思いつめたような顔で地面に視線を落としていた。

　薫子が「どうかしたの？」と尋ねようとしていると、先に千紗が口を開いた。

「好き」

　公園の前の道路を走る車の音にかき消されそうな、細い声だった。

　薫子は千紗のほうを向いたまま目を見開く。千紗がゆっくりと視線を合わせてくれる。その瞳には涙が溜まっていた。

「薫子のことが、好き」

　それが友人としての好、き、ではないのだと、いまならわかる。莉緒から向けられているのと同じ感情なのだと、直感的に思った。

　少し前の自分なら――莉緒と出会う前だったら――わからなかったかもしれない。

　――『好き』って、言ってくれたのは千紗なのに。

　それなのに、脳裏をよぎったのは莉緒の顔だった。

　――私にとって……莉緒ちゃんはもう……。

　特別な存在だ。友達だとは呼べない。『友達』よりももっと、踏み込んだ関係だ。

　莉緒に対する感情を恋と呼べるのか、自分でもまだよくわからない。

　――けど、この感情は……。

　千紗には抱かないものだということは、確かだった。

　千紗のことは友達以外のなにものでもない。だから千紗の想いには応えられない。それをそのまま伝えようと試みる。

「あのね、千紗。私……」

　千紗は薫子の言葉を、一言一句漏らさないようにしたいのか、真剣な表情で静かに聞いていた。

　返事を先延ばしにはしたくなかった。

　薫子が自分の正直な気持ちをすべて吐露すると、千紗は穏やかに――それでいて悲しげに――ほほえんで息をついた。

「……わかったわ。というか……わかっていた、かな。でも、これでちょっとすっきりした。ごめんね？　私ばっかりすっきりしちゃって」

　薫子はふるふると首を横に振る。好きだという気持ちを伝えるのには勇気が必要だったはずだ。

「でも、これまでどおりいちばんの友達でいさせてね？」

　それが千紗の心からの言葉なのか、判断できない。

「これからも友達でいてくれるの？」

「もちろん。土屋さんより私のほうが薫子との付き合いは長いんだから」

　なぜここで莉緒が出てくるのだろう。頬が熱くなってしまう。

　千紗は「やれやれ」といったようすで、笑いながらため息をついた。
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        第四章　夏休み


　莉緒は洗面台で顔を洗い、櫛で髪を梳く。鏡を見ていても、そこに映っているのは――思い浮かぶのは――薫子の顔。最近はなにをしていても薫子のことばかり考えている。

　――遊園地も水族館も、薫子さんと一緒だったから……すごく楽しかったな。

　遊園地では亜衣奈に協力してもらった。『それぞれが意中の人と二人きりになるチャンスがくればグーとパーでペアを決めよう』とあらかじめ亜衣奈と打ち合わせしていたのだ。

『千紗は最初にパーを出すことが多い』と亜衣奈が教えてくれたので、莉緒は必ずグーを出すことにしていた。亜衣奈は千紗とペアになりたいのでもちろんパーを出す。仮に薫子がパーを出したとしても一回目では決まらない。その場合、千紗は次に必ずグーを出してくると亜衣奈は分析していた。

　そこで莉緒の二回目はパーにする……という具合に、亜衣奈とよく話し合っていた。幸いにも初回でうまく分かれることができたので本当によかった。

　遊園地の観覧車では誕生日の話になった。

　――やっぱりちゃんと言えばよかったかな。お互いの誕生日をお祝いしたいって。

　二人とも学校が休みのあいだに誕生日を迎えることになるから、約束していなければ会うことすらない。

　ただ、恋人でもないのに誕生日を祝い合う約束をするのはさすがにおこがましいと思ってしまった。

　友達なら、自然なことかもしれない。だが『友達』という立場に甘んじたいわけでは決してないのだ。

　水族館では薫子の旧友と遭遇した。

　――薫子さんは本当にいい人だもん。友達がたくさんいるのはわかるけど……。

　それでも、薫子が親しげに他の女の子と話しているのが腹立たしくて仕方がなかった。

　水族館からマンションへ帰って、いよいよ薫子と別れる頃になっても離れがたくて、なかば強引に家へと誘った。前の日にクッキーを焼いていて本当によかったと思った。薫子は本当に甘いものに目がない。

　薫子を家に呼んだあとは、自分でも信じられないくらい大胆な行動を取ってしまった。

　――薫子さんの前であんなことしちゃうなんて……！

　いまさら恥じらったところで後の祭りだが、思いだすだけで頬や手足が熱を持ち、胸の先や下腹部が甘く疼く。

　――すごく気持ちよかった。

　薫子に、もう一度あの射るような視線を向けられたいと思うのと同時に、それだけでは満足がいかない気がしてくる。

　――薫子さんに触さわられたら、どういう気分になるのかな。

　あるいは、触りたい。薫子の柔らかそうな白い肌を、あますところなく撫でまわしてみたい。

「うう～っ」

　莉緒は呻うめきながら、洗面台の鏡に額ひたいを当てて目を閉じる。

　――夏休みなんて要らない。薫子さんに、毎日会いたい。

　今日は終業式だ。明日から夏休みが始まる。そのあいだも百合文芸部の活動はあるし、図書委員のカウンター業務だってある。だが足りない。

　――毎日、会ってても足りないくらいだもん。丸一日、薫子さんの顔が見られないなんてことになったら……。

　ああ、いまから先が思いやられる。

　――とにかく、夏休みのあいだ一日でも多く薫子さんに会えるように頑張ろう。

　あまりしつこくするのは気が引けるので、自然な流れを心掛けて薫子を誘おうと心に決め、莉緒は家を出た。




　学校の体育館で終業式を終え、教室でのホームルームののち、百合文芸部の部室へ行く。薫子と千紗が先に来ていた。亜衣奈は――いつもどおり――まだである。

「莉緒ちゃん、いらっしゃい」

　薫子がほがらかに笑う。

「もっとのんびり来てくれてよかったのに」と千紗が毒づくので、莉緒は「薫子さんに会いたくて大急ぎで来ました」と、笑顔を貼りつけて薫子の隣に座った。

　千紗は「ふう」と小さく息をつく。

　莉緒は鞄から文芸書を取りだす傍ら、薫子と千紗のようすを窺う。このところ、ふたりのあいだの雰囲気が少し変わったような気がするからだ。

　千紗は相変わらずチクチクと小言を言ってくるが、以前ほど言葉に棘――必死さと言うべきか――がないのだ。

　――薫子さんと滝浦先輩……なにかあったのかな。

　トクン、と不穏に胸が鳴る。もし薫子が千紗に告白され、それを受け入れたらと思うと、眩暈を起こしてしまいそうだった。

　千紗のほうが薫子との付き合いが長いという事実は、何度否定しようとしても必ず湧き上がってきて不安がよぎる。

　結局のところ、時間の溝というのは埋めようがないのだ。だからこそ、夏休みに薫子と会えなくなってしまうことが怖いというのもある。

　時の流れにはだれも抗えない。だからこそ、一秒でも長く薫子のそばにいたい。

「あ……いけない。これ、司書の先生に渡さなくちゃいけないんだった。ちょっと行ってくるね」

　薫子は慌てたようすでバタバタと部室を出ていく。

　――薫子さん、早く帰ってきて。

　千紗とふたりきりなのは気まずい。トイレにでも行って時間を潰そうか。

「私、薫子に好きだって伝えたの」

　なんの前触れも、前置きもなく千紗が言った。莉緒は驚きを隠せず、ぽかんと口を開ける。

「そ、それで……？」

　発した声は震えていた。恋敵相手にはいつだって気丈に振る舞って牽制けんせいしていたいのに、できない。

「あら、土屋さんが動揺するなんて珍しいわね」

　千紗は顎に指をかけて目を細め、微笑した。いや、嘲笑しているというほうが正しい。

「私の告白の結果が気になる？」

　素直にこくこくと頷く。なりふりかまっていられない。薫子がどう答えたのか、千紗の口から聞きたかった。

　――だって、薫子さんに直接尋ねる勇気なんてない！　私のときみたいに、女の子同士の恋なんてわからない……って、答えてたらどうしよう？

　それは、千紗にも恋人になるチャンスがあるということだ。千紗ならば、薫子のその言葉に甘えて大いにアプローチしていくに違いない。

　――私と滝浦先輩って、同属な気がするし。

　だからこれはきっと――恋のライバルだということを抜きにしても千紗の存在が気に入らないのは――同属嫌悪というやつだ。

　莉緒は千紗の目を見つめてじっと答えを待つ。

　それまですました顔をしていた千紗が、急に口角を上げた。

「ご想像にお任せします」

　慇懃無礼いんぎんぶれいな物言いに、莉緒が「ええっ！」と叫ぶのと同時に部室の扉がガラガラッと音を立てる。

「遅くなってすみません！」

　やってきたのは亜衣奈だ。

「もう、いつも遅いわよ」

「へへ、ごめんなさい」

　亜衣奈は眉を下げて笑いながら千紗の隣に座る。莉緒は千紗を恨みがましく見遣る。

　――これ以上は、尋ねても絶対教えてくれないだろうな……。

　千紗はそういう人間だ。そう、意地悪なのだ。

　莉緒は悶々もんもんとした思いを抱えたまま唇を尖らせた。

    
        　夏休みに入って二週間ほどが経った日の早朝。薫子は私室で刺繍ししゅうに勤しんでいた。

　課外授業のために早起きする習慣がついているせいか、朝はアラームをかけずとも目が覚めてしまう。

　夏休みの課題はもうほとんど終えてしまったので、薫子は莉緒への誕生日プレゼントを準備することにした。

　淡いピンク色のハンカチを購入して、その端に莉緒の名前をローマ字で刺繍するという作業だ。

　――刺繍したハンカチなんて、プレゼントとしてはちょっと重い気もするけど……。

　莉緒のことだからきっと笑って受け取ってくれる。莉緒にはいつもお菓子を貰っているので、せめてものお返しである。

　――莉緒ちゃん、今日は図書委員の仕事があるって言ってたっけ。

　部活動や図書委員の仕事がない日は莉緒にお茶に誘われる。言わずもがな美味しいお菓子つきだ。そういうわけで、莉緒とはほぼ毎日顔を合わせている。

　――あとで学校へ行こうかな。

　今日は百合文芸部の活動はない。図書室へ行って莉緒の顔を見よう、と考えたところで薫子は気がつく。

　――私、そんなに莉緒ちゃんに会いたいの!?

　刺繍する手を止めて目を見開く。夏休みになってからというもの、気がつけば莉緒のことばかり考えている。刺繍をしているいまだってそうだ。

　――けどべつに、悪いことなんかじゃない。いつもお菓子を振る舞ってくれる莉緒ちゃんに、感謝の気持ちを込めてお返しがしたいっていうだけなんだから！

　だれに言うでもなく心の中で弁解して、薫子は針を進めた。




　朝食後は制服に着替えて家を出る。朝とはいえ八月なので、学校に着く頃には汗だくになっていた。

　タオルハンカチで額の汗を拭って図書室へ入る。冷房が効いているからか、たくさんの学生たちが涼みにきているようだった。

　カウンターには莉緒ひとりだ。夏休み中はひとりでカウンター業務をすることになっている。莉緒は薫子を見るなりぱあっと面おもてを輝かせた。

「薫子さん！　おはようございます」

　図書室なので、抑えた声で莉緒が言った。薫子もまた小声で「おはよう」と返す。

「今日はどうされたんですか？　なにか調べもの？」

「えっと……うん、そう」

　莉緒の顔を見にきたのだとは言えず、曖昧あいまいに笑って頷く。

「返却お願いしまーす」

　学生のひとりに声をかけられた。今日は図書室を訪れる学生がずいぶんと多い。涼みにきているという以外にも、盆の休みに入る前にと、読書感想文用の本を借りていく学生が多いのだと気がつく。莉緒ひとりではとても手がまわっていない。

「私も手伝うよ」

「いいんですか？　でも調べものがあるんじゃ……」

「大丈夫、急ぎじゃないから」

　すると莉緒は嬉しそうに笑った。

「じゃあ、よろしくお願いします。助かります」

　莉緒の隣に座って貸し出し手続きをする。十時を過ぎるとよけいに忙しくなり、莉緒とは世間話をする暇もなかった。

「ふー……やっと落ち着いたね」

　昼前になるとずいぶん学生の姿が減った。夏休みのあいだは午前中しか図書室は開いていない。もう間もなくすれば司書の先生がやってきて、図書室を閉める。

「薫子さん、ほんとにありがとうございました。私ひとりじゃ絶対無理でした」

「本当、今日は特に忙しかったね。お盆前のこの時期はカウンター業務は二人にしたほうがいいね。次の図書委員長に申し送りしておかなくちゃ」

　薫子が言うと、莉緒はどういうわけか黙り込んだ。

「どうしたの？」

「……いえ。来年は薫子さんはいないんだなぁって思ったら……なんか……」

　皆まで言わずとも、莉緒が寂しがっているのがよくわかった。とたんに薫子もまた寂しさに襲われる。

　莉緒はためらいがちに口を開く。

「もしよかったら、なんですけど……おばあちゃんがいる田舎に一緒に行きませんか？　明後日から一週間ほど」

　薫子はわずかに目を見開いて莉緒の顔を見た。どことなく緊張した面持ちをしている。

　――明後日から一週間ってことは……。

　莉緒の誕生日は来週だ。当日に刺繍入りハンカチを渡すには、一緒についていかなければならない。

「おばあちゃん、趣味で古書店をやってるんです。百合の本もたくさんありますよ。メジャーなものからマニアックなものまで」

「行く！」

　深く考えることなく即答していた。薫子の勢いに押されたのか、莉緒はきょとんとしている。

　古書につられて勢いよく返事をしてしまったことが恥ずかしくなった薫子は「あ、あの」と口ごもりながら言葉を継ぐ。

「その……迷惑じゃなければ、私も一緒にいきたい。莉緒ちゃんのおばあちゃんのところ」

「……っ、はい！」

　莉緒は満面の笑みになる。

　昼過ぎ、薫子と莉緒は学校を出た。

「それじゃあ莉緒ちゃん、またね！」

　莉緒のマンション前へ来ると、薫子は大きく手を振って莉緒と別れた。莉緒は、薫子があまりにも急いで家へ帰るので驚いているようだった。

　――明後日までに刺繍を仕上げなくちゃ！

　薫子は帰宅するなり刺繍針を手に取り、時間を忘れて針仕事に没頭した。




　二日後。莉緒とともに電車に乗り、バスを乗り継いで『おばあちゃんの田舎』に到着する。

　視界いっぱいに田んぼが広がっていた。風に揺れる稲穂を眺めながら畦道あぜみちを進んでいく。

　しだいに木々が生い茂る場所に差しかかる。ミーンミンミン……と蝉せみの鳴く声があちらこちらから聞こえてきた。空にはソフトクリームのような入道雲が見える。

　木のトンネルの向こうに木造の一軒家があった。『ツチノコ古書店』という看板が掲げられている。ここは村で唯一の本屋さんなのだそうだ。

　店内は思いのほか広い。聞けば、古式ゆかしい店構えとは裏腹にインターネットでも古書を販売しているらしい。

　店の奥、カウンターの向こうに莉緒の祖母――菊代きくよがいた。おばあちゃんと呼ぶのは憚はばかられるほど若々しい。

「いらっしゃい、莉緒。お友達も、よく来たね」

「木和田　薫子です。これから一週間、お世話になります。どうぞよろしくお願いします」

　薫子が深々と頭を下げると、菊代は「礼儀正しいお嬢さんねぇ」と笑った。

「莉緒から聞いてるよ。本が好きなんだって？　店のものは自由に読んでいいよ」

「いいんですか!?　ありがとうございます！」

　薫子は前のめりになりながら、爛々らんらんとした瞳で店内を見まわす。

　宿泊の荷物が入ったボストンバッグを店の裏手にある離れの間――滞在中はここに莉緒とふたりで寝起きすることになる――に置くと、さっそく店内の本を物色した。

　ここはまさしく百合文芸書の宝庫だ。百合文芸については詳しいつもりでいたが、まだまだ知らない本がたくさんある。この店に住みついてしまいたいくらい魅力的だ。

　――でも、ここに住みたいだなんて言ったらさすがに引かれちゃうよね。

　だから、そう思ったことは莉緒には内緒にしておこう。

　薫子は『アイリとカレンの攻防戦』という本を手に取り、近くにあったスツールに腰掛けた。

　読みふけっていると、莉緒が隙間なくぴたりと横に座った。一人掛け用のスツールなので、そうしてくっついていなければ一緒には座れない。

「どうしたの？　莉緒ちゃん」

　本は開いたまま、ほんの少しだけ莉緒のほうを向いて尋ねた。思いきり莉緒のほうを向いては、きっと顔がぶつかってしまう。それほど近くに莉緒はいた。

「……私に隠してること、ないですか？」

「えっ？」

　どきりとしてしまう。莉緒との距離が近いからか、先ほど「内緒にしておこう」と思ったばかりだからか、どちらの理由で胸が高鳴ったのかは判別がつかない。

　どう答えるべきかとしばし逡巡したあとで、薫子は正直に話すことにした。

「ええと……このお店に住みたいくらいだなぁって……思った」

　莉緒がぱちぱちと瞬きをする。そのあとで、どこか残念そうに小さく息をついた。

「……おばあちゃんのお店を気に入ってくださって、ありがとうございます」

　礼を述べながらも、莉緒の顔は浮かない。「そんなことを聞きたかったわけではない」と、顔に書いてある。

　――でも、ほかに隠してることなんてあったっけ？

　そうだ、誕生日プレゼントのことは秘密にしている。莉緒への刺繍入りハンカチは、サプライズプレゼントにするつもりなのでまだ話せない。

　――ごめんね、莉緒ちゃん。だけど驚かせたい。

　薫子は曖昧にほほえんだあとで、ふたたび本へと視線を落とした。




　夕方、三人で夜ごはんの支度をはじめる。

　歴史ある外観とは裏腹に台所やトイレ、風呂などはリフォームしたばかりだそうで、設備はどれも新しい。

　薫子は豆の皮を剥いていた。今夜は豆ごはんだそうだ。

「あら、醤油を切らしちゃってた」

　菊代が言うと、すぐに莉緒が「じゃあ私が買ってくるよ」と申し出る。

「悪いねぇ、莉緒」

「大丈夫。薫子さんも一緒に行きます？」

「ううん、私はこのまま豆の皮剥きをするよ」

　皮剥きは始めたばかりなので、まだまだたくさんある。手を休めていては日が暮れてしまう。

「わかりました。じゃあ行ってきます」

「いってらっしゃい」と、薫子と菊代は声を揃えた。

　莉緒が台所を出ていって少し経つと、菊代が口を開いた。

「莉緒の両親は学校が長休みのあいだも忙しいから、よくここへ来るんだけれどね。莉緒が、今年はすごく大事な人を連れてきてもいいかって、電話で訊いてきたんだよ。……薫子ちゃんにとって莉緒はどういう存在？」

「……っ」

　薫子は豆を剥くのをやめて顔を上げる。答えに窮きゅうしてしまった。『友達』や『後輩』と口にするべきだとわかっているのに、それが本心とは異なっているものだから、答えられない。

　――莉緒ちゃんは、特別。

　ただの友達でも後輩でもない、かけがえのない存在。

「その……私にとっても、大事な人です」

　虫の鳴くようなか細い声になってしまった。

　――莉緒ちゃんを大切に思う気持ちに嘘はないけど……。

　胸を張ってそうだと言うだけの度胸が据わっていない。

『大事な人』と答えることで、莉緒の祖母にどう思われるのか。その反応が少し怖かった。

　薫子はふたたび視線を落とし、黄緑色のえんどう豆をひたすら見つめていた。

　菊代がなにも言わないので、おそるおそる視線を彼女のほうへと向ける。菊代は穏やかにほほえんでいた。

「ありがとうね、薫子ちゃん。私はいろいろ理解があるから、莉緒とふたりきりでゆっくりと夜を過ごしたいときにはいつでもここへおいで」

　菊代の勢いに押されて「は、はい」と答えながらも『ふたりきりでゆっくりと夜を過ごしたいとき』にどういう意味が含まれているのか、このときの薫子は理解できていなかった。

　莉緒が醤油を持って帰宅したあと夜ご飯を食べた。入浴を済ませ、渡り廊下を通って離れの間へ行く。菊代はというと、古書店の二階で寝泊まりしている。

　薫子と莉緒はひとつの部屋に、並べて布団を敷いた。

　――そういえば、莉緒ちゃんと一緒に寝るのって初めてだ。

　女の子同士なのだ。ひとつ屋根の下で布団を並べて眠っても、なんら問題はないはずだと薫子は心の中で何度も繰り返す。

「それじゃあ、おやすみなさい。薫子さん」

　莉緒はさっさと布団に入ると、あっという間に寝息を立てはじめた。

「お、おやすみ……」

　薫子は莉緒に背を向けてのろのろと布団に潜り込んだ。少し身構えてしまっていたことが、とてつもなく恥ずかしい。

　薫子はぎゅっと目を瞑り、明日読む予定の百合文芸書の内容を想像することでなんとか眠りに就いた。




　田舎での日々は穏やかに――夜も何事もなく――過ぎていく。

「……夏祭り？」

　書店の片隅に置かれたスツールで、ここへ来て十冊目になる本を読んでいた薫子は顔を上げて莉緒の言葉を反芻はんすうした。

「はい。だから明日の夕方は浴衣を着て出かけませんか？」

「わかった。楽しみ！」

　いよいよ明日は莉緒の誕生日だ。

　――プレゼントはいつ渡そうかな。

　ここに来てからというもの、莉緒とはほぼ一日じゅう一緒にいる。誕生日プレゼントを渡す機会はごまんとある。きっといつでも渡せると薫子は考えて、読書を再開した。

　翌日の夕方。薫子と莉緒は菊代に浴衣を着付けてもらい、古書店を出た。

「村の小さな夏祭りですけど、出店でみせもあるし花火も上がるんですよ」

　そう話す莉緒の姿を薫子はまじまじと見る。莉緒の浴衣は、白地に赤や黄色の鞠まりの絵が描かれたものだ。莉緒によく似合っている。

　いっぽう薫子は紺色の生地に赤と白の椿が散りばめられた浴衣を着ていた。

「薫子さん、浴衣姿も素敵です」

「あ、ありがとう」

　――私も莉緒ちゃんを褒めたいのに……。

　頭では賛美の言葉ばかり思い浮かぶのに、それがうまく出てこない。

　田舎道を歩いていくと、神社の参道沿いにたくさんの出店が並んでいた。

　無数の提灯ちょうちんと、浴衣を着た人々の熱気、そして大きな赤い鳥居。頬を撫でるのは昼間よりも幾分か涼やかな風。隣には、浴衣を着た莉緒がいる。すべてが非日常だった。

　りんご飴あめに綿菓子わたがし、はしまき――お好み焼きを薄くして箸に巻きつけたもの――など食べ物ばかりをたくさん買って食べ歩く。

　シメはデザートだ。ふたりは神社の外れに並んで立ち、棒付きのアイスクリームを頬張る。

　――それにしても、なんでこんな隅っこに来たんだろ？

　莉緒に言われるまま、アイスクリームを持って移動してきた。

　不思議に思っていると、突如として眼前の空に花が浮かんだ。ヒュルルル……ドォン、と音を響かせながら次々と花火が上がる。

「ここ、花火がきれいに見える穴場なんです」

　わざわざここへ来た理由がよくわかった。人混みに邪魔されず、闇空に浮かぶ花火を満喫できる。

　薫子はアイスクリームを食べるのも忘れて花火を眺めていた。しだいにソーダ味のアイスクリームが手首のほうに伝い落ちてきた。

「薫子さん、垂れてる」

　手首に、生温かな舌が這う。

「……っ、ふ!?」

　声にならない声を上げて、薫子は身を竦すくませる。同時に、ぞくぞくっと表皮が粟立あわだつ。それは決して『不快』ではなく、むしろ逆の感情だった。浴衣に隠されている恥ずかしい部分がすべて屹立きつりつするのがわかる。

　薫子の体が強張ったのを感じ取ったらしい莉緒が慌てて離れる。

「ごめんなさい。つい……」

　莉緒は口元に手を当ててうろたえている。

「……でも、美味しかったです」

　申し訳なさそうにしながらも莉緒は赤い舌をぺろっと覗かせて微笑する。あたりは薄暗かったが、花火の光に照らされた莉緒の頬が赤みを帯びていることがわかった。

　ドキドキとして、胸が締めつけられる。つい先ほどまで夢中で花火を見ていた。それなのにいまは、莉緒にばかり意識が集中する。莉緒のこと以外はなにも考えられなくなった。

　――そうだ、プレゼント……。

　刺繍入りのハンカチはラッピングした状態で巾着の中に入れて持ってきているのに、タイミングを掴めずなかなか渡せないでいた。今日中に――莉緒の誕生日が終わる前に――渡さなければならない。

　花火が終われば夏祭りも終了である。家へと帰っていく人々の波に乗って家路を急ぐ。

　離れの間に着いてすぐ、薫子は浴衣から着替えもせず莉緒にプレゼントを渡した。

「莉緒ちゃん、誕生日おめでとう！　これ、よかったら……」

「あ……そっか、私……今日は誕生日だったんだっけ」

　自分の誕生日をすっかり忘れていたらしい莉緒は驚きに目を見開きながら、赤いリボンで飾られた水玉模様の小さなラッピングバッグを受けとる。

「さっそく開けてみていいですか？」

「うん」

　ドッドッドッ……と胸の奥が暴れまわる。なぜこんなにも緊張しているのか、理由はわからない。

　刺繍されたハンカチを見るなり一切の動きを止めた莉緒を目の当たりにして、薫子は大いに焦る。

　――えっ……どうしよう、刺繍入りなんてやっぱり重かった!?

　莉緒の瞳がしだいに潤んでいく。

「……っ、ひゃ!?　り、莉緒ちゃん……？」

　急な動きで抱きつかれた。莉緒は涙声で「ありがとうございますっ」と言う。

「嬉しいです、薫子さん……！　私のために刺繍してくれたんですよね？」

「う、うん」

「私の、ためだけに」

　念を押すように莉緒が言うので、今度は頷くだけになる。喜んでもらえたようでよかったが、気恥ずかしい。

「ありがとうございます。大切にします」

　莉緒は両手でハンカチを持ち、自身の胸に押しつけて俯いた。長い睫毛の奥に水粒が滲にじんでいる。胸が熱くなる。

　――こんなに喜んでくれるなんて……。

　夜通し刺繍をした甲斐があったというものだ。

　下を向いていた莉緒が、ゆっくりと顔を上げる。

「ね……薫子さん。滝浦先輩に告白されたんでしょ？」

　どきっ、と心臓が跳ねる。そうして脳裏をよぎったのは、このあいだ莉緒が「秘密にしていることはないか」と訊いてきたときのことだった。

　――もしかして、そのことを訊きたかったの？

　目を瞬かせる薫子を、莉緒はなおも追及する。

「滝浦先輩に好きだって言われて……どう、答えたんですか？」

　莉緒の瞳は真剣そのものだった。薫子はごくりと息を呑む。

「千紗は……友達だから、って」

　ありのままを話す。単純に事実だけを伝えているのに、どうしてこんなにも胸が騒ぐのだろう。

　薫子の緊張をよそに莉緒は嬉しそうに破顔した。莉緒は手に持っていた刺繍入りのハンカチを大事そうにバッグにしまったあとで薫子に詰め寄る。

「じゃあ、私は？」

「えっ？」

「私のこと……いまは、どう思ってますか？」

「そ、それは……っ」

　畳の上を後ずさりする。離れの間はそう広くないので、すぐに背中に土壁が当たる。

　莉緒は切なげに眉根を寄せて薫子の両肩をそっと掴む。間近に迫る莉緒の目を、見ていられなくなって顔を伏せた。

「わ、わからな……ひゃっ、あ」

　浴衣越しに膨らみの片方を撫で上げられた。ブラジャーは身につけておらず、肌襦袢はだじゅばんと浴衣生地の二枚だけだ。ゆえに、莉緒の手の感触をまざまざと感じてしまい妙な声が出る。

「ゃ、あぁ……んっ……」

「私、ずっと我慢してたんですよ。滝浦先輩のことが引っかかってて……」

　莉緒は苦々しげに眉根を寄せている。そうして、それまでの我、慢、を発散するように莉緒は薫子に抱きつき、浴衣の上から胸を揉みくちゃにした。

「誕生日プレゼント、もうひとつ……ください。薫子さんが欲しい」

　耳のすぐそばで紡がれた莉緒の言葉が頭を――いや、頭だけではない――全身を痺れさせる。

「欲張りでごめんなさい」

　甘い掠れ声には、もう一分いちぶの余裕も感じられない。そしてそれは自分も同じだ。

「薫子さん……薫子さん、好き」

　浴衣なので髪の毛はアップにしていた。剥きだしのうなじに、ちゅっとくちづけられる。

　浴衣の衿えりに覆われていない部分にも莉緒の唇が這っていく。湿った肌に莉緒の息が吹きかかると、全身をくすぐられているような心地になって、立っているのが辛くなる。背中を土壁にぴたりとくっつけることで、なんとか座り込まずにいる状態だ。

　背で文庫結びになっていた浴衣の帯を莉緒が緩める。ずいぶんと手際がよかった。

　――お菓子作りもそうだけど、莉緒ちゃんってすごく器用。

　そんなことを考えているあいだに浴衣の衿合わせが乱れてしまう。

「あ……っ」

　薫子の白い乳房は零れんばかりだった。莉緒はそれを見て感嘆する。

「すごい……色っぽいです、薫子さん。胸がおっきいから……。この、乳首が見えそうで見えない感じがたまらない」

　ツツツ……と、莉緒の指が鎖骨の下を伝う。

「見てもいいですか？　薫子さんの乳首……」

　莉緒は眉根を寄せて、悩ましげに息をつく。

「見たいです、すごく」

　浴衣の衿を脇のほうへと引っ張られた。乳首を覆っているのは肌襦袢の薄布一枚になる。

「ねぇ……薫子さん」

　浴衣の中に着ていた肌襦袢の薄布の上から乳頭を引っかかれる。「あんっ」と高い声が出た。

「そ、そんな……でも……」

　それでもまだ渋る薫子に痺れを切らしたように莉緒は唇を尖らせ、その形のまま身を屈めた。尖った唇で肌襦袢にくちづける。

「ひぁっ!?」

　生地越しとはいえ乳頭にキスされ、驚きで肩が震える。莉緒は上目遣いで薫子の反応を見ながら舌でべろべろと乳頭を舐めた。濡れた肌襦袢は、肌着という役割を果たさなくなってくる。

「ん、ふぅ……乳首が透けてきちゃいましたね。布越しでもはっきりわかるくらい、尖ってます。薫子さんの乳首……」

　指摘されるとますます胸の先が鋭くなった。乳頭に布地が貼りついていて気持ち悪いはずなのに、不快感は一切なく、それとは正反対の感情ばかりが湧き起こる。

「は、あぁっ……！」

　乳首を甘噛みされた。じかに歯を立てられているわけではないので痛みはない。

「やっ、それ……やぁあ……！」

　莉緒は乳頭の硬さを確かめるようにぎりぎりと歯を動かす。

「嫌でしたか？　じゃあ邪魔な肌着は退どけちゃいましょっか」

　愉たのしそうに笑って、莉緒は自身の人差し指を肌襦袢の際きわに掛ける。薫子は息を吸い込んだまま動けなくなった。

　ひどく緩慢に、肌襦袢が脇へとずれていく。右側の乳房だけ明るみに出てしまった。

　離れの間の天井に吊り下げられている照明は昔ながらのペンダントライト。淡いオレンジの電球色だから、真昼のように明るいわけではない。

　だから、莉緒の目にだってそれほどはっきりとは映っていないはずだと――なかば無理やり――思い込もうとする。そうでなければ、込み上げてきた羞恥心で発火してしまいそうだった。

　同性に胸を見られることを、これほどまでに恥ずかしいと思ったことはいままでにない。

　――やっぱり……莉緒ちゃんは、特別。

　見られることで、莉緒にどう思われるのかが気になって仕方がないのだ。

　莉緒は、露わになった薫子の乳頭を凝視していた。

「み、見すぎじゃない……？」

　抗議すれば、莉緒は我に返ったように大きく目を見開く。

「だって……！　妄想してたよりもさらにきれいなんですもん、薫子さんの乳首！」

　必死の形相で告げられ面食らう。

　――妄想、してたの？

　かあああっと、頬に熱が立ち上ってくる。

「妄想なんかしないで……」

　薫子は自分の胸を両手で隠しながら目を伏せる。

「隠しちゃイヤです。もっと見せてください」

　やんわりと手首を掴まれ、広げさせられる。薄桃色はふたたび莉緒の眼前に晒される。

　薫子よりも身長の低い莉緒のほうが、間近で胸を見ることになる。

「私がピンク色が好きなの、知ってますよね」

　唐突に莉緒が言った。薫子は上ずった声で「う、うん」と答える。

「薫子さんのピンク色が、いちばん好きになりました」

　莉緒はごく真剣な顔つきだ。薫子は返す言葉に詰まり、口をぱくぱくと動かすだけになる。

「鮮やかで、いじらしくて、いやらしい形をしたこのピンクが……大好きです」

　うっとりとした調子でそう紡ぐと、莉緒は人差し指を薫子の鎖骨にそっと置いた。鎖骨に沿って指先を走らせたあとで、徐々に下方へと滑らせていく。

「ん、ん……っ」

　つかず離れずの加減で肌の上を這う莉緒の指先がもたらすのはくすぐったさだけではない。言いようのない快さも運んでくる。

　滑らかな指先が、膨らみの中央にある薄桃色を目指して進みはじめる。

「ふぁ、は……あぁ、あ」

　おかしな声が出てしまうのを、どうしても抑えられなかった。そしてその声を莉緒は愉しんでいるような気がしてならない。

　莉緒の人差し指は薄桃色の際までくると、そこから円を象かたどるようにぐるぐるとまわりだした。

「ひぁ、あっ、あ……！」

　薫子はびくびくと震えながら背を撓しならせる。それに合わせて大きな乳房が上下にふるりふるりと艶めかしく揺れる。

「もぅ、そんなに揺らしちゃだめですよ薫子さん……。エッチすぎます。刺激が強すぎです」

　はあぁと大仰に息をついて、莉緒はいかにも『たまらない』といったようすで、薫子の左胸を覆っていた浴衣と肌襦袢を肩からずらした。

　ふたつの膨らみが躍りでて、浴衣の帯の上に乗っかる恰好になる。

「薫子さんのおっぱい、きれいでかわいいです。この深い谷間も……好き。大好き」

　莉緒が息を荒らげる。左の乳房を下から持ち上げるようにしてじかに掴まれた。ぐにゃぐにゃと揉みまわされる。

「ぁん、やぁっ……莉緒ちゃ……ぁあん、あぅっ！」

「んん、色っぽい声……。興奮しちゃいます。この……ピンク色の乳首、そろそろ触ってもいいですか？」

　左の乳輪を周回していた指がぴたりと止まった。

　――触ってもいいか訊くなんて、ずるい。

　そんなふうに尋ねられたら「いい」か「だめ」かを答えなければならない。

　――答えなんて、ひとつしかないのに……！

　とてつもなく官能を煽られているこの状態で、触れられないほうがむしろ辛い。

　早く乳首に触れてほしくてたまらなくなっていた。そのことを自覚して、泣きたくなってくる。

　走ったあとのように汗が噴き出し、快感と焦燥感がないまぜになって襲ってくる。

　薫子は離れの間の端から端まで視線をさまよわせたあとで小さくこくりと頷いた。薫子のわずかな動作でも莉緒は見逃さない。

「ふぁぅ……」と嘆息したあとで莉緒は薫子の胸の蕾にそっと触れる。

「あん……っ！」

　指先がほんの少し触れただけでも、全身が過剰に反応してびくりと跳ね上がってしまう。

　莉緒は人差し指の先で薫子の薄桃色を捏ねはじめる。

「乳首、すごく硬いです。すごく……」

　指でつつかれているのは乳首だけだったはずなのに、いつの間にか乳房全体を鷲掴みにされていた。

「どうしよう、薫子さんのおっぱい、ぷるぷるっ……！」

「やっ、そんな……やぁ、ああぁああっ！」

　乳房を揺さぶられ、乳頭を激しく嬲られることで快感は極みへと達した。下腹部を中心に、胸の高鳴りとはまた異なる脈動を感じる。薫子はへなへなとその場に座り込んだ。莉緒もまた膝を折って畳の上に落ち着く。

「……イッちゃいました？」

　もともと熱かった頬がさらに熱を持つ。なにも答えられなかった。

「ふふ……」

　莉緒は笑いながら抱きついてきて、肩に顔を埋めた。しばらくすると「すぅ……すぅ……」と寝息が聞こえてくる。薫子は驚愕に目を見開いた。

　――うそ、寝ちゃったの!?

　莉緒は恐ろしく寝つきがよいようだが、まさかこんな体勢で寝てしまうとは思いもしなかった。

　薫子は莉緒の体をなんとかこうとか動かして布団に寝かせた。あらかじめ布団を敷いておいてよかった。

　汗だくになってしまったし、この浴衣は借り物なので着替えて眠らなければならない。浴衣を脱ごうとしていると、眠っている莉緒の唇がわずかに開いた。

「かおるちゃん……」

　かろうじて聞き取れた、囁ささやき声。

　――え……だれ？

　そんなふうに呼ばれたことは一度もないし、そもそも莉緒は「薫子さん」と呼ぶことがエッチだと語っていた。

　――私のいないところで別の呼び方をしてる……なんて、考えにくいし。

　ではいったいだれなのだ。莉緒の夢の中にいままさに現れているであろう「かおるちゃん」というのは。
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        第五章　学園祭


　虹乃原学園では夏休みが終わるとすぐに、十月の初めに催される学園祭の準備に追われる。

　早朝、薫子は課外授業のため学校へと急いでいた。わくわくとした気持ちが足取りにも出てしまう。

　――だって今年は最後の学園祭だもん！

　学園祭の時期にはいつも心躍っていた。そして今年は三年生。もう二度と体験できないということもあって、例年以上に気合いが入っている。

　――今年の小冊子のテーマはなんにしようかな？

　百合文芸部の部長として、小冊子のテーマ決めは非常に重要かつ大役だ。最終的には部の全員で話し合って決めることになるが、候補を挙げるのは代々部長の役目なのだ。

　薫子は課外授業のあいだも暇を見つけては小冊子のテーマを考えていた。

　それは放課後も続く。部室の鍵を開け、部屋の隅に置かれている本棚を漁る。歴代の小冊子を見るためだ。

　テーマはできるだけ被らないほうがよい。去年のテーマは『朝焼け』だった。季節や情景を表すもの、あるいは心理的なもの。これといって制約はないので自由だ。

　――けど、そのぶん絞りづらいんだよね。

　なんでもよいからこそ、ひとつに絞り込むのが大変でもある。

　薫子は過去の小冊子を穴が開きそうなほど読み込んでいた。

「ふぅぅーっ」

　突如として耳に息を吹き込まれ、薫子は「ひゃぁああ！」と大声を上げて全身をびくりと弾ませる。

「りっ、莉緒ちゃん!?　いつの間に……」

「五分くらい前からずっといましたよ」

　まったく気がつかなかった。

「本を読んでる薫子さんも大好きなんですけど……でもやっぱり気がついてほしくて。邪魔してごめんなさい」

「ううん。私のほうこそ気がつかなくてごめん」

　薫子は手に持っていた小冊子をテーブルの上に置いた。すると莉緒は、じりじりと距離を詰めてくる。

「ねぇ、薫子さん」

　甘えた猫撫で声だ。

「本もいいですけど、私と現実的なことをしましょう？」

「げ、現実的なことって……なに？」

「ふふ……薫子さんは、なんだと思います？」

　莉緒は桃色の唇の端を吊り上げて、薫子の両手に指を絡ませる。迫られているほうの薫子はたじろぐばかりだ。上目遣いで見つめられ、ドキドキする。夏休みのあいだに起こったこと――莉緒の祖母の家でのこと――が思いだされる。

　セーラー服とブラジャーの内側にある、膨らみの先端がにわかに疼く。

「あれ、顔が赤いですよ？　どんなことを想像しました？」

「そ、それは、あのっ……」

　ガラガラッと音を立てて扉が開いた。

「こんにちはーっ」

　やってきたのは亜衣奈だ。その傍らには千紗もいる。

　邪魔をされた莉緒は不満そうに眉根を寄せて「こんにちは」と返したあとで「大森さん、珍しく遅れなかったね」と、棘のある言い方をした。

「千紗先輩が教室まで迎えにきてくださったんです」

　亜衣奈はとても嬉しそうだ。

「学園祭に向けて話し合いをしなければならないから、遅刻してほしくなくて連れてきたのよ。それにほら、これ。さっき顧問の先生に会って、渡されたわ」

『招待状』と書かれた封筒を千紗がテーブルに置く。

「なんの招待状ですか？」

　首を傾げている莉緒には薫子が話す。

「隣町にある女子校の学園祭への招待状だよ。向こうの文芸部の部長さんから、毎年届くの」

　隣町の月ヶ丘学園と、この虹乃原学園は姉妹校だ。毎年、文芸部同士で学園祭の招待状を送り合っているということを薫子は莉緒に説明した。

「月ヶ丘学園のほうがうちよりも三週間くらい早く学園祭があるから、いつも私たちが先にあちらの学園祭へお邪魔することになるのだけどね」

　千紗が説明を補足すると、莉緒は「月ヶ丘学園にも百合文芸部があるんですか？」と尋ねた。

「ううん、百合だけに限った文芸部ではないの。でも百合を題材にした小冊子も出していることがあるから、参考になるよ」

「そうなんですか。楽しみです」

「月ヶ丘の学園祭を楽しみにするのはいいけど、うちも準備を進めないと」

　千紗が釘を刺した。

「じゃあ今日はみんな、過去の小冊子を読もっか」

　薫子が言うと、百合文芸部の部員たちはそれぞれ頷いて棚へ歩いた。

　――今年は部員が四人だから、一人あたりの文量がどうしても増えちゃう。書きやすいテーマがいいんだろうな。

　昨年までは八人ほどいたので、今年はその半分だ。一年生の勧誘をもっときちんとしておくべきだっただろうか。いや、いまさらだ。

　――ないものねだりはよくない。楽しみながら、精いっぱい頑張ろう！

　薫子は自身を鼓舞して、読みかけだった小冊子を開いた。




　小冊子のテーマを考えはじめて一週間が過ぎた。

　――どうしよう、ぜんっぜん思いつかない。

　この一週間というもの、寝ても覚めても学園祭のことを考えてきたが、思い浮かぶテーマはどれもしっくりこない。

　薫子は図書室でカウンターについているあいだもそのことばかりに囚われていた。すると、眉間をトントンッと指で軽く叩かれた。

「ふえっ？」

　思いがけず頓狂な声を出せば、カウンターの向こうに千紗がいた。

「薫子ったら、最近ずっとそんな顔してる」

「そんな顔……？」

　薫子がおうむ返しすると、千紗は眉間に皺を寄せて険しい表情になって「こんな顔」と言った。

「えっ、うそ」

「本当。……しっかり考えてくれるのはありがたいけど、気負いすぎないようにね」

　そう言って微笑すると、千紗は本を二冊ほど借りて図書室を出ていった。薫子はそれを目で追う。視界の中に急に莉緒――薫子と同じくカウンターについていた――が現れる。莉緒は身を乗りだして薫子の顔を覗き込んでいた。

「ど、どうしたの？」

「……私だって心配してるんですよ。最近の薫子さんは本当に、浮かない顔ばっかりしてるから」

「ええっ」

「自覚がないのが困りものですね」

「ご、ごめん……」

「……いいんです。好きな人の心配はいつでもしたいので」

　――好きな人。

　どきりと心臓が跳ねたのは『かおるちゃん』のことを思いだしたから。じつはあれ以来、莉緒の過去の恋愛が気になって仕方がなかった。

「かおるちゃん」は、もしかしたら莉緒の過去の恋人かもしれない。この学校に来る前の莉緒の恋愛についてはなにも知らない。

　――いまは、私のことを好きだって言ってくれてるけど……。

　過去はどうだったのだろう。そしてこの先は？

　莉緒に対して、きちんとした想いを返していないのだ。とやかく言う権利はないとわかっている。

　自分の中で、莉緒に抱いている感情がなんなのか、もうわかっている。ただ、それを伝える勇気が出ない。

「薫子さん？」

　つんつんと頬をつつかれ、その箇所が赤くなる。莉緒はいやに嬉しそうだ。

「……ふふ」

「え、なぁに？　どうしたの」

「いえ、なんでもありません」

「気になるよ」

「ほんとになんでもありませんから」

　薫子が「むう」と唇を尖らせると、莉緒はますます笑みを深めた。




　朝から学校の前で待ち合わせて、百合文芸部の四人で月ヶ丘学園の学園祭へ行く。

　隣町なので歩いていく。九月になって少しは涼しくなってきたが、まだ汗ばむ陽気だ。

　月ヶ丘学園の構内は多くの人で賑わっていた。招待状がなければ入れないとはいえ、在学生の家族や友人がたくさん来ているものと思われる。それは、三週間後に学園祭を控えた虹乃原学園も同じだ。

「なんだか古風な学校ですね」

　月ヶ丘学園の敷地内に入るなり莉緒が言った。

　莉緒の声に応えるように、すぐ近くで出店の番をしていた学生のひとりが朗らかに笑いながら「ここは歴史と伝統を重んじる学校ですから！」と声を大にしていた。

　虹乃原学園に比べて月ヶ丘学園のほうが歴史が長い。木造の瓦葺き屋根は、古めかしくも歴史を物語っている。

　校舎の入口に至るまでに食べ物の出店がずらりと並んでいるので目移りしてしまうが、まずは文芸部だ。

　――売り切れになっちゃう前に小冊子を買わなくちゃ！

　月ヶ丘学園文芸部の小冊子は人気があるので、午前のうちに売り切れてしまうことが多々ある。

　三角屋根を冠した入口を通って校舎の中に入る。文芸部のある東側の突き当たりまで早足で歩いた。

「虹乃原学園の皆さん、いらっしゃい」

　月ヶ丘学園文芸部の部長とは顔見知りだ。薫子たち四人はそれぞれ小冊子を購入した。学生に優しい良心的な値段なので、一冊を回し読みする必要はない。

「お買い上げありがとうございます。こちらは、たくさん買ってくださった方々への購入特典です」

　小冊子が並べられた商品机の向こうに立っていた月ヶ丘学園文芸部の部長が、わざわざ回り込んで薫子の前に立ち、購入したのとは異なる表紙の小冊子を手渡してくる。

「えっ、あの……これは？」

　見たところ非売品だ。同じものは商品机に置かれていない。部長は口に手を添えて薫子に耳打ちする。

「ふふ……先生たちに内緒で作った、部員たちの実体験談集よ。ちょっと刺激的な内容になってるの。少ししか刷ってなくて一冊しか渡せないから、みんなで回し読みしてね」

「わ、わかった」

　文芸部の部室から廊下へと出る。

「薫子さん。あちらの部長さんはなんて？」

　莉緒が怪訝な顔で尋ねてきた。

「非売品なんだって。少ししか刷ってないからみんなで回し読みしてねって」

「……そうですか」

　莉緒は『腑ふに落ちない』というような、なにやら不満げな顔をしていた。

　その後は教室の展示をいくつかまわって、出店でたこやきを買い食いしてから帰宅した。

　薫子は制服から私服に着替えると、まずは購入した小冊子を開いた。月ヶ丘学園の文芸部は人数が多いので自然と短編になる。薫子は学習机の前に座ると、ショートストーリーを次々と読み進めた。

　読書をしていると数時間があっという間に過ぎる。すっかり陽が落ちた部屋で薫子は小冊子を閉じた。

　じつに文学的な内容だった。このところどうも浮ついていたような気がするので、心が洗われた。

　――こっちも今日、読んじゃおう。

　非売品と言って渡された小冊子――薄桃色の表紙――を鞄から出す。

　――先生には内緒で作ったって言ってたっけ……。

　しかも実体験である。いったいどんな内容なのだろう。

　にわかに緊張しながらページを開き、読みはじめる。この小冊子には具体的なテーマは書かれていなかったが、すべてが恋愛に関する体験談だ。異性とのものから同性とのものまで、赤裸々に語られていた。

　読み終わる頃には、その刺激的な内容にすっかり目がまわってしまった。

　――すごい、こんな……。みんな、こんなことを!?

　月ヶ丘学園の文芸部員たちは皆が淑しとやかな印象だったので驚きだ。人は見かけによらない。

　このように包み隠さず自身のことを綴るのには相当な勇気が必要だったのではないだろうか。書き上げたときにはどんな気持ちになったのだろう。

　薫子はきゅっと唇を引き結んで、薄桃色の表紙を見つめた。

    
        　莉緒は軽い足取りで図書室を出た。ついさっき起こった出来事を思い返すと、自然と頬が緩む。

　先ほどまで、図書委員のカウンター業務で薫子と一緒だった。彼女は千紗が眉間の皺を叩いても顔色を変えなかったのに、莉緒が頬をつついたら赤くなったのだ。

　意識されているということが、よくわかった。

　――薫子さんは滝浦先輩のこと『友達』だって言い切ってたんだし！

　恋路は順調に進んでいるのではないか。そんな気がしてならない。

　それから数日後、皆で月ヶ丘学園の学園祭へ行った。

　月ヶ丘学園は想像していたものとは違ってやけに古めかしい造りだった。近代的な虹乃原学園とはまったく異なる。

　薫子の案内で校舎に足を踏み入れ、文芸部へと急ぐ。なんでも、月ヶ丘学園文芸部の小冊子は人気があり、午前のうちに売り切れてしまうこともしばしばあるらしい。

　無事に小冊子を買うと、月ヶ丘学園文芸部の部長が薫子のそばへと駆け寄って、なにやら耳打ちした。その距離の近さが不愉快極まりなかったが、ここで「離れて！」などと声を上げてヒステリーを起こしては薫子の面目めんぼくにかかわるのでぐっと堪こらえる。

　薫子は、月ヶ丘学園文芸部の部長から受け取った薄桃色の装丁がなされた小冊子を掲げて「だれから読む？」と皆に尋ねた。

「受け取ったのは薫子だから、薫子からでいいんじゃない？」と千紗が答えた。莉緒と亜衣奈もそれに賛同する。

　薫子がはじめに読み、そのあとは千紗、亜衣奈、莉緒……と、百合文芸部に入部した順に読むことになった。

　その翌日、部室で話し合いがもたれる。

　薫子がテーマを列挙していく。

　――薫子さん、なんかふだんとようすが違う……？

　なにか、覚悟を決めたような顔をしている。

　小冊子のテーマのひとつに『心に秘めた想い』があった。薫子はどんな気持ちでそれをテーマに挙げたのだろう。

　亜衣奈はやけに真剣な顔で『心に秘めた想い』を推す。莉緒もまたそのテーマがいちばん心惹かれた。

　――薫子さんの心に秘められてる想いを、知りたい。

　それはいったいどんなものなのか。怖さもあるが、知りたいという気持ちのほうが強かった。

　千紗は、皆が『心に秘めた想い』を推していると知り戸惑ったようすだったが、最終的には「私もそれがいいと思う」と同調し、小冊子のテーマが決まった。

　自宅に戻りしばらくすると、亜衣奈からメッセージが来た。小冊子のテーマに沿って、千紗への想いを吐露するつもり、とのことだった。

　テーマに忠実ならば当然、そうなる。

　薫子の話では、必ずしも自分のことではなく、フィクションでもよいと言っていた。登場人物がどんな思いを秘めているのか想像して書くのでもよいのだ……と。

　莉緒は私室のベッドに仰向けに寝転がり、ぼんやりと天井を見つめる。

　――どうしよう？

　亜衣奈は、自分の気持ちを書く。千紗はどうだろう。いまも薫子のことを諦めていないのだろうか。

　――私は……。

　フィクションを書くのでは、テーマから逃げるような気がしてならない。薫子に話せばきっと「そんなことないよ」と否定してくれると思うが、それは甘えのような気がする。

　――私も、正直な気持ちを綴ろう。

　莉緒は意を決する。

    
        　学園祭まで、残すところ十日となった。最近は部活動中も部員たちはそれぞれ執筆に励んでいる。

　薫子は書いたり消したりを繰り返しながら執筆を進めていた。

　皆が書き上げた原稿のデータをフラッシュメモリで預かった薫子は、家に帰ってからそれらを確認する。

　――莉緒ちゃんのから読もう。

　ドキドキしながら、ノートパソコンにフラッシュメモリを挿してデータを読み込む。マウスを握る右手がわずかに震える。

　薫子はノートパソコンの画面を食い入るように見つめる。

　――『どんどん好きになって、狂おしいくらい』

　そんな言葉で結ばれていた。

　薫子は胸を高鳴らせたままよろよろとベッドへ行き、うつ伏せに倒れ込んだ。

　頬が、異様なまでに熱かった。熱くなった頬を手で煽いで何度も深呼吸し、自身を落ち着かせた。




　小冊子の原稿はまず薫子が誤字脱字を確認し、次には副部長の千紗が再確認する。それから顧問教師に頼んで印刷してもらうという流れだ。

　製本は部員全員で行う。机にページを並べてそれぞれが一ページずつ取っていき、中綴じ用のホッチキスで留め、製本テープで端を処理すれば完成だ。

　製本テープの部分が最も難しい作業である。気を抜くとすぐ皺になってしまうので、薫子はいつも手を焼く。

「莉緒ちゃん、製本テープ貼りはしたことある？」

「いえ、ないです」

　やり方を教えたあと、莉緒がテープ貼りをするようすを静かに見守る。莉緒はそつなくこなす。いや、むしろ薫子がするよりも格段にきれいだ。

「すごい、上手！」

　やはり莉緒は器用だ。

「手を使うことに関してはわりと自信あるんです」

　そうして莉緒はわきわきと手を動かす。不意に夏休みの出来事を思いだしてしまい、薫子は赤面した。




　学園祭当日を迎える。空は晴れてはいるが、雲が多かった。

　薫子たちは百合文芸部の部室前に机を出して小冊子を並べる。売値は一冊五十円。以前から変わらない、月ヶ丘学園と同じ価格設定だ。

　月ヶ丘学園ほどの人気はないが、それでも例年、夕方までには売り切れる。というのも虹乃原学園の――百合文芸部ＯＧである――卒業生が訪れて、買ってくれるからだ。

　皆で作った小冊子はひとつ、またひとつと売れてゆく。

　昼時ひるどきになり、訪れる人が少なくなってきた頃。ひとりの長身の女性が現れた。薄茶色の長い髪の毛に、意志の強そうな瞳をしている。

　――どこかで見たことがあるような……？

「ああ、かおるちゃん。来てくれたんだ」と莉緒が声をかけた。とたんにどきりと心臓が跳ねる。

　――この人が……『かおるちゃん』

　莉緒の夢に出てきた人物。十歳くらいは年上だろうか。美しい大人の女性だ。

「かおるちゃん、もちろん買ってくれるよね？」

　莉緒が小冊子を掲げると、女性は「ええ、もちろん」と返した。ずいぶんと親しげだ。

　女性はにっこりと笑って五十円玉を差しだして「一冊ください」と言う。

「は、はい」

　薫子は、女性から渡された五十円玉を取りこぼしてしまう。我ながら動揺しすぎだ。

「すみません」と細い声で謝り、震える手で小冊子を手渡す。

「じゃあまたあとでね」と言い残し、女性は去っていく。莉緒は「うん」と答えて手を振った。

　暑いわけでもないのに汗が出る。長い距離を走ったあとのように動悸がひどい。

　そんな薫子を千紗は静かに眺めていた。

「薫子と土屋さんでお昼、行ってきたら？　私と亜衣奈で店番しておくから」

「えっ」と声を上げる薫子をよそに莉緒は嬉しそうに破顔して「はい！」と言った。

「お言葉に甘えて、行きましょう薫子さん！」

　調理部の出店でフライドポテトとクレープ、それからオレンジジュースをそれぞれ買う。

「裏庭で食べませんか？」

　莉緒の提案に、薫子は声もなくこくりと頷く。

　昇降口から裏庭へと出る。ここは陽当たりはよくないが、木々に囲まれた静かな場所だ。

　ほかに人の姿はない。学園祭特有のがやがやとした喧噪けんそうがわずかに感じられる。

　薫子と莉緒は木製のベンチに並んで座り、先ほど出店で買ったものを食べた。

　――莉緒ちゃんに訊いてみよう。さっきの女の人とどういう関係なのか。

　薫子は震える唇で「あの……」と話を切りだす。ところが、突如として激しい雨が降ってきた。スコールだ。

　ふたりは慌てて建物の軒下まで駆けたものの、髪や顔、制服もずいぶんと濡れてしまった。

「薫子さん、なにか言いかけてませんでしたか？」

「……うん」

　この雨はもしかしたら、天の神様が「訊いてはいけない」と言って妨げたのでは……などと突拍子もない考えが湧いて薫子をためらわせる。

　――ううん、違う。ちゃんと訊きたい。莉緒ちゃんのこと……ちゃんと知りたい。

　大きく息を吸い、薫子は一息ひといきに言う。

「さっき部室で莉緒ちゃんが話してた人ってだれ？」

　ざあああぁっ……と、雨足が強くなった。

「気になりますか？」

　薫子はこく、こくと頷く。極度に緊張しているせいで声を出せなかった。莉緒はそんな薫子を見て目を伏せる。

「私の大事な人です」

　その瞬間、あれほど耳にうるさかった雨の音がまったく聞こえなくなった。いましがた莉緒が発した言葉だけが頭の中で何度も繰り返される。

　――大事な人って、私だけじゃないの？

　いま、涙を流してもきっと莉緒にはわからない。雨に降られて頬が濡れているからだ。

「……っ」

　薫子は唇を噛んで俯く。そうしていなければ本当に涙が零れてしまいそうだった。

　だれにだって大事な人はいる。大事な人が、何人いたってよいではないか。薫子は必死に、自分にそう言い聞かせていた。

　突然の雨はしだいに止み、あたりが明るくなってきた。莉緒は明後日あさっての方向を見ている。

「……薫子さん」

　莉緒が指さす。その先には虹の橋が架かっていた。雲間に見えるそれは美しい。清浄な空気が満ちていく。

　それまでずっとざわついていた心が、不思議と凪いで落ち着いてくる。

　――私、まだなんにも伝えてない。

　莉緒はいつだって正直に話してくれた。それなのに自分は、彼女になにひとつ告白していない。

「……小冊子に書いたことだけど、作り話じゃなくて……本当の気持ちなの」

　口を開けば、莉緒は虹から薫子へと視線を戻した。言葉の続きを促すように、じいっと見つめられる。

「莉緒ちゃんを想って、書いたの」

　ドキドキと大げさに鳴る心臓の音を感じながら薫子は一心不乱に言葉を紡ぐ。

「莉緒ちゃんが好き。過去でも未来でも、だれにもあなたを盗られたくない」

　未来はこれからどうにでもなるが、過去のことにまで口を出している自分の独占欲に辟易へきえきする。それでも、これが正直な気持ちだった。

　たとえ過ぎたことでも、莉緒がほかのだれかに愛を囁いているのを許せない。ほかのだれかが莉緒に触れていたのかと思うと腸はらわたが煮えくり返る。

　自分の中にこんなに激しい感情があったなんて信じられなかった。

　――けど……やっとはっきりした。

「私……っ、莉緒ちゃんのいちばんになりたいの！」

　必死の形相で訴える薫子を見て、莉緒はぽかんと口を開けた。しだいにその唇が震えだし、瞳に涙の膜が張る。

「……よかった、です」

　莉緒の瞳に溜まっていた水粒が外へと零れ落ちる。

「薫子さんが小冊子に書いたこと……ほかのだれかに宛てた想いだったらどうしようって、ずっと不安でした」

　莉緒は「ふー……」と長く息をつく。

「かおるちゃんは私のお姉ちゃんです」

「…………へっ？」

「私の大事な家族」

　今度は薫子が口を開けるばんだ。

「だ……っ、だったら最初からそう言ってくれれば……！」

「そう言いませんでしたっけ？」

「大事な人だ、としか」

「一緒じゃないですか」

「家族だとは言ってなかった！」

「ふふ、ごめんなさい」

　莉緒はぺろっと舌を出して笑う。

「でも……もしかしてヤキモチ？」

「うっ」と呻いてたじろぐ。前にも同じことを訊かれた。そのときは否定した。

　薫子はしばらく閉口していたが、莉緒に追及の眼差しを向けられてとうとう観念する。

「……そうだと思う」

　小さな声で告げると、莉緒は顔をほころばせた。

「ね……薫子さん。私のこと好きだって、もっと証明してください」

「証明……？」

「たとえば薫子さんからキスしてくれる、とか」

「ふぇっ!?」

　――私から、キスするの？　莉緒ちゃんに？

「……嫌ですか？」

　ぶんぶんと首を横に振る。嫌だなんて少しも思わないし、意識しはじめると触れてみたくてたまらなくなった。

　一歩、二歩と莉緒に近づく。それから周囲にだれもいないかを確認して、さらに距離を詰める。

　高鳴る心臓に向かって心の中で「落ち着いて」と宥なだめながら薫子は莉緒の肩をそっと掴んだ。

　少しだけ身を屈めて、顔を斜めに向ける。唇で唇に触れるという行為が、とてつもなく難しいように思えた。目を瞑ったままではできないので、薄く目を開いたまま莉緒の唇を目指す。

　わずかに触れるだけのキス。ぎこちなかったと思う。

　薫子は内心「失敗した!?」と焦りながら顔を離す。莉緒の顔は真っ赤になっていた。自分もおそらく同じだ。

「そそそっ、そろそろ戻ろう!?」

　気恥ずかしさをごまかすように薫子は口早に提案した。

「ん……そうですね……」

　莉緒はまだ戻りたくなさそうだが、千紗と亜衣奈にばかり店番をさせるわけにもいかない。

　部室へ帰ろうと廊下を歩いていると、中庭のベンチで小冊子を読んでいる莉緒の姉、馨かおるに遭遇した。

「ああ、莉緒。休憩中？　私はいまちょうど読み終わったところ」

　馨は小冊子を閉じて立ち上がる。

「ねえ、さっきも思ったんだけど……あなた、もしかして薫子ちゃん？」

「えっ？　はい、そうです」

「やっぱり！　私のこと覚えてる？」

　薫子は首を傾げる。莉緒はきょとんとしている。

「そっか、覚えてないのも無理ないかな。薫子ちゃんの近所に住んでいたのって十年以上前だし、あのときはまだ莉緒も薫子ちゃんも小さかったし」

「えっ!?」と、薫子と莉緒は同時に叫んだ。

「ほら、うちは父がよく転勤するでしょ。薫子ちゃんの家の近くのマンション……父の会社が借り上げてる社宅なんだけれどね、そこにも住んだことがあったのよ。公園で知り合って、莉緒が『薫子ちゃんの家に行きたい』ってせがむから、私が保護者としてよく一緒に遊びにいかせてもらっていたわ。薫子ちゃんがうちのマンションに来たこともあったわね」

　それで、莉緒のマンションに行ったとき見覚えがあったのかと合点がてんする。

「それにしても、百合文芸の素晴らしさを刷り込んでおいた甲斐があったわ。こんなふうに、私が立ち上げた百合文芸部で部長にまでなってるなんて……嬉しいっ」

　突然、馨に抱きつかれた薫子は慌てるばかりだ。

　莉緒が「ちょっと、かおるちゃん！」と声を荒らげる。すると馨はすぐに薫子から離れた。

「百合文芸部って、馨さんが立ち上げたんですか!?」

　問わずにはいられなかった。

「ええ、そうよ。もう十年も前になるけれど。廃部にならずいまも続いていてよかった」

「はい……はい！　百合文芸部を立ち上げてくださって、本当にありがとうございました」

　莉緒の姉が百合文芸部の創設者だと知り嬉しくなった薫子は馨に熱い視線を向ける。莉緒はそれを見て面白くなさそうにむすっと唇を尖らせた。

「それじゃ、莉緒。私はそろそろ行くわね。また会いましょうね、薫子ちゃん！」

　馨は手を振り、去っていく。

「薫子さんに少なからずかおるちゃんが影響してるって思うと……なんか悔しい」

　莉緒はいつになく不満げな顔をして言葉を足す。

「私だって薫子さんに影響を与えたい！」

「ええっ」

「どうすればいいでしょうか」

　真剣に悩んでいる莉緒は、とんでもなくかわいらしい。

「あの、莉緒ちゃん。いまは……ええと、すごく影響あるよ」

「ほんとに？　私のこと慰めようとして言ってます？」

「違う、そんなことない」

「じゃ、私って……薫子さんにどんなふうに影響してますか？」

「え、えっと……莉緒ちゃんと一緒にいると、すごくドキドキする。莉緒ちゃんから、目が離せない。いつもとんでもないこと、しはじめるし」

「それって私の行動が突拍子もないから目が離せなくてドキドキする……ってことでは？」

「えっ!?」

「もうーっ、薫子さんっ」

　莉緒は両手に拳こぶしを作ってぽかぽかと叩いてくる。ごく弱いタッチなので痛くはない。

「落ち着いて、莉緒ちゃん。ええと……それもあるかもしれないけど、でも別の理由もあるよ」

「なんですか？　別の理由って」

「それは、私が莉緒ちゃんのことを……す、す……」

「……す？」

「好き……だから……ドキドキする」

　気持ちを伝えるのは二回目なのに、やはり心臓は落ち着かず、忙しなく脈を打っている。

　莉緒のことが好きで、嫌われたくなくて、ドキドキする。

「……っ、薫子さん！」

　莉緒が抱きついてくる。感極まって抱きついてくるところは、姉妹でそっくりだと思ってしまう。

「それにしても、私と薫子さんって小さい頃に出会ってたんですね。……私、たぶんそのときから薫子さんのこと好きでした」

　ごく真面目な顔つきでそんなことを告げられ、愛しい想いはますます膨れ上がる。

「十年以上、薫子さんに片想いしてたってことになりますね。だからたっぷり、私の愛に応えてくださいね？」

　妖しく光る莉緒の瞳を、真正面から見ていられなくなった薫子は小さな声で「お手柔らかにお願いします」と言うのが精いっぱいだった。

    
        [image: C06]

    
        第六章　日々恋


　校舎に囲まれた中庭の木々が緑から紅へと色を変えはじめた頃、薫子は学園の廊下を早足で歩いていた。このところ夕方は冷えるようになってきた。寒がりの薫子は、まだ十一月の上旬とはいえ早々に、セーラー服の上にカーディガンを着ていた。

　図書室へと入る。カウンターにはすでに莉緒がいた。

「ごめん、遅れちゃったね？」

「いえ、大丈夫です。……薫子さん、三年生だからいろいろ忙しいでしょ」

　虹乃原学園はエスカレーター式で、受験なく進学できる。進学しても同じ敷地内だが、別の建物へ移ることになる。

　――そうなったら、こうして莉緒ちゃんと一緒に過ごすのも……。

　もうあと半年もないのだと思うと、とたんに寂しくなった。莉緒も同じことを考えているのか、どことなく浮かない顔をしている。

　図書室のカウンター業務を終えて、扉に『ＣＬＯＳＥ』の札を出したあと、薫子は部屋の奥まったところで整理業務をしていた。

　図書を一冊一冊、本棚に戻していく。そうして手持ちの図書が少なくなっていくことが、莉緒と一緒に学校生活を楽しめる時の流れを表しているようで、もの悲しくなった。

　そこへ莉緒がやってくる。

「薫子さん、終わりました？」

「うん。これを戻したら終わり」

　薫子はにこっと笑って、図書を棚に戻そうとする。ところが本を持っていた左手の手首を莉緒に掴まれ、持ち上げられてしまう。

「な、なに？」

「本を棚に戻すの、お手伝いしようかと」

　本棚は背中側で、向かいに莉緒がいる。これでは自分で戻そうにも戻せない。

　莉緒はどこか不敵にほほえんだまま、薫子の左手にあった本を掠め取って棚に戻す。

「これで、終わりですね。それじゃ……私と楽しいこと、しましょう？」

　左の手首を掴んでいた莉緒の右手が腕を伝ってするすると下りてきた。

「え、あの……莉緒ちゃん？」

　頬に柔らかな手を添えられる。莉緒が背伸びをする。いっぽう薫子は応えるように、ほんの少し――莉緒には気づかれないように――身を屈めた。

　唇同士が触れ合う。一度だけではなく繰り返し、啄ついばむように軽く何度も。

　キスの雨が止んだので目を開けると、莉緒はいまにも泣きだしそうな顔をしていた。

「薫子さんが卒業しちゃうの……寂しいです」

　――キスしてるあいだにそんなこと考えてたの？

「まだ……先だよ」

　冷静にそう言ったつもりだったが、声が震えてしまった。

「それでも、です」

　莉緒がふたたび唇を寄せてくる。先ほどよりも激しいキスに見舞われる。角度を変えて幾度となく吸いつかれた。

「ん、んぅっ……」

　――こんなところで、ほんとはいけないのに……。嫌じゃ、ない。

　やめてほしくないと思ってしまう自分が恥ずかしい。

「本当に、いいのかなって気持ち……じつはあるんですよ」

　薫子の心を見透かしたように莉緒が言った。

「あ……やっぱり図書室でこんなこと、だめだよね」

　頬を染めながら薫子が言うと、莉緒は「そうじゃなくて」と言い首を振る。

「いつかのクラゲみたいに……私が薫子さんに絡みつくことで薫子さんの足を引っ張ってるんじゃないかなって」

　水族館でのことが思いだされる。女同士というだけで障害は多い。莉緒はそう言いたいのだろう。

「……違うよ、莉緒ちゃん。私は望んで莉緒ちゃんと絡まってる。それに、足を引っ張ってるんじゃない。一緒に楽しく泳いでるの」

　莉緒の頭をそっと撫でながら告げる。とたんにふわりと笑う莉緒を見て、心の底から彼女が好きだと再認識する。

「よかった。じゃあ安心して薫子さんのおっぱいを楽しめます」

　莉緒は薫子の大きな胸を鷲掴みにして揉みはじめる。

「やっ、そ、それとこれとは話が別というか……！」

　抗議しても、莉緒はまるで聞いていない。卒業が寂しいと嘆いた莉緒はどこへやら、それまでとは打って変わって明るい表情で両手を動かし、薫子の乳房を四方に揺らす。

「はぁ……どうしてこんなに柔らかくて大きいんですか？」

　細い指が制服に食い込む。両方の乳房を大胆な動きで揉みくちゃにされてしまう。ブラジャーはつけているというのに、莉緒はそんなことお構いなしだ。

「だ、だめ……制服が……皺に、なっちゃう」

「んん……だめな理由ってそれだけですか？」

　眉根を寄せて、悩ましげに莉緒が言葉を継ぐ。

「乳首が尖っちゃう、とか……ここが疼いちゃう、とかは？」

　甘い囁き声が耳にずんと響く。莉緒の右手がするすると下りていって、スカートの上から下腹部を摩る。ちょうど恥丘ちきゅうのあたりだ。

「だ、めぇ……莉緒ちゃ……ぁ、あっ！」

　薫子が艶めかしい声を上げると、莉緒は調子づいたように口の端を上げた。薫子が発した「だめ」という言葉を無視して、右手をスカートの中へと潜り込ませていく。

「やっ、だめ……ぅ、あ」

　莉緒の右手は太ももに触れたあと、ショーツ越しに淫部を撫で上げた。とたんにぞくぞくとした震えが全身を駆け巡る。

「ふぁあ……っ」

　薫子は顎を仰のけ反ぞらせて快感に打ち震える。

　そのとき、ガラガラガラッと乾いた音がした。それは紛れもなく、図書室の引き戸が開く音。

「あら？　図書委員さん、まだ帰ってなかったの」

　カウンターの上に置きっぱなしにしていた荷物を見たのだろう。司書の先生が言った。

　薫子は大きくびくりと肩を弾ませて青ざめる。先生の姿はここからは見えないが、かといってすぐにこの場所へ来るかもわからない。

「はーい、もう帰ります」

　大きな声で答えるなり、莉緒は薫子からそっと――それでいて素早く――離れた。口元には人差し指を立てている。

　――も、もうっ！

　薫子は心の中で不満を漏らす。それから胸に手を当てて深呼吸をすることで、ドクドクと暴れまわる心臓を宥めた。




　街中まちなかはイルミネーションの光に溢れ、年の瀬へ向けて活気づいていく。

　冬の終業式を終えた薫子と莉緒はふたりで家路についた。腕に腕を絡ませて、莉緒がぴたりと身を寄せてくる。

「薫子さん、寒いのだめでしょ。こうしてくっついていれば少しは温かいですよ」

「ん……そ、そうだね」

　たしかにこれは温かい。物理的にもそうだが、気持ちもだ。莉緒がそばにいると、自然と体が火照ほてってくる。

　いまはしっかりと服を着ているのに、素肌で触れ合っているような錯覚に陥る。

　――莉緒ちゃんの素肌が柔らかくて温かいのをよく知ってるから……。

　そう思うとますます全身が熱くなる。

「……ねぇ、薫子さん。私ね、だれにも邪魔されず薫子さんとふたりきりでゆっくりと夜を過ごしたいんです。だから、おばあちゃんの家に一緒に行ってくれませんか？」

　薫子はぼっと顔を赤くする。

　以前、莉緒の祖母である菊代にも同じことを言われた。それは、夜のあいだずっと性的なことをして過ごすという意味だと、いまならわかる。

「……うん。行きたい、私も」

　薫子の返事を聞くなり莉緒は立ち止まり、破顔した。




　冬休みに入って五日後のこと。薫子は莉緒の祖母の家で年越しすることになり、田舎へ出発した。

　田舎の畦道はほんのりと雪を被っていた。夏休みに来たときとはずいぶんと雰囲気が異なる。それでも、狭い道を歩いているとほっとするのはなぜだろう。すぐ隣に莉緒がいるからだろうか。

　そうしてツチノコ古書店に着く。薫子は菊代との再会を喜んだ。

「また来てくれてありがとう。莉緒とは相変わらず仲良くしてくれてるみたいで、嬉しいことだねぇ」

　どこかしみじみとしたようすで菊代が言った。莉緒からなにかしら報告を受けているに違いないと直感した。

　薫子は赤くなりながらも懸命に話す。

「はい、あの……莉緒ちゃんには本当に、よくしてもらっています」

　すると菊代は嬉しそうに、目尻にたくさんの皺を作って笑った。

「さ、行きましょ薫子さん」

　ふたりで離れの間へ行く。

「ふふっ。私ってほんとに、薫子さんのことよ、く、してますもんね？」

　莉緒が冗談めかして言った。そこに官能的な意味が含まれているのだと、数秒ほど遅れて気がついた。頬がますます熱を持つ。

「もうっ、先輩をからかわないの！」

　薫子は赤くなった頬を隠すように莉緒から視線を逸らして、持ってきた着替えなどの整理を始める。すると莉緒もそれに倣って、ボストンバッグを開けた。

　莉緒がバッグの中から小冊子――学園祭で配布したもの――を取りだしたのが目につく。

「あれ、それ……菊代さんに見せるの？」

　そのために持ってきたのだと思った。

　莉緒はとたんに笑みを深めながら、手に持っていた小冊子で意味ありげに口元を隠す。

「日に一度は読むんです。薫子さんが書いたところだけ」

　その言葉の意味を理解するのは容易たやすい。やっと冷めはじめていた頬がふたたび熱を帯びる。

「な、なんで……」

　わかっていながら尋ねてしまった。

「だって、離れてても薫子さんの愛を感じられるから」

　莉緒の目元が優しく細まる。

「……いまは、離れてないよ」

　愛おしくなって手を伸ばす。莉緒の頬にそっと触れる。莉緒は小冊子を片手で持つと、もう片方の手を自らの頬へと持っていった。指と指が、莉緒の頬の上で静かに重なる。

「そうですね。手を伸ばせばすぐ触れられるところに、います」

　いったいどちらから近づいていたのか、気がつけば顔と顔がいまにもぶつかりそうだった。

　至近距離で見る莉緒の瞳は、いつもきらきらと輝いているような気がする。きれいだ。

　瞼まぶたを閉じるのはいつだって薫子のほうが先。莉緒の瞳が眩まぶしくて、先に目を閉じてしまう。

　唇が重なる。莉緒の唇は温かい。

　ちゅ、ちゅっとリップ音が立つ。こうしてキスをしていると、どんどんまわりが見えなくなっていって、莉緒のことしか考えられなくなる。

　トゥルルルル……と突然、内線電話が鳴り響く。

　薫子は大仰にびくっと体を震わせる。いっぽう莉緒は残念そうに唇を離した。

「わ、私が……」

　ドキドキと胸を高鳴らせながら内線電話に出る。電話口から『お邪魔だったかしら？』という菊代の声が聞こえるなり薫子は「いいえっ、そんなことないです！」と全力で否定したのだった。




　年が明けた最初の日、薫子と莉緒は菊代に振り袖を着付けてもらい神社へ初詣へ行った。

　二日目は御節おせち料理をお腹いっぱい食べ、古書を読み漁って過ごす。

　そして一月三日の朝。目が覚めるとそこにはクラゲがいた。

「ふぇ……？」

　薫子は寝ぼけ眼まなこを何度も瞬きさせる。

　はじめ、水族館へ行ったときの夢を見ているのだと思った。眼鏡をかけていないのでぼんやりとしかわからない。頭に花がついたクラゲが目の前をゆらゆらと泳いでいる。

「お誕生日おめでとうございます、薫子さん」

　優しく、甘い声がすぐそばで響いた。

　枕元を手探りして眼鏡を取る。視界が明瞭になったことでようやく、莉緒があみぐるみのクラゲを目の前で揺らしているのだとわかった。

「あ、ありがとう……」

　上半身を起こすと、クラゲが両手に降ってくる。

「もしかして、手作り？」

　頭に花が飾られた真っ白なクラゲは、毛糸で緻密に作られている。

　莉緒はほんのりと頬を赤くして、言葉もなく頷く。

「……っ、ありがとう！」

　薫子はあらためて礼を述べる。

「嬉しい！　大事にするね」

「クラゲばっかりじゃなくて私のことも大事にしてくださいね？」

　おどけたようすで莉緒が抱きついてくる。薫子はクラゲのあみぐるみを持ったまま莉緒の頭を「よしよし」と撫でた。

「誕生日プレゼントはこれだけじゃないですからね、薫子さん」

「そうなの？」

「はい。おばあちゃんがいないぶん私がたっぷりおもてなしします」

　菊代は友人の家へ泊まりにいっていて、昨日の夜から不在だ。今日も帰らないという。

「それで、薫子さんのバースデーケーキを作ろうと思うんです。一緒に……っていうのもちょっと変かもしれないけど、どうですか？」

「うんっ、作る！」

　誕生日を一日じゅう莉緒と一緒に過ごせる。なんて幸せなのだろう。

　朝食を済ませたあと、買い出しへ行った。その後、軽く昼ご飯を食べて二人で台所に立つ。

　莉緒は手際よく卵を割っていく。薫子は感心しっぱなしだ。

　――私も頑張らなくちゃ！

　莉緒にはいつもごちそうになってばかりで申し訳ないと思っていたところだ。この機会に一所懸命、手伝おう。

　薫子はミキサーでホイップクリームを泡立てていた。そのようすを莉緒がじいっと見ている。

「な、なに？」

「いえ。薫子さんの真剣な顔、好きだなぁと思って」

　とたんに手元が狂って、ホイップクリームが散乱してしまう。

「もう、薫子さんたら。……ついてますよ」

　莉緒が指し示しているのは口元だ。薫子は口の端に飛んだホイップクリームを拭おうとしたが、できなかった。莉緒に手首を掴まれたからだ。莉緒は薫子に近づくと、その口元についているホイップクリームを舌でねっとりと舐めとる。

「んぅ……甘くて美味しいです。もっと食べたい」

　全身がぞくりと粟立つ。

　莉緒の小さな舌が、口の端から中央へと這ってくる。生温かな舌は迷うことなく口腔へ侵入してきた。ホイップクリームを舐めとったばかりの莉緒の舌はとてつもなく甘い。その甘さに酔いしれてしまいそうだった。

　莉緒の両手が胸の膨らみを掴んだ刺激で、薫子ははっと我に返る。

「だ、だめ……溶けちゃう」

「ん……なにがですか？　薫子さんの体？」

「ち、ちが……ホイップクリームが……」

　生クリームを泡立てている途中だったのだ。冬なので外は寒いが、部屋は暖かい。このままでは使い物にならなくなる。

　莉緒はいかにもしぶしぶといったようすで離れる。

「わかりました。どうぞ、続けてください」

　ところが今度は薫子の背中にぴたりと張りついた。

「え……」

「なんでもないですから」

　そう言いながらも、後ろから莉緒の両手が伸びてきて胸を掴む。

「ひゃっ!?　莉緒ちゃんっ？」

「私のことは気にせず、どうぞ。手を動かしてください。私と同じように」

「そ、そんなことできないよ！」

「でもほら、ホイップクリームが溶けちゃうでしょ？」

「う、うぅ……」

　根比こんくらべで莉緒に勝てることはまずない。結局、薫子は莉緒に胸を揉まれながらミキサーを動かすはめになった。

　そうしてなんとかバースデーケーキが完成する。

「今日は薫子さんの誕生日なのに、ケーキ作りを手伝わせちゃって申し訳なかったです。だから、お風呂でじっくり奉仕させてもらえません？」

　莉緒がにこにこと笑っている。なにか企んでいるに違いない。

「奉仕って……」

「ふふふ」

　ぐいぐいと背を押され、浴室へ歩かされる。いつの間にそうしたのか、湯船にはたっぷりと湯が張られていた。浴室内暖房も入れられている。

「薫子さんはなんにもしなくていいですからね。全部、私に任せてください」

「そんなわけには……って、ちょっと」

　莉緒は流れるような手つきで薫子の服を剥ぎとると、眼鏡も取り上げた。莉緒自身も手早く服を脱ぎ裸になる。またも背を押されて浴室内へとよたよた歩きする。

「座ってください」

　言われるまま、薫子は胸元を押さえて風呂椅子に座る。

　莉緒はネットを手に取ると、ボディソープを泡立てはじめた。真っ白な泡はホイップクリームを彷彿ほうふつとさせる。昼間、口元を舐められたことを不意に思いだして顔が火照る。

「……洗いますね」

　後ろで膝をついた莉緒が、ぬるぬるとした両手で肩に触れてきた。背後から、ごく弱い力で肩を揉まれれば、くすぐったさと気持ちよさで身を捩よじらずにはいられない。

「くねくねしてますね？」

　面白がるような声に、少し腹立たしくなってしまう。

「だって……！」

　じれったくてたまらない。薫子は莉緒の手を掴んで引き下げようとする。胸に触るよう誘導する動きだ。

「たまらなくなっちゃいました？」

　莉緒の声は弾んでいる。薫子は小さく頷く。

「かわいい、薫子さん。いっぱい触ってあげますね」

　莉緒の両手がするすると滑りよく膨らみのほうまで下りてくる。乳房を下方から持ち上げられるとそれだけで乳頭がピンッと勃たった。

「ふぁ……」

　やっと、胸を触ってもらえた。恥ずかしさはあるが、それよりも莉緒に触れられたい欲求のほうが強かった。

　背中に当たっているのは莉緒の胸と乳首だ。それもまた快感を煽る。

　乳首をきゅ、きゅっと引っ張り上げられた。すぐに下腹部が疼いてくる。腰を揺り動かさずにはいられない。

　莉緒は薫子の胸と乳首を手のひらや指先で弄り倒したあと、急に正面に回り込んできた。それから浴室の床タイルに這いつくばる。なにをするのだろうと見ていると、足の付け根に顔を寄せられ驚く。

「だめっ、そんなとこ……！」

「だめ、です。奉仕させてください。……薫子さんが嫌じゃなかったら、だけど」

　上目遣いで伺いを立てられ、心臓がドクッと音を立てて反応する。

「う……ずるい、その訊き方」

　――嫌、なんて言えるわけない。

　好きで好きでたまらないから、拒絶なんてしたくない。

　――莉緒ちゃんだってわかってるはずなのに。

　薫子は目を伏せて小さく首を縦に振る。莉緒は薫子の、ほんのわずかな動きも決して見逃さない。

「……よかったぁ」

　莉緒は口元に大きな弧を描いたまま赤い舌を出す。

　両脚を莉緒の両手で押し広げられる。薫子はためらいながらも太ももを左右に開いていく。

　恥ずかしさで呼吸が荒くなる。浴室内はほどよく暖かいと感じていたはずなのに、いまは暑いくらいだ。

　小さな舌先が太ももの内側をちろりと舐め上げた。

「ふぁあ……っ！」

　まだ秘所には触れられていない。それなのに、下半身の肉粒がひくひくと震えた。

「やっ、あぁ……莉緒ちゃ……あ、あぁ、んっ」

　莉緒の舌はどんどん核心へと近づいていく。がくがくと膝が笑いだす。もちろん寒さや疲労によるものではなく、快感による震えだ。

　ふだんはショーツに覆われている秘めやかな淫唇に、莉緒の舌がとうとう到達してしまう。

「ひぁああ！」

　自分でも信じられないほどの大声が出た。薫子が仰け反ると、たっぷりとした乳房が大きく弾む。

「んふぅ……」

　莉緒は嬉しそうに呻いて、淫唇の上で舌を滑らせた。小さくも敏感な肉芽のまわりを、熱い舌がぐるぐると這いまわる。

「あっ、ぁっ、はぁっ……あぁんっ！」

　羞恥心はいったいどこへ行ってしまったのだろう。莉緒の舌が気持ちよすぎるせいだ。　すっかり快感に溺れて、高い声ばかりがひっきりなしに口から出てくる。

「だめっ、やぁぁん……はぁ、あぁあっ……きもち……ぃ、いいぃっ！」

　快感の極みが何度も訪れる。そのたびに薫子は「ひぁぁああ！」と絶叫する。

　高らかに喘ぐ薫子を満足げに見上げながらさんざん肉粒をしゃぶったあと、莉緒はおもむろに顔を上げた。

「薫子さんって本当……全身、きれいですね」

　全身をまじまじと見られている。いっぽうこちらは、眼鏡がないので莉緒の体はよくわからない。

「私はぼんやりとしか見えてないのに、莉緒ちゃんばっかりよく見えてるのはずるいよ」

　何度も絶頂に達したせいか、心も体も貪欲になっていた。

　――莉緒ちゃんが欲しい。

　欲しくて、欲しくてたまらない。欲求を、抑えられない。

「もっと近くで、よく見せて？」

　薫子は風呂椅子から降りて床タイルに膝をつくと、すがりつくようにして莉緒の両肩を掴んだ。莉緒の胸に目を近づけてまじまじと乳首を眺める。

　間近で見る、鮮やかな薄桃色の蕾。小ぶりの乳房にそっと触れてみる。湯気でしっとりと濡れている。

「だめ……薫子さん、それ……すっごい興奮する」

　莉緒の片手が背を撫で上げていく。ぬめりけを帯びた手は、くすぐったくも気持ちがよい。

　薫子は快さに震えながら両手で莉緒の乳房をふにふにとつっつき、さらに顔を近づけた。

「そのまま舐めてくださっても、いいですよ？」

　冗談なのか本気なのかわからないが、そのとおりにする。莉緒に言われたからという理由だけではなくて、そうしたいと心から思った。

　乳首を舐めたら莉緒はどんな反応をするのか、見てみたい。

「ふ……」

　息を漏らしながら口を開けて舌を出す。

　眼鏡をかけていないせいか、距離感が掴みづらい。舌先は荒っぽく莉緒の乳頭に当たってしまう。

「はぁんっ！」

　莉緒の全身がびくりと跳ねる。それを目の当たりにするだけで下腹部が熱を持った。

「莉緒ちゃん、かわいい」

　そう呟いたあとでふたたび舌を出し、薄桃色の際をちろちろと舐める。

「ぁ、あん、あっ……薫子さ……ぁ、ああんっ、はぅう」

　感じ入ったようすで眉根を寄せ、体を小刻みに震わせている。かわいらしくて、いじらしくて、たまらない。

　――もっと、もっと莉緒ちゃんを気持ちよくしたい。

　莉緒にはいつも翻弄されているから、仕返ししたくなる。

　――今日は私の誕生日なんだし。

　多少のことは許されるはずだと心の中で独りごちて、莉緒の右胸の先端を指でつまみ、もう片方は舌で嬲る。

「ゃん、やっ……あぅ、んんっ……！　それ、やぁ……はぁ、あっ」

　どこか儚げな、か細い声を聞いていると胸の奥がじわりと熱くなる。そうして、この高い声をもっと聞きたくなって舌の動きが速くなる。

　莉緒の乳頭は初めの頃よりもずいぶんと硬くなった。凝り固まった乳首を舌先で押せば、抗うように右へ左へと避ける。なかなか捉えることができず、じれったくなった薫子は大きく口を開けて、乳頭を丸ごと口に含んだ。

「やぁぁああんっ！」

　それまでとは打って変わって大きな声だ。それもまた耳に心地よい。莉緒が発するものはすべてそうだ。どんなものでも悦よろこびをもたらしてくれる。

　薄桃色の乳輪ごと口に含んだあとは、舌の広い部分を使ってべろべろと硬い棘を舐めまわした。

「あぁっ、はぁうっ……あぁあん、ぁんっ」

　莉緒の息遣いが荒くなってくる。ふだんの軽口は鳴りを潜めている。余裕がないのかもしれない。

　――でもそれは私も同じ。

　夢中で莉緒の乳首を貪る。自分の足の付け根から蜜が漏れてくるのを感じながら、ちゅぷちゅぷと水音を立てて莉緒の胸を吸い上げた。

    
        　――薫子さん、喜んでくれるかな。

　自宅のキッチンに立った莉緒は薫子の顔を思い浮かべながら、生クリームとチョコレートを湯煎していた。

　今日は土曜日。そしてバレンタインデー。愛している人に想いを伝える大切な日。

　もう何度も伝えていることではあるが、何度そうしたって足りない。薫子を好きな気持ちは日に日に増していくからだ。

　薫子は昼過ぎにこの家を訪ねてくることになっている。その頃にフォンダンショコラができあがる。

　甘いものに目がない薫子に、焼きたての菓子を振る舞うのは至高のひとときだ。薫子の嬉しそうな笑顔は何度、見たって飽きないし、こちらまで幸せな気分にしてくれる。

　正午を過ぎる頃、フォンダンショコラは無事に焼き上がった。

『ピンポーン……』とインターホンが鳴るなり、莉緒は小走りで玄関へ向かう。

「薫子さん、いらっしゃい！」

「お邪魔します」

　薫子は上品にほほえみ、靴を脱ぐ。このところの彼女は会うたびに大人っぽくなっていっているような気がする。

「ん……いい匂いがする」

　すんすんと髪の匂いを嗅がれ、どきりとする。

　――もう！　薫子さんってほんと、天然なんだから。

　甘い匂いを嗅ぎたいばかりに、無意識にしていることなのだろうが、されたほうとしては官能を刺激される。

「すぐお茶にしますから、少し待っててくださいね？」

　莉緒は薫子の頬をつんっと指でつつきながら言った。薫子がふわりと笑う。胸の奥をきゅんと締めつけられる。

　――あぁ……好き。

　愛しさを膨れ上がらせながら莉緒は丸い小皿にフォンダンショコラを載せ、その横にホイップクリームを添えた。紅茶が入ったティーカップと一緒にトレイに並べて私室へ運ぶ。薫子は爛々とした瞳でフォンダンショコラを見つめている。

「ヨダレが出てますよ？」

「ふぇっ!?」

　薫子は慌てて口元を押さえた。

「ふふ、嘘です」

　すると薫子は頬を赤くしたまま項垂れる。

「んもう……。でも、ヨダレが出てもおかしくないくらい美味しそう」

　莉緒は、フォンダンショコラを見て目を輝かせる薫子のすぐ隣に座り、大きく息を吸い込む。

「愛してます、薫子さん」

「へっ!?」

　どれだけ大人っぽくなっても、たまにこうして頓狂な声を上げるのがまたかわいらしい。

　――驚かせてるのはいつも私だけどね。

　むしろ他人の前で、こんなふうにうろたえないでほしい。無防備すぎる。

「ど、どうしたの、急に」

「今日はバレンタインデーだから」

「えっ……あっ、そっか！　ごめん、私すっかり忘れてて……！　な、なにも用意してきてない」

　薫子はとたんに青ざめた。

「気にしないでください」

　莉緒はテーブルナイフでフォンダンショコラを切ると、フォークに載せて薫子の口へと運んだ。

　薫子は戸惑ったようすを見せながらも素直に口を開ける。薫子の口腔にそっとフォンダンショコラを入れる。

「ん、んんっ……美味しい！」

　幸せそうに頬に手を当てる薫子を見ているだけでこちらまで心が満たされる。

「そういえば莉緒ちゃんはもう食べた？」

「まだ、これからです」

　莉緒はにいっと笑い、薫子の服を脱がせにかかる。

「えっ……？　や、ゃっ……な、なんで？」

　ブラウスのボタンを外される理由が心底わからないといったようすで薫子は眼鏡の奥の大きな瞳を何度も瞬かせている。

「薫子さんごと食べたいなぁと思って」

　莉緒が正直に話しても、薫子は相変わらず惚けた顔をしていた。

「私ごと……食べる？」

　首を傾げているのがたまらなく愛らしい。莉緒は「ハァ」と息をつきながら、前が開いたブラウスの隙間を縫って薫子の背に腕をまわし、ブラジャーのホックを弾いた。

　質量のある乳房が締めつけから解放されて左右に広がる。

「ゃ、やん」

　薫子は嫌がるような声を上げたが、本心ではないとわかる。そういう顔をしている。快楽を期待して、蕩とろけきった表情だ。

「薫子さんのエッチ」

　愛しい人の耳元で囁いたあと、ピュアホワイトのブラジャーごとブラウスの袖を腕から抜けさせて上半身を裸にした。

「まだ昼なのに……」

　視線を泳がせる薫子に莉緒はなおも迫る。

「昼でも夜でも私は薫子さんが好きなんです」

　ふたつの大きな乳房を脇から寄せてたぷたぷと揺らせば、薄桃色の乳頭が小躍りした。莉緒はそのすぐ上に茶色いフォンダンショコラを載せる。

　まだ生温かなチョコレートがフォンダンショコラの中からとろりと零れる。乳首のほうへ垂れそうになるそれを莉緒は舌でツツツ……と舐めとった。

「ひぁあ、ぁんっ……！」

　薫子は高い声を出しながらびく、びくっと肩を揺らす。そのたびに膨らみがたゆんたゆんと上下に弾んだ。

　きつく眉根を寄せて快感に耐えるさまはいつも艶めかしく、あらゆる欲を刺激される。

「もう、どうしてそんなにエッチな顔するんですか？」

　理不尽な不満を一方的に述べると、薫子は「そんなこと……」と言いながら首を横に振った。

　莉緒はうっとりとした顔で「ふぁ」と息をつく。最近は薫子のそういう顔を見るだけで淫核がひくりと震えてしまうので始末が悪い。

　下腹部がひどく疼くのを感じながら莉緒はふたたび薫子の胸にフォンダンショコラを載せ、口に含む。

　薄桃色にはぎりぎり触れないところで舌を動かしているからもどかしいのか、薫子は「んぁああっ……」と苦しそうに喘ぎながら身を捩った。

　薫子の乳頭はふたつともあからさまに尖っていた。莉緒は喉を鳴らして舌を伸ばす。

「はぅっ！」

　舌先が胸飾りに当たる。それまでよりもさらに高い声を聞きながら莉緒は舌で薄桃色の棘を嬲った。

　そこは見た目どおり硬く、舌を弾いてくる。負けじと攻め立てれば、薫子は「やぁっ、だめぇっ……！」と必死なようすで叫びながら身悶みもだえしていた。

「……汗だくになっちゃいましたね？」

　莉緒は手近に置いていたハンカチで薫子の額の汗を拭う。薫子はどういうわけか、その――なんの変哲もない――ハンカチを凝視している。

「ねえ、ハンカチ……その、使ってる？」

　いやに歯切れの悪い訊き方だが、薫子の言わんとすることはすぐに理解できた。

「薫子さんが刺繍してくれたハンカチのことですか？」

「うん、そう」

「使ってるか使ってないかといえば……そうですね、ものすごく使ってます」

「でも、使ってるの見たことないよ？」

　恋人はやけに不安そうだ。おおかた「私が誕生日にあげたハンカチ、気に入らなかったのかも」とでも心配しているのだろう。

　莉緒は笑みを深めて立ち上がり、宝石箱の中から特別なハンカチを取りだす。

「このハンカチで乳首を撫でると、薫子さんに愛撫してもらってるような心地になるんです。だから家でひとりのときは、いつも使ってますよ」

　莉緒が嗤わらうと、薫子はみるみる赤くなった。

「き、訊くんじゃなかった！」

「どうしてですか？」

「だって……そんな使い方してるなんて……っ」

「失望しました？」

　尋ねれば、薫子はふるふると首を横に振る。それから小さな声で「嬉しい」と呟いた。

「ありがと……莉緒ちゃん」

「それ、私の台詞です」

　――好きで好きで、おかしくなっちゃいそう。

　薫子の肩を掴み、しなだれかかるようにして唇を寄せる。

　柔らかく、しっとりとした唇はどれだけ啄んでも足りない。もっと、もっと感じたい。

　――薫子さんをすぐそばで、感じたい。

　舌を潜り込ませて歯列を辿る。薫子の「んふぅ」という甘やかな呻き声に身を震わせながら莉緒はなおも舌を動かした。

　舌をつつけば、懸命に絡め合わせてくれる。応えてくれるのが嬉しくて、涙が出そうになる。

　調子づいた莉緒は薫子のスカートへと手を伸ばす。座った状態では脱がせづらいが、なんとかしてショーツをずらす。

「ぁう、ん……っ」

　上半身を晒し、ショーツもなくなって、スカートは腰でもたついている。そんなあられもない恰好でもじもじと恥ずかしそうにしている薫子をじっくり眺めたあと、彼女の両膝に手を当てて左右へ広げた。

「やぁ」

　抵抗するような声音だが、気にしない。薫子が悦んでいることは、これまでの経験でよくわかっている。

　初々しい色の淫部からは蜜が溢れていた。キスで濡れたのか、それとも乳首を舐めていたときからこうだったのか、定かではない。

　――なんにしても、嬉しいけど。

　愛液が外側に零れるほど濡れているのは、それだけ気持ちがよいと思ってもらえたということだ。

　自分の体には手を出していないというのに息が荒くなり、心身ともに興奮してくる。薫子が愛しすぎるせいだ。

　莉緒は愛しい人の切ない箇所へ指先をあてがい、そっと擦る。

「ふゎぁ……あ、あぁ……」

　剥きだしの乳房がふるっと弾んで、その先端がさらに凝り固まった気がした。そこもすかさず、もう片方の手と指で弄る。

　はじめは足を閉じようとしていた薫子だが、胸と淫核を同時に指で嬲るとやはり気持ちがよいらしく、足がだらんと左右に開いて触りやすくなる。

　ぷっくりと膨れて充血した肉粒を親指で押し、その下にある蜜口は中指で探る。

「ひう、うぅうっ」

　薫子はカーペットの上――彼女の背中側――に手をついて悶えている。淫靡いんびな姿を目に焼きつけながら、蜜口に潜り込ませていた中指を奥へと進ませる。

「あぁあっ！」

　恋人の膝はがくんっと上下に揺れ、そのまま小刻みに震えだす。隘路はかなり潤っている。薫子の肉襞にぎゅうぎゅうと指を締めつけられるのが心地よくてたまらない。

　少しでも指を前後に動かせば、ぐちゅ、ぐちゅっと水音が立った。

「いつも思ってたんですけど、薫子さんってすごく濡れやすい？」

「えっ!?」

「だって……こんなに」

　奥まで挿し入れていた中指を狭道の入口まで戻らせて、中の蜜を掻きだす。

「アッ……ふぁ、あっ！」

「ほら、どんどん出てくるでしょ？」

「やぁあん……！」

　左右に惜しげもなく広げられた足の付け根から、とろりとした愛液が次々と溢れてくる。

「あっ……クッション、濡らしちゃう」

　薫子は慌てたようすで自分の秘所を押さえた。いじらしい。

「いいです、そんなの気にしないで」

　むしろ、クッションを薫子の蜜で濡らされるなんて、なんというご褒美だろう。自身の蜜壺も潤んでいるのが感覚でわかる。

「もっと……もっと近くで薫子さんを感じたいです」

　莉緒は身につけていたピンク色のワンピースの前ボタンをプチプチと外して一気に脱ぐと、自らブラジャーを捲り上げ、ショーツを脱いで秘所を露わにした。それを薫子が食い入るように見ている。愛しい人の視線は快感を煽る。

　薫子を身近に感じるには互いの切ない箇所を擦り合わせるのが最良だ。薫子もそう考えているらしく、恍惚とした顔でにじり寄ってくる。

　互いの肩や腰を掴み、乳房と淫部を貝合わせする。どちらからともなく揺れて、擦りつける。

「あ、あっ……きもちぃっ……すごい、薫子さん……っ、ふぁ、あっ、あぁあん！」

「莉緒ちゃ……あぅ！　乳首、かたい……はぅ、ああぁあっ、アッ！」

　莉緒の尖りきった乳頭が薫子の柔らかな乳房に沈んでいる。乳首を丸ごと、柔らかなそれで包まれている。気持ちがよすぎて意識が朦朧もうろうとしてくる。

　莉緒の淫唇もよく濡れていたので、ぬるぬるとした感触が快楽に拍車をかけた。

　ふたりの乳首が硬く勃ち上がっているせいで反発してしまう。それがまたいい。弾かれるたびに快感を押し上げられる。

「だめ、もう……イッちゃう、イッちゃうぅううう！」

　薫子の絶叫に合わせて莉緒もまた「私もイクぅ、んぁああぁ……！」と高い声を上げた。

　ほぼ同時に、びくんびくん、びくん……と全身を痙攣させる。絶頂に達してもなお離れる気にはならない。それは薫子も同じらしい。

　しばらく抱き合ったままでいたふたりだが、しだいに莉緒が薫子を押し倒す体勢になった。

　莉緒は薫子の胸にうつ伏せになる。

「はぁ……このまま寝てもいいですか？」

「えっ……。だ、だめ」

「えぇ～。私、こういうふうに寝るのが好きなんです」

「そういえば初めて会ったときも土手でうつ伏せに寝てたっけ」

　懐かしむような声が頭上から降ってきた。

「そう、うつ伏せが好きなんです。これからは土手じゃなくて、薫子さんの胸で寝ますけどね」

「も、もう……そうやってまた冗談ばっかり……」

　薫子は右手で自身の目元を隠しながら俯く。

「ふふ……ごめんなさい、困らせて」

　決して冗談ではないのだということは、まだ隠しておこうと思う莉緒だった。

    
        番外編　恋の芽


　大森　亜衣奈は私室でひとり、ドキドキと胸を鳴らしながら小冊子の表紙を見下ろしていた。

　この小冊子は学園祭で配布するためのものだ。一時間ほど前に製本が終わったばかりのできたてほやほやである。

　――千紗先輩は私が書いたところを読んだんだよね。

　部長の薫子と副部長の千紗は部員全員の原稿を読み、誤字脱字がないかチェックすることになっている。ゆえに、千紗は確実に亜衣奈が書いた話――千紗への思いを綴っている――を読んだはずだ。

　もちろん、名指しで「千紗のことが好き」などとは書いていない。あわよくば千紗がこの想いに気がついてくれたら……という気持ちと、どうか気がつかないでほしいという気持ちが亜衣奈の中で拮抗きっこうしていた。

　――ううん、それよりもまず千紗先輩の気持ちだよ！

　千紗のことだからきっと『心に秘めた想い』という小冊子のテーマに沿って正直な気持ちを書いている。だからこそ、読むのが恐ろしくもある。

　莉緒から聞いた話だが、千紗は薫子に告白したものの振られたらしい。好きな人の不幸を喜んではいけないと思うのに、これはチャンスだと意気込んでしまった自分が恥ずかしい。

　――けど、千紗先輩は……振られてもやっぱり薫子先輩が好きってことも……。

　あるかもしれない。千紗は一途だ。まっすぐで、意外と面倒見がよくて、曲がったことが嫌いな人。そういう彼女だから、好きになった。

　亜衣奈は「すう、はぁ、すぅ……」と何度も深呼吸をしたあとで意を決して小冊子を開いた。

　千紗が書いた部分を読みはじめる。好きな人が綴った文章を読んでいるあいだずっと、胸はドクドクと高鳴っていた。

『好きだった人はよい友人になりつつある』

　そう締めくくられているのを目にして、ほっとしてしまう。

　亜衣奈は息をついて、テーブルに置いた小冊子に顔を伏せた。




　小冊子が完成した翌日、部活が終わり千紗と一緒に駅方向へと帰っているときだった。

「ねえ、亜衣奈。訊いてもいいのかしらって思うのだけど……」

　千紗は足を止め、小冊子を掲げた。内容に関することに違いない。

「なんですか？　なんでも訊いてください！」

　身を乗りだして答えると、千紗は勢いに押されたのか、小冊子を持つ手をわずかにぴくりと震わせた。

「あの……あなたのこれって、片想い……よね」

　目を伏せてそう言った千紗から視線を外せなくなる。ドクッ、ドクッと、心臓が大暴れをはじめた。

　――気がついて、くれた？

　淡い期待を抱いて千紗を凝視する。千紗は顎に手を当てて、どこか神妙な面持ちになった。

「あなたにも、そんなに想う人がいたのね」

「へ……」

　――絶対、気づいてない！

　亜衣奈はがくりと頭こうべを垂れる。

　いま、伝えてしまおうか。千紗を想って綴ったのだと。

　短く息を吸い込んで、言葉を発する。

「はい、まるっきり片想いです。よかった、それが伝わって。自信なかったんです。『片想い』をきちんと表現できてるか」

　――だめ……伝えられない。

　告白してしまおうと思ったのに、できなかった。その勇気がなかった。亜衣奈は必死に笑みを取り繕う。

「なに言ってるの、亜衣奈。素晴らしかったわ。何度も読み返したいくらい」

　亜衣奈は大きく目を見開く。

　――どうしよう、涙が出そうなほど嬉しい。

　いや、もう出ている。視界がぼやけてきた。

「やだ、どうしたの？」

「いえ……千紗先輩に褒めてもらえて、嬉しくて……泣けてきちゃったんです」

　千紗は『よしよし』という具合に頭を撫でてくれる。

　――一所懸命、書いてよかった。

　千紗のことだとはまったく気がつかれていないが、素晴らしかったというその言葉だけで救われる。

　――私、やっぱり千紗先輩が好き。

　亜衣奈は涙を拭いながら言う。

「これからも頑張ります。想いが届くように」

　夕陽を背景に優しくほほえむ千紗の顔は、亜衣奈の心に一生涯残る。
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